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は じ め に 


この 度 は 『CLIP STUDIO PAINT PRO プロ の 絵師 に 学ぶ バイ ラス ト 上 達 テ ク 
ニッ ク 』 を ご 購入 いた だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 


本 書 は 、 イ ラス ト ・ マ ン ガ を 製作 する た め の ペ イン ト ソ フト CLIP STUDIO 
PAINT (セル シュ 社 ) を 使っ て イラ スト を 描い て みた い 方 、CLIP STUDIO を も っ 
と 使い こなし て イラ スト を 上 手 く な り た いと いう 方 の た め に 、 実 際 の 現場 で 
CLIP STUDIO を 使っ て いら っ し ゃ る 絵師 の みな さん の 極上 な イラ スト を お 手 
本 に 、 描 き 方 を 学ぶ 『 プ ロ の 絵師 に 学ぶ キャ ラ 塗 り 上 達 テ クニ ッ ク 』 シ リー ズ 
の 最新 刊 で す 。CLIP STUDIO は 、 お 手頃 な 価格 と 滑ら か な タプ レッ ト タ ッ チ を 
持ち 、 さ ら に は Adobe Photoshop と の 連携 も 取り や すい こと か ら 、 初 心 者 
の みな ら ず 多く の プロ の 方 に も 愛用 され る よう に な り ま し た 。 ま た 、 マ ン ガ を 
描く た め の 機 能 も 豊富 で 、 い ろ い ろ な 場面 で 注目 され て いる ツー ル で す 。 


多く の 機能 を 有する CLIP STUDIO で す が 、 本 書 で は イラ スト を 描く 方 の た 
め に 必要 な 機能 に 特 化 し た 解説 を し て いま す 。 デ ジタル イラ スト 初心 者 の 方 
に と っ て は 、 ど の 機能 を 使っ て 描く の が 良い か の 選択 が わか り 、 効 率 よ く 操 
作 を 覚え る こと が で きる で し ょ う 。 ま た 、 プ ロ の 仕事 を 参考 に する こと で 、 よ り 
実践 的 な 技術 を 学ぶ こと が で きま す 。PART 1 で は 、 イ ラス ト を 描く 上 で 必要 
な CLIP STUDIO の 基本 操作 を まとめ て いま す の で 、 他 の ペイ ント ツー ル か ら 
CLIP STUDIO へ の 乗り 換え に も 便利 で す 。 


さま ざま な イラ スト を 描く 方 に 参考 と な る よう に 、 描 き 方 や テイ スト の 異な 
る 3 タイ プ の 絵師 の 方 に 登場 し て いた だ きま し た 。PART 2 の し きみ 氏 は 、 レ 
イヤ ー 効 果 を 駆使 し た アニ メ 系 の 塗り を 、PART 3 の lack 氏 は 近年 注目 され 
て いる モノ クロ か ら 描 く 技法 を 使っ た 厚 塗り を 、 そ し て 秋 咲 りお 氏 に は CLIP 
STUDIO 特有 の 機能 を 利用 し た ブラ シ 塗 り を 解説 し て いた だ きま し た 。 


本 書 を 通し て 、 あ な た の デジ タル イラ スト の 表現 力 に 磨き が か か り 、 よ り 
効率 良く CLIP STUDIO と いう ペイ ント ツー ル を 使い こなす お 手伝い に な れ ば 
幸い で す 。 
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本 書 の 使い 方 


本 書 は 、 イ ラス ト ・ マ ン ガ 制作 ソフ ト CLIP STUDIO PAINT PRO( セ ル シ ス 社 ) で イラ スト を 描い て みた い 、CLIP 
STUDIO PAINT を も っ と 使い こなし て イラ スト を 上 達 さ せ た い と 考え て いる 方 を 対象 と し た 解説 書 で す 。 

PART 1 で は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の 基本 操作 を 解説 し て いま す 。 加 えて PART 2~4 で は 、CLIP 
STUDIO PAINT を 実際 に 現場 で 使用 され て いる プロ の イラ スト レー ター3 名 の 作品 例 を も と に 、 メ イキ ング 解説 
を 掲載 し て いま す 。 
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参考 に な る デー タ が ダウ ン ロ ー ド で きま す 
http://www.mdn.co.jp/di/book/3214303020/?page=2 


本 書 で は 、PART 2「 泥 中 之 蓮 」、PART 3「 鍵 職人 と 自動 人 形 」、PART 4 「 ロ ー ズ ガー ディ アン 」 で 描か れ た 
イラ スト 3 点 の サン プル デー タ を ダウ ン ロ ー ド する こと が で きま す 。 各 サ ンプ ル デ ー タ は 、 レ イヤ ー 情 報 を 保持 し た 
・lip 形式 (CLIP STUDIO PAINT PRO) の ファ イル で す 。 本 書 を 読み 進め る 際 に 活用 し て いた だ け ま す 。 


ダウ ン ロ ー ド し た デー タ を ご 利用 の 際 は 、「 は じ め に お 読み くだ さい 」 フ ァイル を 必ず 先 に お 読み くだ さい 。 な お 、 
サン プル デー タ は 著者 の 都合 に より 、 サ イズ を 変更 し た り 、 レ イヤ ー を 統合 し て いる も の が あり ます 。 あ ら か じ め 
ご 了承 くだ さい 。 


※ サン ブル デー タ の ファ イル を 実行 し た こと に よる 結果 に つい て は 、 著 者 、 ソ フト ウェ ア 製 作者 及び 株 式 会 社 エム ディ エヌ コー ポレ ーション 
は 、 一 切 の 責任 を お いか ね ます 。 お客 様 の 責任 に お いて ご 利用 くだ さい 。 


し きみ 


メデ ィ ア ワー クス 文庫 『 華 豚 な る 絵 魂 術 師 の 面倒 事 』 イ ラス ト 担 当 、 ヤ マハ 
ミュ ー ジ ッ ク コ ミュ ニケ ーション ズ 「Primoire」 ジャケット イラ スト 担当 。 


サイ ト や ブロ グ の URL http://keeggy.com/ 


[作業 環境 ] 

mos Windows7 Home Premium 32bit 
mcPU Pentium(R) Dual-Core CPU 

上 ベン タブ レッ ト Wacom Cintiq 13HD 


| コメ ント | メイ キン グ を ご 覧 くだ さり あり が と う ご ざ いま す 。 イ ラス ト の 印 
象 か ら わ か る よう に 、 か な り 単 調 た 作業 の 繰り 返し の 画 法 を の で 
す が 、 少 し で も お 役に立て まし た ら 幸 いで す 。 自 分 の 描き 方 を 改め て 振り 返る 、 
と て も 良い 機会 を 頂け て 光栄 で し た ! 


lack ( ら っ く ) 


「 デ ュ エ ル マ ス ター ズ 」、「 ラ スト クロ ニク ル 」 他 TCG に て パッ ケー ジ 絵 ・ カ ー 
ド 絵 制作 、 ス クウ ェ ア ・ エ ニッ クス 「LORD of VERMILION ARENA」 デ ザ 
イン 担当 。 


サイ ト や ブロ グ の URL http://nankano.shisyou.com/ 


[作業 環境 ] 

mos Windows7 Home Premium 64bit 

所 CPU Core i7-3770 3.40GHz 

中 ペ ンタ ブレ ッ ト Wacom Intuos5、Cintiq13HD 


| ピラ ント | あま り 普 段 か ら 順 序 立て た 制作 方 法 を と っ て いる わけ で は な い の 

で 、 メ イキ ング を 意識 し つつ の 制作 は な か な か が 大変 で は あり まし 
た が 、 最 大 限 有 用 な 機能 を 交え つつ 描い て み ま し た 。 描 く の を 楽し みつ つも 、 
効果 的 に 機能 を 使う 方 法 な ど お 伝え で き て いれ ば 幸い で す ! 


秋 咲 りお (あき さき りお ) 


講談 社 X 文 庫 ホ ワイ ト ハ ー ト 刊 『 プ リン セス の 系 譜 』、『 ハ プス ブル ク は 婚礼 
の 鐘 を な ら す 』 イ ラス ト 担 当 。 


サイ ト や プロ グ ブ の URL http://riolabo.com/ 


[作業 環境 ] 

所 OS Windows7 Home Premium 64bit 
目 CPU Core i5-4670 3.40GHz 
買 ペ ンタ ブレ ッ ト Wacom Intuos4 


発売 当初 か ら CLIP STUDIO PAINT を 愛用 し て いま す 。 長い つき あ 

いで す の で 、 張 り 切 っ て 執筆 いた し まし た 。 使い方 を マス ター す 
る と 便利 な 機能 満載 で す 。 イ ラス ト の テク ニッ ク と 合わ せ て 、 お ぉ っ ! と 思 
う 部 分 が あり まし た ら 、 ぜ ひ 取 り 入 れ て みて くだ さい ね ! 


CLIP STUDIO PAINT PRO に つい て 


CLIP STUDIO PAINT( ク リップ スタ ジオ ペイ ント ) は 、 株 式 会 社 セ ル シ ス (http://www. 
clipstudionet/) に よっ て 開発 され た イラ スト や マン ガ を 制作 する た め の ペ イン ト ツ ー 
ル で す 。Windows と Mac の 64bit OS に ネイ ティ ズブ 対応 し 、 マ ル チ コ ア CPU に も 

上 対応 し た こと で 、 高 解像度 の 画像 や 複雑 な レイ ヤー 構造 を 持つ 画像 で も 、 ス ムー ズ 
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に 作業 で きる 環境 を 提供 し て いま す 。 独自 の 描画 エン ジン 搭載 に より 、 自 然 で な め 

ら か な 描き 心地 を 実現 し 、 ま た Adobe Photoshop 形 式 の ファ イル 入出 力 に 対応 す 

る こと で Photoshop と の 連携 も 取り や すく 、 多 く の プ ロ が 現場 で 使用 する ソフ ト と 
ee し て 選択 する よう に な り ま し た 。 

CLIP STUDIO PAINT に は 、*EX"、*"PRO"、“"DEBUT" 等 の 種類 が あり ます 。 本 書 で 

は イラ スト を 描画 する 方 に と っ て 、 も っ と も 手軽 に 入手 で きる PRO を 前 提 と し て い 

ます が 、 い ずれ の 種類 で も 共通 で 使用 で きる 機能 を 中 心 に 解説 し て いま す 。 


と ran 

へ ー し 1 = a HAAS: 

どん な 作風 に も 応え る ブラ シ 群 2 ーー 生 
に 

と に か く ブ ラ シ の 種類 が 豊富 で 、 ど ん な シチュ エー ショ ン に も 応え ます 。 os 
水彩 深 り に 適し た 「 水 彩 」、 色 を 塗り 重ね て いく 表現 に 適し た 「 油 彩 」、 水 墨 EE 
画 の よう な 表現 が で きる 「 墨 」 な ど 、3 グ ルー プ 約 20 種 類 の ブラ シ が 揃っ ーーー = 
て いま す 。 こ の 他 、 エ アブ ラ シ や デコ レー ショ ン ツ ー ル も あり 、 ブ ラ シ 塗 り 、 ーー 
水彩 塗り 、 厚 塗り な ど 、 作 風 に 合わ せ て 使い 分 けが で きま す 。 CI 語り ラッ ニル 
「 水 彩 」 サ ブツ ー ル 
リア ル な タッ チ で 自然 な ライ ン を 表現 定規 を 利用 し た 精密 な 作画 が 可能 
yy 4 


筆 圧 感知 機能 に より 、 デ ジタル で あり な が ら ア ナ ロ グ で 直線 や 曲線 、 平 行 線 な ど 基本 図形 を 始め 、 定 規 線 を 軸 に 
描い た よう な 自然 な ライ ン を 表現 で きま す 。 各種 ベン に ミラ ー リ ング し て 描く こと が で きる 「 対 称 定規 」、 透 視 図 
は 「 手 プレ 補正 」 が 搭載 され て お り 、 線 の プレ や 乱れ を 法 に より 遠近 感 を 表現 で きる 「 パ ー ス 定規 」 な ど 、 定 規 
抑え 、 イ メー ジ 通 り に 描く こと が で きま す 。 ま た 、 ひ と を 使っ た 正確 な ライ ン か ら 複 雑 な 造形 まで 、 効 率 よく 作 
つの ブラ シ に 複数 の ブラ シ 先端 形状 を 持た せる こと が で 画 で きま す 。 

きる た め 、 さ ま ざ ま な タッ チ で の 作画 が 可能 で す 。 
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Pawan | ブラ シ ご と に 筆 圧 を 設定 


CLIP STUDIO PAINT PRO に つい て 


3D デ ッ サ ン 人 形 を 使っ た ポー ズ つ け 
マ 


CLIP STUDIO PAINT に は 、 素 材 と し て 3D デ ッ サ ン 人 
形 が 搭載 され お り 、 下 絵 と し て 利用 で きま す 。 あ ら か じ 
め 用 意 さ れ た ポー ズ を 選び 、 体 型 を 整え 、 カ メラ 位置 を 
決め 、 頭 、 手 、 足 と 自由 に 動か し て ポー ズ を つけ て いく 
だ け 。 作画 の アタ リ と し て 、 ま た ポー ジン グ の 参考 に 活 
用 で きま す 。 


自分 好み の カス タマ イズ に 対応 
マ 


CLIP STUDIO PAINT は 、 カ スタ マイ ズ の 柔軟 性 が 高い 
こと が 特徴 で す 。 ブ ラ シ 、 ワー クス ペー ス 、 ショ ー ト カッ 
トキ ー と 、 い る ろ い る ろ な 場面 で 自分 好み の 操作 環境 を 設定 
で きま す 。 特 に ブラ シカ スタ マイ ズ で は 、 オ リ ジ ナ ル の 
ブラ シ 以 外 に 、「 創 作 活動 応援 サイ ト CLIP」 の Web サ 
イト な どか ら ダ ウン ロー ド す る こと も で きま す 。 


ブラ シカ スタ マイ ズ < EE 


マン ガ 製 作 向け の 機能 が 充実 (EX の 場合 ) 
ママ 


マン ガ を 描く 際 に は 、 複 数 ペー ジ の 作品 を 「 作 品 管理 . ウ ィ ン ド ウ で 一 元 管理 で きま す 。 ペ ー 
ジ の 追加 や 入れ 替え が 容易 で 、 作 品 情報 と し て 作品 名 や 話 数 、 ノ ン ブ ル な ど を 管理 し ます 。 
また 、 ト ー ン 素材 が 豊富 で 、 レ イヤ ー の トー ン 化 が 行え る な ど 、 モ ノ ク ロ イラ スト や マン 


ガ 制 作 の 機能 が 充実 し て いま す 。 


必要 な 環境 に つい て 


画 パソ コン モニ ター グラ フィ ッ ク カ ー ド 


デジ タル イラ スト で 特に 気 を つけ た いも の は メモ リ と CPU で す 。 OS が 新 し 
い ほ ど メ モリ の 消費 も 高く な る た め 、4GB ~ 16GB くら い の 余 裕 が あっ た 方 が 、 
後々 の アッ プ デ ー ト に も 対応 で きま す 。 ま た 、3D 素材 を 使う 場合 は 、 グ ラ 


フィ ッ ク ボ ー ド も 揃え て お く と よい で し ょ う 。 


0s | Windows XP / Vista / 7/8 / 8.1 G32bit /6abit 対応) 
CPU Intel Corei5 ~ Corei7 推奨 

| メモ リ 4GB ~ 16GB 推奨 
HOD 500GB 推奨 


| モニ ター 解像度 | XGA (G024 x 768) 以上 必須 、WXGA (0 x 765) 以上 推奨 


XP、Vista は 32bt 版 の み 


画 ベン タブ レッ ト 

ペン タブ レッ ト の サイ ズ は 、 大 きい 方 
が 細部 まで 描き や すい で し ょ う 。 し か し 、 
サイ ズ が 大 きく な れ ば 手 を 動か す 範 囲 も 
大 きく な り 、 描 き に くい と 感じ る と と も 
あり ます 。 腕 を 使っ て 大 きく 描く 人 は 大 
きい サイ ズ が よい の で 、 描 き 方 に 合わ せ 
て 選ぶ よう に し ます 。 


[Wacom 製 タ ブレ ッ ト ] 
FAVO、Bamboo、Intuos、Cintiq 


PART1 で は 、 下 描き 、 線 画 、 下 塗り の 作業 ご と に 、 
CLIP STUDIO PAINT PRO の 基本 操作 を 解説 し ます 。 
また 、 レ イヤ ー マ ス ク や 合成 モー ド な ど 塗 り の 作 
業 に 必要 な 機能 に つい て も 紹介 し ます 。 

イラ スト レー ター の テク ニッ ク を 理解 する た め の 
基本 事項 と し て 押さ えて お いて くだ さい 。 


LESSON 1 
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作業 環境 を 整え る 


| 
/ 


バー、 ツ ー ル パレ ッ ト な 


es 


CLIP STUDIO PAINT を 起動 する と 、 
ル を 使っ て キャ ン バ ス に イラ スト を 描い て いき ます 。 


画面 構成 


メニ ュー バー 
ファ イル の 作成 や 編集 な ど 、CLIP STUDIO PAINT の 機 
能 が 用 意 さ れ て いま す 。 


@ コマ ンド バー 

各種 機能 が アイ コン で 表示 され 、 ア イコ ン を クリ ッ ク す 
る と 利用 で きま す 。 使 いや すい よう に 、 よ く 使 う 機 能 を 追 
加 し た り 、 ア イコ ン を 並び 替え る こと が で きま す 。 


© パレ ッ ト ド ッ ク 
パレ ッ ト を 格納 する エリ ア で す 。 各 パレ ッ ト の 高 さや 幅 、 
位置 な ど は 自由 に レイ アウ ト で きま す 。 


© ツー ル 、 サ ブツ ー ル 、 ブ ラ シ サ イズ 、 カ ラー サー クル 

「 ツ ー ル 」 パ レッ ト に は 、 イ ラス ト を 描く た め の ツ ー ル が 
アイ コン で 表示 され ます 。 ツ ー ル を 選び 、「 サ ブツ ー ル 」 バ 
レッ ト 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト 、「 ブ プ ブラシ サイ ズ 」 バ パ 
レッ ト 、「 カ ラー サー クル 」 パ レッ ト で 、 ツ ー ル の 種類 、 ブ 
ラ シ サ イズ 、 色 な ど を 設定 し ます 。 


CLIP STUDIO PAINT の 画面 構成 


昭 206 CLIP STUDIO PAINT の 画面 構成 を 見 て みて いき まし ょ う 。 メ ニュ ー バ ー や コマ ンド 
ょ ど 、 操 作 を 進め る 上 で その 名 称 や 機能 を 確認 し て お く こ と と が 大 切 で す 


次 の 画面 が 表示 され ます 。 メ ニュ ー バ ー や コマ ンド バー、 パ レッ トド ッ ク 内 の ツー 


© キャン バス ウィ ンド ウ 
イラ スト を 描く エリ ア で す 。 下 部 に は 、 キ ャ ン バ パス の 表 
示 を 切り 替え る キャ ン バ ス コン トロ ー ル が あり ます 。 


© 素材 、 ナ ビ ゲ ー タ ー、 
プロ パテ ィ 
柄 や 背景 、 画 像 な どの 素材 を 管理 する 「 素 材 」 パ レッ ト 、 

キャ ン バ ス に 表示 され る 画像 の 位置 や 倍率 、 角 度 な ど を 調 

整 す る 「 ナ ビ ゲ ー タ ー」 パ レッ ト 、 レ イヤ ー に 関す る さま ざ 
な 設定 が 行え る 「 レ イヤ ー」 パ レッ ト や 「 レ イヤ ー プ ロ パ 

ティ 」 パ レッ ト が あり ます 。 ま た 、 キ ャ ン バ ス に 表示 し て い 

る 画像 と は 別 の 画像 を 表示 で きる 「 サ ブ ビ ュー」 パ レッ ト が 

あり ます 。 描 画 の 参考 に し た り 、 使 いた い 色 を 「 ス ポイ ト 」 

ツー ル で 拾う と いっ た 使い 方 を し ます 。 


サブ ビュ ー、 レ イヤ ー、 レ イヤ ー 


* 絵師 の 方 は 、 自 分 が 使い や すい よう に 配置 を カス タマ イズ し て いる 
こと が 多い 。 


ワー クス ペー ス を 準備 する 


ワー クス ペー ス は 、 マ イデ スク で す 。 机 の 上 が モノ で 溢れ て いる と 作業 が は か どり ませ ん ね 。 同 
じ よ うに 、 ワ ー ク スペ ー ス も パレ ッ ト や ウィ ンド ウ を 整理 し て 作業 し や すい 環境 を 作り まし ょ う 


司 峰 パレット や ウィ ンド ウ を 移動 する 


パレ ッ ト は 、 上 部 の タイ トル バー を ドラ ッ グ する と 移動 
で きま す 。 移動 し た い 場 所 に ドラ ッ グ する と 赤い 線 が 表示 
され る の で 、 そ れ を 目安 に 移動 させ ます 。 

また 、 パ レッ ト を キャ ン パ ス 上 に ドラ ッ グ する と 、 ド ッ 
ク 内 に 収め な いで 、 単 独 の ウィ ンド ウ で 表示 する こと も で 
きま す 。 ウィンド ウ の タイ トル バー を ドッ ク 内 に ドラ ッ グ 
すれ ば 、 ド ッ ク 内 に 戻す こと が で きま す 。 


タイ トル バー を ドラ ッ グ する 赤い 線 を 目安 に パレ ッ ト を 移 
動 す る 


民有 > パレット の 表示 ・ 非 表示 を 切り 替え る 


パレ ッ ト の 表示 ・ 非 表示 の 切り 替え は 、 タ 
イト ル バ ー 左 上 の アイ コン か ら 操 作 し ます 。 
アイ コン を クリ ッ ク し て 「 〇 〇 パレ ッ ト を 隠 
す 」 を 選択 する と 、 非 表示 に で きま す 。 

バレ ッ ト を 表示 する と き は 、「 ウ ィ ン ド ウ 」 
メニ ュー を 開い て 、 任 意 の パレ ッ ト に チェ ッ 
ク を つけ ます 。 パ レッ ト が 重なり 合っ て 下 
に な っ て いる パレ ッ ト も 非 表 示 で す の で 、 
チェ ッ ク を つけ て 表示 させ ます 。 


ETT CE TP EN 


表示 し て いる パレ ッ ト に は チェ ッ ク が つい て いる 


画面 の レイ アウ ト を 変更 し た と き は 、「 ワ ー ク スペ ー ワー クス ペー ス を 登録 @ 
ス 」 と し て 登録 し て お きま し ょ う 。「 ウ ィ ン ド ウ 」 メ ニュ ー - ok 
名 前 (Ny | ワー クス ペー ス 
の 「 ワ ー ク スペ ー ス 」-「 ワ ー ク スペ ー ス を 登録 」 を 選ん et 
で 、 名 前 を 入力 する と 登録 で きま す 。 複 数 の ワー クス LO 
ペー ス を 登録 し て お け ば 、 作 業 工程 に 合わ せ て 切り 替 > 
えな が ら 作 業 で きま す 。 
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12 


作業 環境 を 整え る 


際 肝 > ショ ー ト カッ トキ ー を 編集 する 


ショ ー ト カッ ト の 設定 は 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 シ ョ ー 
トカ ッ ト 設 定 」 を 選び 、「 シ ョ ー ト カッ ト 設 定 」 画 面 で 操作 し 
ます 。「 設 定 領域 」 か ら 編集 し た い カ テ ゴ リ を 、 一 覧 か ら 項 
目 を 選ん で 「 シ ョ ー ト カッ ト を 編集 」 を クリ ッ ク し 、 割 り 当 て 
た い キ ー を 押し ます 。 設 定 し た キー が 、 他 の ツー ル や メニ ュー 
に 割り 当て られ て いる 場合 は 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます の 
で 、 割 り 当 て を 変更 し て くだ さい 。 キ ー の 割り 当て が 終わ っ 
た ら 、「OK」 を クリ ッ ク す れ ば 保存 され 、 設 定 が 完了 し ます 。 


隊 須 > ショ ー ト カッ トキ ー を 追加 する 


ショ ー ト カッ ト の 追加 も 、「 シ ョ ー ト カッ ト 設 定 」 画 面 で 操 
作 し ます 。 カ テ ゴ リ の 選択 に 続い て 、 一 覧 か ら 追加 し た い 項 
目 を 選び ます 。「 シ ョ ー ト カッ ト を 追加 」 を クリ ッ ク す る と 、 
入力 欄 が 表示 され ます か ら 、 設 定 し た い キ ー を 割り 当て ます 。 

な お 、 不 要 な ショ ー ト カッ ト は 、 そ の 項目 を 選ん で 「 ク リア 」 
を 選べ ば 削除 で きま す 。 


タブ レッ ト の 筆 圧 検知 レベ ル を 調節 し て お こう 


ペン タブ レッ ト を 利用 する と き は 、 筆 圧 の 調節 を し て 
お きま し ょ う 。 自 分 の 筆 圧 に あっ た 調節 が で きる の で 、 
紙 に 描く よう な 自然 な タッ チ で 描画 で きま す 。 

筆 圧 は 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 筆 圧 検知 レベ ル の 調 
節 」 を 選ん で 調節 し ます 。「 調 節 を 行う 」 を オン に し て 調 
節 方 法 を 選び 、 強 弱 を 意識 し て スト ロー ク し ます 。 筆 圧 
を 検知 し て グラ フ が 変化 し ます の で 、「OK」 を 選べ ば 設 
定 完了 で す 。 す べ て の ツー ル に 、 こ こ で の 設定 が 適用 さ 
れ ま す 。 
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スト ロー ク 


ショ ー ト カッ トキ ー を 設定 する 
ショ ー ト カッ トキ ー は 、CLIP STUDIO PAINT の 操作 を キー ボー ド を 使っ て 行う 機能 で す 
ト や メニ ュー を 展開 させ ず に 操作 で きま すか ら 、 作 業 効率 が 格段 に アッ プ し ます 。 活用 し まし ょ う 


パレ ッ 


1 
ZrWWm mm 
ET 


き 


Fo に 


eX et tt ID 
rth 
Ot i 
RORETEMNCEEE WE EAT ーー 
aAto eRe TR 
MEA HO Te TO 


&n 


@ ら @ 
CLIP STUDIO PAINT の ショ ー ト カッ トキ ー 


ツー ル に 関す る ショ ー ト カッ トキ ー * Mac を お 使い の 方 は 、「Ctrl+ Command」、「Alt っ Option」、「 右 
ドラ ッ グ 一 controH ドラ ッ グ 」 に 読み 替え て お 使い くだ さい 。 
| ツー ル の 切り 替え | ツー ル の 選択 時 
虫 めがね / 虫 め が ね 拡大 クリ ッ ク 
移動 (手のひら) 日 (手のひら ) 」 縮小 | At + クリ ッ ク 
| R (回 転 ) 移動 | 回 転 (45* 刻 み ) | Shift+ ドラ ッ グ 
レイ ヤー 移動 K ペン ・ 鉛 筆 ・ 筆 ・ ブラシ サイ ズ を |] 
選択 範囲 M エア ブラ シ ・ 太く する | 
| 自動 選択 w デコ レー ブラ シ サ イズ を 「[ 
| ー | ーー 一 消し ゴム ・ 色 混ぜ ・ | 小さ くす る 
スポ イト 1 塗り つぶ し ・ 図 形 | 
の の jp ブラ シ サ イズ |Ctrl+ Alt+ 
変更 ドラ ッ グ 
鉛筆 P | 
不透明 度 を Ctrl + ] 
き 過 上 げ る | 
コア ピタ ジ 2 不透明 度 を ctl+[ 
デコ レー ショ ン B 下げ る 
| 消し ゴム E 
色 混ぜ J 
塗り つぶ し G 
グラ デー ショ ン G 
図形 U 
貞 コマ ンド に 関す る ショ ー ト カッ トキ ー 
| ツー ル の 切り 替え | 全体 表示 Crt| + 0( ゼ ロ ) 
新規 |Ctr+ N 表示 位置 を リセ ッ ト Ctrl+ @ 
開く Ctrl+O 回 転 Ctri+T 
閉じ る Ctrl + W 
cs le Shift + Space + 
編集 ドラ ッ グ (自由 回 転 ) 
| 取り 消し Ctrl + Z パレ ッ ト の 表示 ・ 非 表示 Tab 
や り 直 し 」Ctrl+Y レイ ヤー 
| 切り 取り Ctd+X 新規 レイ ヤー 作成 Ctri+ N 
ヨコ ピー Ctrl+C 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング Ctrl 十 Alt 二 G 
貼り 付け Ctrl+V | 下 の レ イヤ ー と 結合 Ctrl + E 
消去 _- Delete 選択 中 の レイ ヤー を 結合 Shift + Alt + E 
| 選択 範囲 外 を 消去 | Shift + Delete 表示 レイ ヤー を 統合 Ctrl + Shift + E 
| 選択 範囲 の 解除 Ctrl+D 上 の レイ ヤー Alt + ] 
| 表示 | 下 の レ イヤ ー At+[ 
ズー ムイ ン Ctrl + Num + , 選択 範囲 
Ctrl +; < 
Ctrl+ Space + すべ て を 選択 Ctrl+A 
右 へ ドラ ッ グ (自由 拡大 ) 選択 を 解除 Ctrl+D 
ズー ム ァ ッ ト lemrNam- 再選 所 Ctrl + Shift + D 
Ctrl + - 選択 範囲 を 反転 Ctrl + Shift + | 
Ctrl + Space + Shift + F7 


左 へ ドラ ッ グ (自由 拡大 ) 


13 


LESSON 2 


下 描 き を する 


際 肝 > キャ ン バ ス を 作成 する 


キャ ン バ ス は 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「『 新 
規 」 を 選ん で 作成 し ます 。「 新 規 」 画面 で は 、 
どの よう な 作品 を 描い て いく の か を 「『 作 品 の 
用 途 」 か ら 選 び 、「 フ ァイル 名 」 を 入力 し ます 。 


画 サイ ズ 


キャ ン バ ス の サイ ズ は 、 プ ル ダ ウ ン ボ タン 
で 選択 する こと も 、 任 意 に 数 値 を 指定 する こ 
と も で きま す 。 


上 解像度 


「 解 像 度 」 の 設定 範囲 は 、72~1200dpi 
で す 。Web な ど で 使 用 する 場合 は 72~ 
150dpi、 印 刷 用 の カラ ー イ ラス ト の 場合 は 
300 一 350dpi、 モ ノ ク ロ イラ スト の 場合 は 
600dpi 以 上 が 一 般 的 で す 。 用 途 に 合わ せ て 
設定 する と よい で し ょ う 。 

解像度 を 上 げ 過 ぎる と 、 パ ソコ ン の 負荷 が 
増え て 、 動作 が 鈍く な る 可能 性 が 出 て きま す 。 


玉 本 書 で は 、 イ ラス ト の 一 部 を 拡大 し て 掲載 する た め 、 
絵師 の 方 に は 400dpi で 描い て いた だ いて いま す 。 


画 基本 表現 色 


「 基 本 表現 色 」 は 、 カ ラー(1677 万 色 )、 グ 
レー(256 色 )、 モ ノ ク ロ (2 階 調 デー タ ) の 3 
種類 か ら 選 択 で きま す 。 カ ラー の イラ スト や 
マン ガ の 場合 は 「 カ ラー」 を 、 階 調 の ある 白黒 
画像 の 場合 は 「 グ レー」、 モ ノ ク ロ 印刷 用 の マ 
ン ガ の と き は 「 モ ノ ク ロ 」 を 設定 し ます 。 


キャ ン バ ス を 用 意 する 


イラ スト を 描く に は 、 新 し い キ ャ ン バ ス を 用 意 す る こと か ら 始 まり ます 。 最初 に キャ ン バ 
ス を 準備 し て 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 選ん で 描い て いき まし ょ う 。 


mR 
ok 
ex 国 回 回. RR 
ファ イル A が 新規 キャンバス 
カセ yh が 2 タム ェ ロ MO px て 
キャ ン / デ ョ ーー 
(| 人 WO 3907 R AA < 
MEH 4677 R ラレーKD 
きま 表現 多 (C) 計 うー < 
ツア ke 
LL 
OK 
SD | | ド a> Fw ン セ ル 
アイ AN 新雪 キャ ン パス 
th カム ェ ロ MO px 
PO HW 
C EW 842 ょ A に 2 
mH 595 R テン プレーKD 
新 替 
ok 
SDE 園 | | Ea > ーッ 
アア イル 新吉 キャ ン バ ス 
カ tyS: か % ム ェ ロ MO x 


El 


ラフ を 「 鉛 筆 」 で 描画 する 


「 鉛 筆 」 ツ ー ル は 、 ア ナ ロ グ で 描い た よう な 自然 な 線 を 表現 で きる ツー ル で す 。 あ ら か じ め 5 
種類 の 鉛筆 が 用 意 さ れ て いて 、 描く も の に よっ て サイ ズ や 硬 さ 、 濃 さ を 調整 し て 利用 し ます 


性 鉛筆 ツー ル で 線 を 描く 


ラフ の 描画 に は 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル を 使い ます 。 濃 淡 の 出 や 
すい 「 濃 い 鉛筆 」 を 使う の が 一 般 的 で す が 、 こ れ よ り 柔 ら 
か い タ ッ チ の 「 薄 い 鉛筆 」 や 硬い タッ チ で 細い 線 が 描け る 
「 シ ャ ー ペ ン 」 な ど 、5 種 類 の 鉛筆 が 用 意 さ れ て いま す 。 人 
物 や 背景 な ど 、 描 くも の に よっ て 使い 分 けが で きま す 。 

鉛筆 の 種類 は 「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト で 選べ ます 。 ブ ラ シ 
サイ ズ や 硬 さ 、 濃 度 な ど は 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 


濃い 鉛筆 淡 が 出 や すい ほ ンー ec 
薄い 鉛筆 : 柔らか い 描き 味 A 人 生 1N の テル 
シャ ー ペ ン : 硬い タッ チ 
色鉛筆 ” : ざ ら つい た 質感 に 
粗い 鉛筆 : 粗 い 描き 味 ーー es | 
甘い 3 等 | 
= 


隔 星 。 消し ゴム ツー ル で 線 を 消す 


描い た 線 の 修正 は 、「 消 し ゴム 」 ツ ー ル を 使い ます 。 用 途 
に 応じ て 、「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト か ら 消 し ゴム の 種類 を 選 
び 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で ブラ シ サ イズ や 濃度 な 
ど を 設定 し ます 。 線 を ドラ ッ グ すれ ば 消え ます 。 

『「 消 し ゴム 」 ツ ー ル の 「 硬 め 」 や 「 軟 らち か め 」 は 、「 ブ ラ シ 漂 
度 」 で どの くら い の 強 さ で 消す か を 設定 で きま す 。 濃 度 が 高 


硬め : 強弱 を つけ て 消す 

軟らか め : エッ ジ を ぼかし て 消す 

ざっ くり : 均一 の 太 さ で 消す 

ベク ター 用 : ベク ター レイ ヤー 上 の 線 を 消す 
レイ ヤー 買 通 : 選択 レイ ヤー に 関係 な く ド ラッ グ 


し た 部 分 を 消す 


設定 し ます 。 特に 「 硬 さ 」 の 設定 は 、 数 値 が 高い ほど は っ き 
り と し た 線 に な り 、 低 いと 線 が ほや け て 柔らか く な り ま す 。 
基本 的 に 「 ブ ラ シ 濃 度 」 は 100 に し て お きま す 。 ま た ペン タ 
ブレ ッ ト は 、 力 を 入れ る と 線 が 太く な り 弱 くす る と 細く な 
る の で 、 キ ャ ン バ ス に 線 を 描い て 、 濃 度 と 硬 さ の バラ ンス 
を と る よう に し まし ょ う 。 


サ プ ウ ニル [ 二 し ゴム 】 


い ほ どき れい に 消え 、 濃 度 が 低い と 薄く な ぞ っ た 感じ に な 
り ま す 。 ま た 、「 鉛 筆 」 ツー ル と 同じ よう に 「 人 硬 さ 」 の 設定 も 
で きま す の で 、 シ ー ン に 合わ せ て 濃度 」 や 「 硬 さ 」 の 設定 を 
変え る と よい で し ょ う 。 消し ムラ を 作ら な いよ うに 、 通 常 
は 硬め を 選び 、 濃 度 も 100 に し て お きま す 。 


es 


プラ シッ サイ ズ 


PFI1) @ @ 


4 
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下 描き を する 


「 了 肝 > ラフ は 下 描き レイ ヤー を 利用 する 


ラフ や 下 描き を 描く 際 に 便利 な の が 、 下 描き レイ ヤー で す 。 
通常 の レイ ヤー と 同じ よう に 描画 で きま す が 、「 塗 りつ ぶし 」 
ツー ル や 「 自 動 選 択 」 ツ ー ル を 利用 する と き に 、 参 照 先 レイ 
ヤー か ら 外 し た り 、 印刷 設定 で 「 下 描き を 印刷 し な い 」 と いっ 
た 設定 が で きま す 。 

「 レ イヤ ー」 バ レッ ト で レイ ヤー を 右 ク リッ ク し 、「 レ イヤ ー 
設定 」』-「 下 描き レイ ヤー に 設定 」 を 選択 する と 設定 で きま す 。 
下 描 き レ イヤ ー に 設定 され る と 、 レ イヤ ー の 右側 に 鉛筆 アイ 
コン が 表示 され ます 。 


情 財 ) キャ ン バ ス を 拡大 ・ 縮 小 し て 描こ う 


イラ スト を 描く と き は 、 キ ャ ン バ ス の 表示 を 拡大 ・ 縮 小 
し た り 、 回 転 や 反転 させ て 切り 替え な が ら 描 きま す 。 キ ャ 
ン バ ス 下部 の キャ ン パ バス コン トロ ー ラ ー や 、「 ナ ビ ゲ ー タ ー」 
パレ ッ ト の アイ コン を 使っ て 切り 替え ます 。 シ ョ ー ト カッ 
トキ ー を 利用 する 人 も 多い で し ょ う 。 

キャ ン バ ス の 拡大 ・ 縮 小 は 、 ス ライ ダー を 左 へ 動か す と 


下 描き レイ ヤー に は 鉛筆 アイ 
コン が 表示 され る 


小さ く 、 右 へ 動か す と 大 きく 表示 で きま す 。 また 、「 一 」 や 「+」 
で も 操作 で きま す 。 

キャ ン バ ス の 回 転 も スラ イダ ー を 使う と 便利 で す 。 左 へ 
動か す と 左 回 転 、 右 へ 動か す 右 回 転 に な り ま す 。「 左 回 転 」 
や 「 右 回 転 」 は 、15" 単 位 (初期 値 ) に 回 転 で きま す 。「 回 転 を 
リセ ッ ト 」 で リセ ッ ト し ます 。 


拡大 ・ 結 小 の アイ コン 類 


ーー で 本 SS 
ーー で 還 Trarsre3kGTc:| 


「『 ナ ビ ゲ ー タ ー」 バ レッ ト 


回 転 ・ 反 転 の アイ コン 類 


@ ら の 
スキ ャ ン し た 下絵 の 汚れ を と る 


= フィ ルター を 使っ て 汚れ を と る 

ペー ジ 全 体 や 選択 範囲 の ゴミ を 一 括 し て 取り 除き ま 
す 。「 フ ィ ル ター」 メ ニュ ー の 「 線 画 修正 」-「 ご み 取 り 」 
を 選び 、 ゴ ミ と し て 認識 する 最大 サイ ズ を 指定 し ます 。 
「 モ ー ド 」 で は 、 対 象 色 ( ゴ ミ と し て 認識 する 色 ) と 描画 
する 色 (ゴミ を 塗り つぶ す 色 ) の 組み 合わ せ を 選び ます 。 
スキ ャ ン を し た 白い 紙 に 描い た 下絵 の 汚れ を と る と き 
は 、「 白 地 の 中 の 点 を 消す 」 を 使い ます 。 


| 線 修正 ツー ル で 消す 

「 線 修正 」 ツ ー ル の 「 ご み 取 り 」 は 、 キ ャ ン バ ス 上 の 細 
か い ゴ ミ を 自動 的 に 検知 し て 取り 除く 機能 で す 。 フ ィ ル 
ター の 設定 と 同じ こと が で きま す が 、 イ ラス ト の 一 部 を 
ピン ポイ ント で 範囲 を 指定 し て 消す 場合 に 適し て いま 
す 。「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 「 ご み の サ イズ 」 や 
「 モ ー ド 」 を 設定 で きま す 。 


色調 補正 で 全体 的 な 汚れ や くも り を と る 

全体 的 な 汚れ や くも り を と る と き は 、「 編 集 」 メ ニュ ー 
の 「 色 調 補正 」-「 レ ベル 補正 」 を 使い ます 。 グ レー の 汚れ 
は 白く 飛ば し 、 白 い 部 分 は より 白 に 、 黒 い 部 分 は くっ き 
り と 出る よう に 調整 で きま す 。 

また 、 簡 単に 「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 で 、 明 る さ の 数 
値 を 上 げ る だ け で も 、 キ ャ ン バ ス 上 の 細か い ゴ ミ を 飛ば 
すこ と が で きま す 。 


| 用 紙 の 白 部 分 を 透明 に する 

「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 輝 度 を 透明 度 に 変換 」 は 、 白 に 近 
い 部 分 を 透明 に し 、 黒 に 近い 部 分 を 不透明 に する 機能 で す 。 
スキ ャ ナ で 取り 込ん だ 画像 の 背景 は 、 透 明 で は な く 用 紙 の 
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「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 を 使う 


白色 が その まま 取り 込ま れ て いま す 。 そ の た め 、 白 を 透明 
に する こと で 、 背 景 に 残っ て いる ゴミ も 取り 除く こと が で 


きま す 。 
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下 描き を する 


@ ら @ の 
パー ス 定 規 を 利用 し て 建物 を 描く 


遠近 感 を 表現 する 手法 の ひと つ に 透視 図法 が あり ま 
3 次 元 の 物体 を 平面 上 に 描く 方 法 で 、 一 般 的 に 1 点 
透視 、2 点 透視 、3 点 透視 に 分 類 さ れ ま す 。 1 点 透 視 は 
物 を 正面 か ら 見 た 構図 、2 点 透視 は 物 を な な め 横 か ら 見 
た 構図 、3 点 透視 は アオ リ や フカ ン の 構図 に 利用 され ま 
す 。 
ここ で は 、2 点 透 視 を 利用 し て 左手 前 か ら 建 物 を 見 て 
いる 構図 を 作成 し て いま す 。 


(1) アナ ログ で 描い た ラフ を 取り 込む 

アナ ログ で 描い た ラフ を スキ ャ ナ で 取り 込み 、 ラ フ に 
パー ス 定 規 を 合わ せ て 建物 を 描い て いき ます 。 

最初 に 「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 読 み 込み 」-「 ス キャ ナ 」 
を 選択 し て ラフ を 取り 込み ます 。 パ ー ス 定規 が 見 え や す 
いよ うに 、 ラ フ の 「 不 透明 度 」 を 下げ て お きま す 。 


旭 物 を 左手 前 か ら 見 て 2 点 透視 の 構図 を 作る 


(2) パー ス 定 規 を 作る 

「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 定 規 ・ コ マ 枠 」-「 パ ー ス 定規 
の 作成 」 を 選択 し ます 。「 パ ー ス 定規 の 作成 」 画 面 で 「2 点 
透視 」 を 選び 、「 レ イヤ ー を 新規 作成 」 を オン に し ます 。 
パー ス 定 規 の レイ ヤー が 新規 に 作成 され ます 。 


バー ス 定 出 の 作 奈 人 @ 
タイ プ CO RS Gk 
* 2 吉 遂 間 (DD キャ ン セル 
a 和 RCD 


ソイ ヤー を 新規 作成 (MD) 


= ー ーーkN ーー 
本 AN 
ims naa 


ラフ を スキ ャ ナ で 取り 込み 、 不 透明 度 を 下げ る 


2 京 透視 の パー ス 定 規 が 表示 され る 


(3) アイ レベ ル や 消失 点 を 移動 し て パー ス を 取る 

ラフ の 段階 で アイ レベ ル ( 目 の 高 さ )、 が わか っ て いる と 
き は 、 ア イレ ベル を 配置 し て か ら ガ イド 線 を 動か し て 消失 
点 ( 物 の 幅 、 高 さ 、 奥 行き が 収束 する 京 ) を 決め ます 。 

「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー ル で パー ス 定 規 を クリ ッ ク す る と 、 
ハン ドル が 表示 され ます 。 ア イレ ベル (緑色 ) を 建物 手前 


国 4e フー ラロ ティ ラララ ェ ク ロ 


控 作 
通 9 脱 所 の 控 作 > 
居 択 可能 な オブ ジェ クト マ 


パース 走 規 
プ っ 2+ ッ プ 


S し 回 に 固 に 還 


に 配置 し 、 ガ イド 線 (白色 ) を 建物 の まっ すぐ な 線 に 重ね 
る よう に 移動 し て 消失 点 (青色 ) を 配置 し ます 。 こ の と き ぎ 、 
「 オ ブ ジ ェクト 」 ツ ー ル の 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 
「 ア イレ ベル を 固定 」 に チェ ッ ク を つけ 、 消 失点 を 動か す と 
き に アイ レベ ル が 動か な いよ う 固 定 し て お きま す 。 


ガイ ド 線 を 建物 の 屋根 に 合う よう に 移動 


〇 


アイ レベ ル 


SS) 


消失 点 


アイ レベ ル を 建物 手前 に 配置 。 ガ イド 線 を 建物 に 沿わ せな が ら 消 失点 を 決め る 


(4) パー ス 定 規 に 合わ せ て 建物 を 描く 

コマ ンド バー の 「 特 殊 定規 に スナ ッ プ 」 を オン に し て 、 パ ー 
ス 定 規 に 沿っ て 描画 し ます 。 

最初 に 、 斜 め 横 の ライ ン に な る 屋根 と ベラ ンダ 部 分 を 描 
きま す 。「 特 殊 定 規 に スナ ッ プ 」 さ れ て いる の で 、 ガ イド 
線 に 沿っ て 動か す だ け で 斜め ライ ン を 描く こと が で きま す 。 
パー ス 定 規 に 合わ せる 必要 が な い 部 分 は 、「 特 殊 定規 に ス 
ナッ プ 」 を オフ に し ます 。 パ ー ス 定規 や ラフ の 表示 ・ 非 表 
示 を 切り 替え な が ら 描 いて いき ます 。 

| ご 


パー スズ 定規 で は 、XYZ 軸 それ ぞ れ に スナ ッ プ の オン / オ フ を 
決定 で きま す 。 設定 が オフ に され て いる と 「 特 殊 定規 に スナ ッ 
プ 」 を オン に し て も スナ ッ プ され ませ ん 。 


goe x 
「 特 殊 定 規 に スナ ッ プ 」 を オン に し て 描く 


ガイ ド 線 を な ぞ る よう に 線 を 引い て いく 


y 
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線画 を 描く 


ます 


情 レ ィ ャ ー と は 


デジ タル イラ スト で は 、「 レ イヤ ー」 と いう 透明 な シー ト 
を 使っ て イラ スト を 描き ます 。 こ の 透明 な シー ト に 描い た 
イラ スト を 重ね 合わ せ て 一 枚 の イラ スト と し て 表現 し て い 
ます 。 上 に ある レイ ヤー が 優先 され る た め 、 同 じ 個 所 に 色 
が 塗ら れ て いる と 、 上 の レイ ヤー の 色 が 表示 され ます 。 

この よう に 、 ひ と つの イラ スト を パー ツ や 色 ご と に レイ 
ヤー 分 け す る こと で 、 パ ー ツ を 編集 し た いと き に は パー ツ 
の 描か れ て いる レイ ヤー を 、 色 を 変え る と き は 変え た い 色 
が の っ て いる レイ ヤー と いう よう に 、 レ イヤ ー 単 位 で 修正 
し た り 、 色 を 変え る こと が で きま す 。 


民有 計 > レ ィ ヤー を 作成 する 


通常 イラ スト を 描く レイ ヤー は 、「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 新 
規 レ イヤ ー」- 「 ラ スタ ー レ イヤ ー」 を 選び 、「 新 規 ラ スタ ー レ 
イヤ ー」 画 面 で 名 前 を 入力 し て 作成 し ます 。 作成 され た レイ 
ヤー は 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト に 表示 され ます 。 

「 レ イヤ ー」 パ レッ ト で 、 目 の マー ク が つい て いる レイ ヤー 
が 表示 され て いる レイ ヤー で す 。 目 の マー ク を クリ ッ ク す る 
と 、 レ イヤ ー の 表示 ・ 非 表示 の 切り 替え が で きま す 。 

また 、 鉛 筆 マー ク の ある レイ ヤー は 作業 中 の レイ ヤー で す 。 
イラ スト を 描く 際 は 、 間 違え て 他 の レイ ヤー に 描い て し まわ 
な いよ う 、 鉛筆 マー ク を 確認 し て か ら 描 く よ う に し まし ょ う 。 
他 の レイ ヤー に 描い て し まう こと は 、 と て も 多い ミス の ひと 
つ で す 。 

レイ ヤー を 削除 する と き は 、 対 象 の レイ ヤー を 選ん で ゴミ 
箱 ア イコ ン を クリ ッ ク し ます 。 


@ ら の の 
ラス ター レイ ヤー と ベク ター レイ ヤー 


ラス ター レイ ヤー と は 、 ラ スタ ー 画 像 (ドッ ト で 記録 
され る 画像 ) を 扱え る レイ ヤー で す 。 拡 大 する と 画像 が 
粗く な り ま す が 、 細 か い 描 画 が 可能 で 、 線 画 や 塗り な 
どす べ て の 作業 が 行え を ます 。 ベ クタ ー レ イヤ ー は 、 ベ 


レイ ヤー と は 、 透 明 の シー ト の よう な も の で 、 
と こと こ で は 、 レ イヤ ー の 作成 や 表示 ・ 非 表示 な ど 、 レ イヤ ー に 関す る 操作 を 紹介 し ます 


レイ ヤー を 作成 する 


と の シー ト が 重なり 合っ て ひと つの イラ スト を 表現 し 


全 


表示 され て いる レイ ヤー 


作業 中 の レイ ヤー 


クタ ー 画 像 ( 線 や 点 、 文 字 な どの 情報 で で きる 画像 ) を 
扱え る レイ ヤー で す 。 画 像 を 拡大 し て も 線 の 美 し さ を 
保つ こと が で きま す が 、 塗 りつ ぶし や ぼかし な ど が で 
き な い の で 、 線 を 描く 以外 の 作業 に は 向い て いま せん 。 


「 ペ ン 」 ツ ー ル で 清書 する 


新規 レイ ヤー の 準備 が で きた ら 、 


「 ペ ン 」 ツ ー ル を 使っ て 線画 を 描い て いき まし ょ う 。 豊富 に ペン が 用 


意 さ れ て いる の で 、 目 的 に 合わ せ て ペン を 選び 、 ブ ラ シ サ イズ な どの 設定 を 変更 し て 線画 を 描き ます 
で ~~ 
居 。 線画 の ペン を 選ぶ 
CLIP STUDIO PAINT の 「 ペ ン 」 ツ ー ル に ッッ sl 0 ーー ンーsmm © 
へ で ー き 
は 、「G ペ ン 」 や 「 丸 ペン 」 な ど 6 種 類 の ペン が ES シシ 
用 意 さ れ て いま す 。 ど の ペン も 筆 圧 に 応じ て | ーー ex アァ 
強弱 の ある 線 を 引く と と が で きる の で 、 線 画 | NES 
a ン ン ーー コニー ニン ここ やろ に 
を 描く ペン と し て 利用 する と よい で し ょ う 。 zo| rp | ニー コー 
各 ペ ン は 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト や ーー ad mr mm 
「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト で 、 ブ ラ シ サ イズ nun| 3 
や 不 衝 明 度 、 ア ンチ エイ リア ス な どの 設定 が ーー ame か 
行え ます 。 設 定 に よっ て ベン の 描き 味 も 変化 me | 
し ます か ら 、 描 く 対 象 に 応じ て 変更 する よう 『 サ ブツ ー ル 」 バ レッ ト か ら ペ Sh 
に し ます 。 ン を 選ぶ に ーーー 
2 バラ メー タツ ルプ に つい て 
ッ ー ぇ フ nrt テ < ペン 人 き の あの に の カーソル を すま と を の 項 
G ペ ン : 線 の 強弱 を つけ や すい { ーー で 
丸 ペ ン : 細い 線 が 引け る = a 
カブ ラベ ン : 強弱 が 少な い 線 が 引け る フラ シ サイ ズ 1937 こま 
カリ グラ フィ  : ね じ れ た 線 を 引く A カテ ゴリ 表示 
効果 線 用 : 強弱 の は っ きり し た 線 に は 全 放 定 を DMAE き 定 に 戻す 全 和 認定 を 7NR 定 に 人 緑 
ざら つき ペン : ざら つき 感 の ある 線 


一 般 的 な 線画 は 、「G ベ ペン 」 ま た は 「 カ ブラ ベン 」 
で 描く こと が 多い 


是 濃淡 を つけ る 


は 


『 ツ ー ル プロ バテ ィ 」 バ レッ ト 
で 選択 し た ベン の 設定 を する 


線 に 濃淡 を つけ る と き は 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト の 


「 不 透明 度 」 の 調整 を し ます 。 数 値 が 高い ほど 描画 が 濃く な り 、 
低い ほど 薄く な り ま す 。 線画 を 描く と き は 、 最 初 は 不透明 度 


を 100 に し て 、 筆 圧 で 濃度 を 調節 する よう に し た ほう が よ 


いで し ょ う 。 


ッ ー ル フロ (ティ lo< ン 】 OO 

ーー 

a =  -。 
不 居 明 度 100 フラ シ サ イズ 1337 < ほ 
MR 。 os 
し 。 os- 
不透明 度 50 手 ブ レ 補 正 ょ 

不透明 度 20 


「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト で 、 さ ら に 詳細 な 
設定 を する 
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画 ギザ ギザ を 目立た な くす る 


「 ア ンチ エイ リア ス 」 の 設定 に よっ て 、 線 の 輪郭 を 滑ら か 本 ZI 
に し 、 ギ ザ ギ ザ 感 を 目立た な くし ます 。「 無 し 」「 弱 」「 中 」「 強 」 
か ら 選 択 で きま す 。 

拡大 し た と き に ギザ ギザ し て ほし く な いと き は 、「 ア ンチ 
エイ リア ス 」 を か け て お きま す 。 ま た 、 初 心 者 は 「 手 ブレ 補正 」 
を 強く 入れ て お く ほ う が よ いで し ょ う 。 


アン チエ イリ アス 「 強 」 


4 _ 「 


リリ 
アン チエ イリ アス "無し 』 


ペ 
ジジ 
ッ 
I 
ル 
清 
書 
す 
る 


性 線画 を 描く 


線画 は 、 ラ フ を な ぞ る よう に 描い て いき ます が 、 線 の 勢い 
が 失わ れ な いよ うに 、 は み 出 し な ど を 気 に せ ず に 思い きり 線 
を 描き ます 。 線画 を 描く と き は 、 あ ら か じ め ラ フレ イヤ ー の 
「 不 透明 度 」 を 下げ て お きま す 。 ま た 、 キ ャ ン バ ス を 拡大 し 
た り 、 回 転 や 反転 させ た り 、 ラ フレ イヤ ー を 非 表示 に し て 描 
いた 線画 を 確認 する と よい で し ょ う 。 


性 線 を 修正 する 


線 を 修正 する と き は 、「 消 し ゴム 」 ツ ー ル を 使い ます 。 「 消 a js ラーA フ xiwope】 OO 
ム 
し ゴム 」 ツ ー ル を 選び 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 バ レッ トブ 生還 語 al 
ラ シ サ イズ 」 を 調整 し て 線 を ドラ ッ グ し ます 。 間 違え て 消し won| mek 
て し まっ た と き は 、Ctrl†z キ ー で や り 直 し が で きま す 。 i に 1 D 
で っ | < 
ヒュ ここ 5ー 導 
レー ュー FE[ | > 
| 
me 
硬め 軟らか め ざっ くり 


た め に 、 次 の 点 に 気 を つけ て 描画 し て み ま し ょ う 。 
・ 線 の 太 さ を 意識 し 、 強 弱 を つけ て 描く 
・ 塗 りや すく する た め 、 線 の 境目 が あか な いよ うに する 
・ 細 か な と ころ を 描く と き は 拡大 し 、 長 い 線 を 描く と き は 縮小 する 
・ 左 右 に ぶれ が な いか 反転 し て チェ ッ ク す る 
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慣れ て きた ら ペ ン ご と に 筆 圧 を 設定 し よう 


CLIP STUDIO PAINT で は 、 個 々 の ペン に 筆 圧 の 設 
定 を する こと が で きま す 。 ペ ンタ ブレ ッ ト を 押し た と き 
に 、 ど の ぐら い の 太 さ で 描画 する か を 決め る 設定 で す 。 

ペン ご と の 筆 圧 は 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト の 


レー @ 


プラ シ サ イズ 影響 元 設定 


筆 圧 100% 水生 信人 を 逢 


「 ブ ラ シ サ イズ 」 横 の ボタ ン を クリ ッ ク し 、「 ブ ラ シ サ イ 
影響 元 設定 」 で 設定 し ます 。「 筆 圧 」 に チェ ッ ク を 入れ 、 
「 筆 圧 設定 」 の グラ フ を 操作 し ます 。 


め 


ブラ シン サイ ズ 影 響 元 設定 


下 諾 100% 平太 き 事 直 


「 筆 圧 」 が オン の と き 


グラ フ を ドラ ッ グ する と 曲線 が 変化 する の で 、 自 分 
に 合っ た 曲線 を 描き ます 。 左 図 の 正 比 例 の グラ フ は 、 
筆 圧 の か か り 具 合 が その まま ブラ シ サ イズ に 反映 され 
ます 。 グ ラフ の 膨らみ が 上 方 向 へ いく ほど 柔らか い 描 


筆 圧 設定 
100% 。 


柔らか い 描き 味 


「 筆 圧 」. が オフ の と き 


き 味 に な り 、 逆 に 下方 向 へ いく ほど 固い 描き 味 に な り 
ます 。 筆 圧 は 個人 差 が あり ます か ら 、 自 分 の 好み に 調 
整 す る と よい で し ょ う 。 


事 圧 放 定 
10 
出 カ | 
| | 
イー | 
ー 筆 圧 100% 


固い 描き 味 
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LESSON 3 線画 を 描く 
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CLIP STUDIO PAINT の 「3D デ ッ サ ン 人 形 」 を 利用 し 
て ポー ズ や アン グル を 決め 、 イ ラス ト の アタ リ と し て 


活用 する 方 法 を 紹介 し ます 。 


(1) 3D デッサン 人 形 を キャ ン バ ス に 置く 

「 素 材 」 パ レッ ト で 「3D」 フ ォ ル ダー を 選択 
し 、「 ポ ー ズ 」 -「 全 身 」 を 選択 し ます 。 ま ず 、 
イメ ー ジ に 近い ポー ズ の 素材 が な いか を 探し 
て み ま し ょ う 。 素 材 が 決ま っ た ら 、 キ ャ ン バ 
ス に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し ます 。3D 素 材 を 
貼り 付け る と 、3 次 元 の 座標 空間 を 持つ 3D 
レイ ヤー が 作成 され 、3D 空 間 内 に 配置 され 
ます 。 


(2) 3D デッサン 人 形 の 体型 を 変更 する 

描き た い キ ャ ラク ター に あわ せ て 、3D デ ッ 
サン 人 形 の 体型 を 変更 し ます 。 

「 オ ブ ジ ェクト ラン チャ ー」 の 「 体 型 と 寸法 
の 簡易 調整 」 を 使う と 、「 体 型 」 と 「 頭 身 」 を 簡 
単に 変更 で きま す 。 ま た 、「 体 型 の 詳細 調整 」 
ボタ ン や 「 部 位 寸 法 の 調整 」 ボ タン で 、 体 型 の 
細か な 設定 が で きま す 。「 体 型 を 登録 」 ボ タン 
を クリ ッ ク す る と 、 体 型 を 素材 と し て 登録 で 
きま す 。 


(3) 視点 (カメ ラ ) の 位置 を 変え る 

キャ ラク ター を 見 る 位置 、 つ まり カメ ラ の 
角度 や 位置 を 調整 し ます 。 カ メラ は 、 た だ や 
みく も に 動か し て も 目的 の アン グル に は な り 
ませ ん 。 ど こ か ら 3D デ ッ サ ン 人 形 を 見 た い 
の か を 明確 に し て 、 カ メラ の 位置 を 決め る よ 
うに し まし ょ う 。 

慣れ な いう ち は 、「 オ ブ ジ ェクト ラン 
チャ ー」 の 「 カ メラ 」 ボ タン を クリ ッ ク し て 、 
カメ ラ ア ング ル の 一 覧 か ら ア ング ル を 選択 
し て 、 だ いた い の カ メラ 位置 を 決め て か ら 、 
「 移 動 マ ニュ ピ レ ー タ 」 で 微 調整 する と よい で 
し ょ う 。 


ら 始 め ま し ょ う 。 


呈す [本 
ーー テテ ーーー 


4 Ok 
8 


Q EN Dt 


「 体 型 と 寸法 の 簡易 調整 」 画 面 


傘 仙 久作 負 全 


カメ ラ ア ング ル の 一 覧 


まず 、 ど ん な ポー ズ の キャ ラク ター に する の か 、 ど 
ん な 構図 に する の か 、 お お ま か に イメ ー ジ を 固め て か 


「 部 位 寸法 の 調整 」 ボ タン 
「 体 型 の 詳細 調整 」 ボ タン 
「 体 型 と 寸法 の 簡易 調整 」 ボ タン | 


「 体 型 を 登録 」 ボ タン 
「 ポ ー ズ を 登録 」 ボ タン 
「 カ メラ 」 ボ タン 


oeo@ 
の ゆ ね 層 る る @ ま 


3D 素 材 を 見 る 角度 (方 向 ) を 変更 する 
に は 、「 カ メラ の 回 転 」 を ドラ ッ グ す 
る か 、 キ ャ ン バ ス の 3D 素 材 が 存在 し な 
い 箇 所 を ドラ ッ グ する 。 カ メラ の 移動 
中 は 、 3D 空間 の グリ ッ ド も 一 緒 に 動く 。 
3D 素 材 を 見 る 高 さや 、 水 平方 向 の 位置 
を 変更 する に は 、@ 「 カ メラ の 平行 移動 」 
を ドラ ッ グ する か 、 キ ャ ン バ ス を マウ 
ス の ホイ ー ル ボタ ン (中 央 ボタ ン ) で ド 
ラッ グ す る 。 

3D 素 材 か ら の 距離 を 変更 する に は 、@ 
「 カ メラ の 前 後 移動 」。 を ドラ ッ グ する か 、 
キャ ン バ ス を 右 ド ラッ グ で 上 下 に 動か 
す 。 


(4) ポー ズ を つけ る 

動か し た い パ ー ツ の 上 に ポイ ンタ ー を 移動 
し 、 赤 く 表 示さ れ た ら パ ー ツ を ドラ ッ グ し て 
直接 動か すこ と で ポー ズ を 作っ て いき ます 。 
パー ツ を 動か す と 、 関 連 す る パー ツ も 連動 
し て 動き ます 。 連動 し て 動か し た く な い 場 合 
は 、 動 か し た く な い 関 節 の パー ツ を 右 ク リッ 
ク し 、 青 い 四 角形 の マー ク を 表示 し て 固定 し 
ます 。 

固定 を 解除 する に は 、 固 定 し た パー ツ を も 
う 一 度 右 クリ ッ ク し ます 。 

な お 、 固 定 で きる 関節 の 数 に 制限 は な く 、 
関節 を 固定 し て いな い 場 合 は 「 腰 」 の 部 分 が 固 
定 さ れ ま す 。 


(5) 構図 (アン グル ) を 決め る 

カメ ラ の 位置 を 微 調整 し 、 最 終 的 な 構図 を 
決定 し ます 。 パ ー ス を か けた い 場 合 は 、「 ツ ー 
ルプ ロ パ ティ 」 パ レッ ト の 「 カ メラ 」 の 「+」 ボ 
タン を クリ ッ ク し 、「 パ ー ス 」 の 値 を 調整 し ま 
す 。 値 を 大 きく する と 、 広 角 レ ンズ で 撮影 し 
た と き の よ うな ダイ ナミ ッ ク な 構図 に な り ま 
す 。 

「 ロ ー ル 」 は 、 カ メラ の 位置 を 固定 し て 、 カ 
メラ 自身 を 回 転 し た いと き に 設定 し ます 。 


(6) 下 描き の 準備 を する 

3D デ ッ サ ン 人 形 の 輸 郭 線 の 幅 や 色 を 「 ツ ー 
ルプ ロ パ ティ 」 パ レッ ト の 「 輪 郭 線 幅 」 で 変更 
し ます 。 

これ で 、3D レ イヤ ー で の 操作 は 完了 で す 。 
アン グル や ポー ズ を 変更 し て し まわ な いよ う 
に 「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 レ イヤ ー 設 定 」-「 レ 
イヤ ー を ロッ ク 」 で ロッ ク し て お く か 、「 レ イ 
ヤー」 メ ニュ ー の 「 ラ スタ ライ ズ 」 で ラス ター 
レイ ヤー に し て お きま す 。 

下 描 き は 、3D デ ッ サ ン 人 形 を な ぞ る の で 
は な く 、 あ くま で も アタ リ と し て と ら え 、 自 
分 の 描き た い キ ャ ラク ター を 描い て いき ま 
し ょ う 。 


足首 を ドラ ッ グ し て 動か す と 足 全体 


が 運動 し て 動く 


幼 | We ツー ルプ ロバ ティ [オフ ジェ クト ] 
る 


捉 作 
通明 関所 の 挫 作 x 
理 択 可能 な オフ ジェ ウト < 
ご カラ 
バー ス 


+ 1 の MM ボー ズ 

て バース 
ょ オジ ェクト スタ ー ル 。 25mo< 
EE 20 < 


吐 | 0e ツー ルプ ロバ ティ [オブジェクト] 
も に 手 を 振る 


SAP OHPE 

志 択 可能 な オブ ジェ クト マ 
30 テ ッ サン 人 形 
#3 3 tk マ 
ES 
+ た 初 明 ポー ズ 

マガ パー ス 

オプ ジェ クト スケ ー ル 


ひざ を 固定 し て 足首 を ドラ ッ グ する 
と 、 ひ ざ を 曲げ る こと が で きる 
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LESSON 4 


下塗り を する 


レイ ヤー を 準備 する 


線画 が 描け た ら 、 新 し く レイヤー を 作っ て 下塗り を し ます 。 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て 、 
彩色 時 の 作業 を 効率 化し まし ょ う 。 


民有 > パー ツ ご と に 塗り の レイ ヤー を 分 ける 


線画 の レイ ヤー の 下 に 下塗り 用 の レイ ヤー ーー で に る ら 
を 作成 し ます 。 人物 と 背景 、 ま た 、 バ ー ツ ご > sans- 区 -) 
と に レイ ヤー を 分 け ま す 。 レ イヤ ー を 分 け て a ee 
お く と 、 他 の パー ツ に 影響 を 与え る こと な く 、 = パ < 2 
作業 し た い 部 分 だ け を 編集 で きま す 。 a TT 

ひと つの レイ ヤー に 色 を 塗り 重ね て いく 同 100% 通常 
「 厚 塗り 」 の よう な 描画 法 も あり ます が 、 慣 れ 加 A 
な いと 修正 が 難し い の で 、 最 初 は レイ ヤー を 3 
分 け て 作業 する こと を お すす めし ます 。 le 

な お 、 下 塗り の 作業 に 入る 前 に 、 ラ フ の レ a スカ ー ト 

45% 通 党 
イヤ ー は 非 表 示 に し て お きま す 。 | 国選 雷 」 
} 貼 EE 
ED7 1 
100% 適 淀 
国 じ 


向 


Fk 


» 
笠 ロロ そる 丁稚 


必須 > レ ィ ヤー の 重なり 順 を 変更 する 


レイ ヤー は 「 レ イヤ ー」 パ レッ ト に 表示 され て いる 並び 順 tr ec 呈 ーー シ w ec 
s 0 Fr 本 に ーー BT 
で 重なっ て いま す 。 レ イヤ ー を 上 に 重ね る と 、 下 の レイ ヤー こ 臣 っ 5" 本 ヤマ 
は 上 の レイ ヤー に 描か れ て いる も の で 見 えな く な る た め 、 イ | e xm 
ラス ト の 前 面 に くる パー ツ が 上 に な る よう に 配置 し ます 。 | Tox 3 Mi0x 3 
区 


た と えば 、 塗 り 用 の レイ ヤー は 、 線画 の レイ ヤー の 下 に 、 
肌 の レイ ヤー は 、 瞳 や 髪 の レ イヤ ー の 下 に 置き ます 。 彩 色 す 
る 場合 は 、 下 に な る パー ツ の レイ ヤー か ら 塗 っ て いく と 、 効 
率 的 に 作業 が で きま す 。 


= 
| 100% 通常 
la 
100% 通常 
帳 中 


[EE 
アク セ サ リ ー 


レイ ヤー の 重なり 順 は 、 順 序 を 変更 し た い レ イヤ ー を 選択 ゃ 1 
し て 、 目 的 の 位置 まで ドラ ッ グ し て 変更 し ます 。 ま た 、「 レ ロ Ho 
イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 並 べ 替 え 」-「 最 前 面 へ 」 を 選択 する と 、 国 L ロ 過半 
選択 し て いる レイ ヤー を すべ て の レイ ヤー の いち ば ん 上 に 、 回 ctime 


音更 画 


100% 通常 100 通常 
ラフ Ez 


「 最 背面 へ 」 で いち ば ん 下 に 移動 で きま す 。 


» | * | | 己 
笠 ロロ gp を や 品 た 人 き 先 ロロ 5 を る 串 全 
レイ ヤー を 選択 する ドラ ッ ク で 順序 を 入れ 替え る 
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「 塗 りつ ぶ 


着色 し ます 


必 。 線画 の レイ ヤー を 「 参 照 レ イヤ ー」 に する 


線画 を 参照 し て 塗り の レイ ヤー に 描画 する た め に 、 
レイ ヤー を 「 参 照 レ イヤ ー」 に し ます 。 

参照 レイ ヤー に する に は 、 線 画 の レイ ヤー を 選択 し 、「 レ 
イヤ ー」 パ レッ ト の 「 参 照 レ イヤ ー に 設定 」 を クリ ッ ク し ます 。 

複数 の レイ ヤー を 参照 レイ ヤー に する と き は 、 レ イヤ ー を 
すべ て 選択 し て か ら 、「 参 照 レ イヤ ー に 設定 」 を クリ ッ ク し ま 
す 。 複数 の レイ ヤー を 選択 する に は 、Ctrl キ ー を 押し な が ら 
「 レ イヤ ー」 パ レッ ト で レイ ヤー を クリ ッ ク し ます 。 


線画 の 


性) 線画 を 参照 し て 「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 塗る 


塗り の レイ ヤー を 選択 し 、「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル の 「 他 レイ 
ヤー を 参照 」 を 選択 し ます 。「 ツ ー ル プロ バ パティ 」 パ レッ ト の 
「 複 数 参照 、 に チェ ッ ク が つい て いる こと を 確認 し 、 参 照 先 
を 「 参 照 レ イヤ ー」 に 設定 し ます 。 こ れ で 、 表 示さ れ て いる 
レイ ヤー の うち 、 参 照 レ イヤ ー に 設定 し た 線画 の レイ ヤー 
の み が 参 照 さ れる こと に な り ま す 。 

今回 の イラ スト の よう に 、 人 物 に 背景 の 線画 が 重なっ て 


いる 場合 、 背 景 の 線画 を 非 表示 に し て 塗り つぶ すこ と も で 
時 | 人 5 り ブ ッ ー ル 【 侍 92 し ] 
ー [あっ su 介し イヤ ー を を 
ロロ ア 際 拉 ビク セル を た どる 
A | マ ment 
3 = eo 
還 凍 | 固 っ て る | ンコ 
に Ln] 回 esses | 
gh 
ne | ツア チエ イリ アス 
「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル の 「 他 レイ ヤー を 参 
照 」 を 選択 する 


「 複 数 参照 」 の 参照 先 を 「 参 昭 
レイ ヤー」 に する 


っ > + ア ee 5 0 つ > 


ベク ター の 中 心 線 で 堂 り の 止 よる 


し 」 ツ ー ル を 使う 


線画 の レイ ヤー に 描画 され た 領域 を 塗り つぶ し 範囲 と し て 参照 し 、「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル で 
広い 範囲 を 簡単 に 塗り つぶ せる の で 、 下 塗り と し て 多く 使わ れ ま す 。 


ュー 3 so rs so 
100 = 通常 > 100 = 
[he < SihA 
ラ 隊 EE 4 100% 通常 
国 人 物 画 
1 の 100% 通常 
目 
fi 通常 100% 通常 
| 3 > | ®t 
100% 通 常 100% 通常 
剖 中 ご 上 
100% 通常 100% 通常 
半 だ 較 培 
100% 通常 100% 通常 
較 に 還 [3 


100% 通常 100% 通常 
捉 | 国屋 国生 
線画 の レイ ヤー を 選択 し 、「 参 「 参 照 レ イヤ ー」 の アイ コン が 


照 レ イヤ ー に 設定 」 を クリ ッ 表示 され る 
ク す る 


きま す が 、 人 物 の 線画 を 参照 レイ ヤー に 設定 し て お く こ と 
で 、 背 景 を 表示 し た まま 全体 の バラ ンス を 見 て 塗り つぶ す 
こと が で きま す 。 

な お 、 ア ンチ エイ リア ス が か か っ た 線画 を 参照 し て 「 塗 り 
つぶ し 」 ツ ー ル で 塗り つぶ す と 、 塗 り 残 し が で る 場合 が あり 
ます 。 そ の と き は 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 『 領 域 拡 
縮 」 な どの 設定 を し て 塗り つぶ す と よい で し ょ う 。 


境 | We ツー ルプ ロバ ティ ( 他 レイ ヤー を 参 誠 ] 


1 2 


ms 


ms 


補導 


塗り つぶ し た い 場 所 を クリ ッ ク す る と 、 と 、 線画 の レ 
イヤ ー の 閉じ た 領域 を 参照 し て 塗り つぶ され る 
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uesson 4 
民有 > 塗り つぶ し が で き な い ! そん な と き は 


深 塗り つぶ す 領 域 に 隙間 が ある と 予定 外 の 場 呈す a ッ ー ル プロ (ティ (人 6 し イヤー] ーー cam © 
り 所 に まで 色 が 広がっ て し まい ます 。 そ ん な と PT 
2 き は 、「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル の 「 ツ ー ル プロ パ 
( ティ 」 バ レッ ト で 「 隙 間 閉 じ 」 の 数 値 を 上 げ て ace 
ッ 人 の お ag 凍 こ ee や Er 誠人 ビ クセ ル を た ビ る 
1 また 、「 領 域 技 縮 」 の 「 拡 縮 方 法 」 で 「 最 も 涯 nt | 画 | A 8 
s | 
ル = い ビ クセ ル ま で 拡張 」 を 選択 する と 、 領 域 を 79 衝 多 あみ る >| : 
を に sn Pe ms 
便 = 広げ な が ら も 、 線 の 最も 濃い 部 分 まで 塗り つ MR ms : 
う ぶし て くれ る の で 、 線 か ら は み 出さ ず に 塗る MC の es 
こと が で きま す 。 知 ーー 
a ト ア 旬 衝 定規 に スナ ッ プ 
さら に 、「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト の 「 塗 ノリック し て サフ プッ ー ル 詳 加 
りつ ぶし 」 で 「 細 い 領域 に し みこ む 」 を オン に 。 細 」 パ レッ ト を 表示 する CS 
し て お く と 、 髪 の 先 な どの 細い 隙間 まで 塗り 2 つこ 
つぶ すこ と が で きま す 。 
「 サ プ ツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト は 、「 ツ ー ル プ nen 
ーー 
ロ パ ティ 」 パ レッ ト 右 下 の ア イコ ン を クリ ッ 
ク す る と 表示 で きま す 「 梁 りつ ぶし 」 で 「 細 い 領域 に し みこ お む 」 を オ 
に ン に する 


司 。 細か い 塗り 残し を 塗り つぶ 


塗り 残し の 部 分 は 、「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル の 「 塗 り 残 し 部 た い 場 所 を 囲む お よう に 範囲 選択 し て も 、 塗 り 残し を 塗り つ 
分 に 塗る 」 を 選択 し 、 塗 りつ ぶし た い 場 所 を な ぞ る よう に ド ぶす こと が で きま す 。 そ れ で も 、 塗 り 残 し が あっ た 場合 は 、 
ラッ グ す る と 、 塗 りつ ぶす こと が で きま す 。 「 ペ ン 」 ツ ー ル の 「 ペ ン 」-「G ペ ン 」 や 、「 鉛 筆 」 ツー ル の 「 鉛 筆 」 

また 、 サ ブツ ー ル の 「 囲 っ て 塗る 」 を 選択 し 、 塗 りつ ぶし ー「 濃 い 鉛筆 」 な ど で 塗 りつ ぶし ます 。 


Qe 


「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル の 「 塗 り 
残し 部 分 に 塗る 」 を 選択 する 


塗り 残し の 部 分 を な で ぞ る よう に ドラ ッ グ する ドラ ッ グ し た 部 分 が 塗り つぶ され る 
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LESSON 4 


下塗り を する 


情 ) 筆 を 選択 する 


CLIP STUDIO PAINT の 「 筆 」 ツ ー ル に は 、「 水 彩 」、「 油 彩 」、 
「 墨 」 の 3 種類 の 筆 が 用 意 さ れ て いま す 。 

筆 の 描き 味 は 、「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 バ パレ ッ ト や 「 サ ブッ ツー 
ル 詳 細 」 パ レッ ト の 設定 項目 の 値 で 、 微 妙 に 変化 し ます 。 表 


「 筆 」 ツ ー ル を 使い 分 ける 


筆 の 流れ を 活か し て 描画 し た り 、 濃 淡 を つけ て 塗る と き は 、「 筆 」 ツ ー ル を 使っ て 描画 し ます 。 
さま ざま な 和 健 が 用 意 さ れ て いる の で 、 表 現に 合わ せ て 筆 を 選び まし ょ う 


現に 合わ せ て 筆 を 選び 、 必 要 に 応じ て 設定 を 変更 し て 描画 
し まし ょ う 。 ペ ンタ プ ブレット を 使う と 、 筆 圧 に よっ て 入り 
抜き を 表現 し た り 、 色 の 濃 さ に 変化 を つけ た り 、 和 健 の 太 さ 
を 変化 させ た り と 、 表 情 豊 か な 塗り を 表現 で きま す 。 


店 (5 9 フッ ー ル [ 生 HE HE 
EZ Ze Zi の 7 Zs Fa 
gh ピュ ニュ ニー rd ーー re 
ーーー か ーー 一 Sel ーー 。 
ーー 5 1 消 5 か 
に ーー -— を 天 化 | i 
ーー 一 潜り る な じき ませ SS 前 
| sem に 生生 中 
ーー tys 
gk、 一 水 多め 
ーー 紙質 将 調 
me ロ @ ne 
画 透明 感 を つけ て 塗る Ke y+ RA] 
に 
「 水 形 」 ツ ー ル の 「 通 明 水 彩 」 な ど 、「 不 迄 明度 」 が 低め に 設 生還 ーーーー 
定 さ れ て いる 筆 を 使い ます 。「 不 透明 度 」 は 、 値 が 小さ いぼ ほど 、 gg 
透明 度 が 高く な り ま す 。 ーー テー コー ェ 
「 黒 」 ツール で も 「 不 透明 度 」 を 小さ く 設 定 す る こと で 、 衣 | 90o = "ek LE 
明 感 の ある 塗り を 表現 で きま す 。 本 
レレ ンズ 1 し ED 
手 ブ レ 裕 正 
「 不 透明 度 」: 40 
画 ムラ な く 塗 る 
「 水 彩 」 ツ ー ル の 「 濃 い 水彩 」 や 「 滑 ら か 水彩 」、「 油 彩 」 ツ ー 
ル の 油彩 平 筆 」 な ど 「 絵 の 具 濃 度 」 が 高め に 設定 され て いる 
人 筆 を 使い ます 。 不 透明 度 が 高く 、 下 地 の 色 の 影響 を 受け ず に 
ムラ な く 塗 れ ます 。 いみ 
「 絵 の 具 濃 度 」 は 、 絵 の 具 の 濃 さ を 調整 する バラ メー ター 
で す 。 水彩 絵の具 に 水 を 少な め に 混ぜ る と 濃い 色 、 多 め に 混 
ゼ ぜ る と 薄い 色 に な る の と 同じ で 、 絵 の 具 渡 度 が 大 きい ほど 濃 ビィー 


い 色 に 、 小 さい ほど 薄い 色 に な り ま す 。 


LESSON 4 


委 
ジノ 
| 
ル 
を 
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い 
分 
け 
る 
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下塗り を する 
画 濃淡 を つけ て 塗る 

水彩 」 ツ ー ル の 「 不 透明 水彩 」 や 透明 水彩 」 な ど 、「 絵 の 
具 濃 度 」 が 低め に 設定 され て いる 筆 を 使い 、 薄 い 色 で 何 度 か 
塗り 重ね て 濃淡 を つけ ます 。 

「 油 彩 」 ツ ー ル で も 絵の具 濃度 」 を 低め に 設定 し て 、 濃 淡 
を 表現 する こと が で きま す 。 


目下 地 の 色 と 混ぜ 合わ せ て 塗る 


「 水 彩 」 ツ ー ル の 「 不 透明 水彩 」 や 透明 水彩 」、「 油 彩 」 ツ ー 
ル の 「 油 彩 」 な ど 、「 絵 の 具 量 」 が 少な め に 設定 され て いる 筆 
を 使い ます 。 

「 絵 の 具 量 」 は 、 色 の 混ざり 具合 を 設定 する パラ メー ター 
で す 。 絵の具 量 が 少な い ( 小 さい ) ほど 、 下 地 の 色 と 混ざる 
度合 い が 高まり ます 。 こ の と き 、「 色 延び 」 の 値 を 大 きく し て 
お く と 、 下 地 の 色 を 長く 引き 伸ばし て 塗る こと が で きま す 。 

下地 の 色 と 混 ぜ 合 わせ な が ら 塗 る に は 、 ド ラッ グ を 開始 し 
た 地点 の 下地 の 色 を 延ばす 感じ で 、 塗 り 進 め て いく こと が ポ 
イン ト で す 。 


性 線 か ら は み だ さ な いよ うに 塗る 


「 筆 」 ツ ー ル で 描画 する と き に 、 線 画 の 線 か 
ら は み 出 さ な い よう に 塗る に は 、「 サ ブツ ー 
ル 詳 細 」 パ レッ ト の 「 は み 出 し 防止 」 で 「 参 照 
レイ ヤー の 線 か ら は み 出 さ な い 」 を オン に 設 
定 し て 、 参 照 レ イヤ ー に 設定 し た 線画 の 内 部 


フラッ サ イズ 
イク 
アア チ エイ リア ス 


を 塗り ます 。 フー 
筆 で 塗る と き は 、 筆 の 中 心 が 線 か ら は み 出 Re 
さ な い よう に し て くだ さい 。 筆 の 中 心 が 線 を IN 

越え を て し まう と 、 は み 出 し て し まう の で 注意 に 


が 必要 で す 。 ブ ラ シ サ イズ が 小さ いと き は 、 
表示 倍率 を 大 きく する と 、 描 画 し や すく な り 
ます 。 


ぼかし て 塗る 


7 生還 し イヤ ー の 4W か 5 は み 出 ない 


| ツー ルフ ロバ ティ ( 不 授 明 水 影 ] | 
ーー 


a 


“yy 


油彩 の 「 絵 の 具 濃 度 」 : 30 


「 絵 の 具 量 」: 40 (上 ) 
「 絵 の 具 量 」: 70( 下 ) 


」 
「 色 延び 」 : 10( 上 ) 
「 色 延び 」 : 50( 下 ) 
CZ © 


時 を 補い た し イヤ ー を [ 基 昭 し ヤー] に 指定 する こと | 
きり MMe か と は ない よう で きま ぎー 


リ や 5ー の で で まり 上 まる 


輪郭 を ぼかし た 柔らか な 表現 や 、 ふ わ ふ わし た も の 
を 表現 し た いと き は 、「 エ アブ プラ シ 」 ツ ー ル を 使い ます 。 
「 硬 さ 」 や 「 プ ラ シ 濃 度 」 で 、 ブ プラ シ の ぼかし 効果 や 不 透 


Ds os 
i 
筆 の 中 心 が 、 線 か ら は み 出 さ な い 
よう に 塗る 
明度 を 設定 し ます 。 


「 硬 さ 」 の 値 が 小さ い ほど 輪郭 が ぼや け 、「 ブ ラ シ 濃 度 」 
の 値 が 小さ い ほ ど 透 明 感 が 増し ます 。 


色 を 選択 する 


CLIP STUDIO PAINT に は 、 色 を 選択 する た め の パ レッ ト が 豊富 に 用 意 さ れ て いま す 。 
と と で は 、 よ く 使 われ る 「 カ ラー セッ ト 」 と 「 カ ラー サー クル 」 に つい て 説明 し ます 


了 肛 > カラ ー セ ッ ト で 色 を 選択 する 


ラフ で ざっ くり 色 を つけ る 場合 や 、 下 塗り を する 場合 な 
どの よう に 、 異 な る 色 を 順に 塗っ て いく と き は 、「 カ ラー セッ 
ト 」 で 色 を 選択 し て 塗っ て いく と 効率 的 で す 。 

「 カ ラー セッ ト 」 に は 、「 標 準 カ ラー セッ ト 」 の ほか 、 よ く 
使用 され る 色 の 組み 合わ せ の 「BrightTone」 や 「VividTone」 
な ど が 用 意 さ れ て いま す 。 


際 肝 > カラ ー サ ー ク ル で 彩 度 や 明度 を 調整 する 


影 や 光 が あ た っ て いる と ころ を 塗る 場合 な ど 、 元 と な る 
色 を 調整 し て 色 を 塗り た い 場 合 は 、「 カ ラー サー クル 」 が 便 
利 で す 。 

色 を 設定 する と き は 、 カ ラー サー クル で 色相 を 選択 し 、 
四角 形 の エリ ア で 明る さ (明度 ) や 鮮やか さ ( 彩 度 ) を 調整 し 


| JE EL IE 生 1 


FO 15 


[dbg 1E 1 


| っ 上 理 


im25m78 © 


ます 。 同 じ 色 味 で 彩 度 や 明度 の 異な る 色 を 選択 し た り 、 反 
対 に 、 彩 度 や 明度 が 同じ 色相 を 選ぶ こと が で きま す 。 

実際 に 色 を 塗る 場合 は 、「 ス ポイ ト 」 ツ ー ル で 下塗り の 色 
を 選択 し 、「 カ ラー サー クル 」 の 四角 形 の エリ ア で 彩 度 や 明 
度 を 調整 し て 色 を 決め ます 。 下 に いく ほど 暗く 、 左 に 行く 
ほど 色 が くす ん で きま す 。 単純 に 暗く し た いと き は 、 右 斜 
め 下 の 色 を 使う と 、 彩 度 を 下げ ず に 暗く で きま す 。 


@ ら @6 
オリ ジ ナ ル の カラ ー セ ッ ト を 作る 


新しい カラ ー セ ッ ト を 作る に は 、 カ ラー セッ ト の 「 カ 
ラー セッ ト の 編集 」 を クリ ッ ク し 、「 カ ラー セッ ト の 編集 」 
画面 で ' 新 規 設 定 を 追加 」 を クリ ッ ク し て 、 カ ラー セッ ト 
の 名 前 を 入力 し ます 。 カ ラー セッ ト が 作成 され た ら 、 作 
成 し た カラ ー セ ッ ト を 選択 し 、「 色 の 追加 」 を クリ ッ ク し 
て 選択 中 の 色 を カラ ー セ ッ ト に 登録 し ます 。 


同じ 色相 の 暗い 色 を 選択 する 
と き は 右 斜 め 下 を クリ ッ ク す 


る 
| mw sm na の > 2 「 コ | 


Ps mm Ha の 


同じ 明る さ の 別 の 色 を 選択 す 


る と き は カラ ー サ ー ク ル を ド 
ラッ グ す る 


オリ ジ ナ ル の カラ ー セ ッ ト 
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自分 流 の ブラ シ に カス タマ イズ する 


財 ブラ シ を カス タマ イズ する 

「 ベ ペン 」 ツ ー ル や 「 筆 」 ツ ー ル な どの ブラ シ ツ ー ル を 複 
製 し 、 自 分 の 使い や すい 設定 に し た ブラ シ を 登録 する 
と と が で きま す 。 新しく ブラ シ を 作成 する こと も で き 
ます が 、 似 た よう な ブラ シ が ある 場合 は 、 元 に な る ブ 
ラ シ を 複製 し 、 設 定 を 一 部 変更 する ほう が 効率 的 で す 。 

また 、 ブ ラ シ ツ ー ル は 創作 活動 応援 サイ ト CLIP」 の 
Web サ イト 、 ま た は 「CLIP STUDIO」 か ら ダ ウン ロー 


(1) サブ ツー ル を 複製 する 

複製 し た い サ プ ツ ー ル を 選択 し 、「 サ ブツ ー ル 」 バ レッ 
ト 下 部 の アイ コン を クリ ッ ク し 、「 サ ブツ ー ル の 複製 」 画 
面 で 作成 する ブラ シ の 名 前 を 入力 し ます 。 

複製 し た ブラ シ が 「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト に 表示 され ま 
す 。 

ここ で は 、「 油 彩 」 ツ ー ル の 「 油 彩 」 を 複製 し 、 ム ラ な 
く 塗 る た め の 筆 に カス タマ イズ し ます 。 


(2) ブラ シ の プロ パテ ィ を 設定 する 
複製 し た ブラ シ の 設定 を 、「 ツ ー ル プロ バテ ィ 」 バ レッ 
ト や 「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト で 変更 し ます 。 
ここ で は 、「 絵 の 具 量 」 と 「 絵 の 具 濃度 」 を 「100」 に 設 
定 し まし た 。 


(3) 設定 し た 内 容 を 初期 設定 と し て 登録 する 

「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト の パレ ッ ト メ ニュ ー の 
「 初 期 設 定 に 登録 」 を 選択 し 、 設 定 し た 内 容 を 初期 設定 と 
し て 登録 し ます 。 初 期 設 定 に 登録 する と 、 パ ラメ ー タ ー 
を 変更 し て も 初期 設定 に 戻す こと が で きま す 。 


ド す る こと が で きま す 。 設 定 に 迷っ た と き は 、 似 た よ 
うな ブラ シ ツ ー ル が な いか 、 探 し て みる と よい で し ょ 


「CLIP STUDIO」 か ら 素 材 を ダウ ン ロ ー ド する 方 法 
に つい て は 、「LESSON5-3 素材 を 利用 する 」 の コラ ム 
「TCLIP」 の 素材 を 利用 する 」 を 参照 し て くだ さい 。 

ブラ シ の カス タマ イズ は 以下 の 手順 で 行い ます 。 


HE 中 | 虹 ウ ッ ー 如 ] 
PE < 隊 尊 = 
[ee | Ei 
ニー mf | ーー a 
a 半 ヒ ニー 
ーー EE 
a sk 
サブ ウー ル の 複製 に 
> 
出力 代理 直 提 提 画 yo セル 
入力 処理 : ブラシ 
ID ZL © 酒 茜 ェ 
アイ コン の 許 景 欠 ( の 


旧 | be ツー ルプ ロバ ティ [書い 名 呆 ] 
濃い 


YT CF ERE | 
に 


偽 記 キー 設定 (M)… 


カテ ゴリ 表示 (C) 
マー ストローク プレ ビュ ー の 表示 (S) 
ンコ マンド バー の 表示 (8) 


フー ルプ ロバ パテ ィ 【 違 い 活 祖 ] パ レッ ト そ 天 す (P) 


クリ ッ ク す る と 初期 
4 ロ 設定 に 戻す こと が で 
(js きる 


時 「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト で ブラ シ の 設定 を 行う 
「『 サ プ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト で は 、 ブ ラ シ の 描画 に 関 
する さま ざま な 設定 が で きま す 。 こ こ で は 、 お も に ブ 


① ブラ シ サ イズ 

ブラ シ の デフ ォ ル ト の サイ ズ を 設定 し ま 
す 。「 ブ ラ シ サ イズ 影響 元 設定 」 で ラン ダム を 
オン に する と 、 サ イズ を ラン ダム に 変化 させ 
て 描画 で きま す 。「 最 小 値 」 は 描画 する 大 き さ 
の 最小 値 で す 。 


友 


* 大 


② ブラ シ 先 端 

ブラ シ の 先端 形状 を 設定 し て 、 ブ ラ シ 先 端 
の ぼかし 具合 や 縦横 比 な ど を 設定 し ます 。「 先 
端 形状 」 で 「 素 材 」 を 選択 する と 、 画 像 素材 か 
ら ブ ラ シ の 先端 形状 を 選択 で きま す 。 

筆 を 動か す 方 向 で ブラ シ 先 端 の 形状 を 変化 
させ た いと き は 、「 向 き 」 の 「 影 響 元 設定 」 で 「 線 
の 方 向 」 を オン に し ます 。 キ 


③ 散布 効果 
「 散 布 効果 」 を オン に する と 、 ブ ラ シ 先 端 の 


画像 を スプ レー で 散布 する よう に 描画 で きま ェ ッ テ 人 が 


す 。 先端 形状 ひと つ ひ と つの 大 き さ は 「『 粒 子 

サイ ズ 」 で 設定 し ます 。 舞い 散る 花びら や 落 3 
ち 葉 の よう に 向き を 変化 させ て 描画 し た いと * 
き は 、「 粒 子 の 向き の 影響 元 」 で 「 ラ ンダ ム 」 を * 
オン に し ます 。 


④ ストローク 

ブラ シ 先 端 画像 の 描画 間隔 を 設定 し ます 。 
「 広 い 」、「 普 通 」、「 狭 い 」 の 他 、「 固 定 」 で 数 値 
を 指定 で きま す 。 フ リル や レー ス の よう に 1 
本 の ひも 状 の も の を 表現 し た いと き は 、「 リ 
ボン 」 を オン に し ます 。 複数 の 素材 を 使う と 
き は 、「 繰 り 返 し 方 法 」 で 順序 を 設定 し ます 。 


⑤ 紙 質 

「 紙 質 」 に 「 キ ャ ン バ ス 地 」 や 『 粗 目 」 な ど を 
設定 する と 、 ブ ラ シ に テク スチ ャ を つけ て 描 
画 で きま す 。 質感 を 強く し た い 場 合 は 、「 紙 
質 濃度 」 の 値 を 大 きく し た り 、「 濃 度 強調 」 を 
オン に し ます 。 


* 衣 壇 


る 


ラ シ の 先端 に 画像 素材 を 使っ た 場合 の 設定 項目 に つい 
て 紹介 し ます 。 


© 


ブラ シ の 玩 遇 に 関す る 訟 定 を 行い ます 。 
ペン の 6 さや (s き に よっ て ブラ 発電 の 形状 を どう 
実 化 さ せる が も 設 軍 で さま す 。 


寺 形 人 本 円 用 


| フラ シ サ イズ 


イク 
し 3 大 アア チ エイ リア ス 
フラ シ 形 状 
支 ブシ 先端 
相克 果 


スト ko 


り sa 


柱 正 ) 連用 か 向 = 匠 水中 1 
②③ 入り 捧 を em a キ jm + 
に 
表 ET 
D 則 に よる ブラ シ 電 度 


キ トコ ¥ (2 naar 


ブラ シ の 先 尋 ai き を 設定 で きよ ます 。 


[EE 


で + 全 設 定 を MAICE に 選 す | 全 設 定 を MAE に 全線 


ブラシ サイ ズ 腺 用 元 験 定 
ブラ シ サ イズ に 彰 響 させ る 入力 
まき | 畑 圧 最小 人 
人 に 最小 信 
表 im 0 
吉 * アジ タム 最小 価 us 


a 剖 た ME を 訟 定 
内 omw | ew 
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下塗り を する 


レイ ヤー の 数 が 増え て きた ら 、 


司 レイ ィ イヤー フォル ダー を 作成 する 


レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 する と 、 複 数 の レイ ヤー を ま と 
め て 管理 で きま す 。 フ ォ ル ダー 単位 で 移動 、 複製 し た り 、「 不 
透明 度 」 や 「 合 成 モ ー ド 」 を フォ ル ダ ー 内 の レイ ヤー に まとめ 
て 設定 する こと が で きま す 。 

レイ ヤー を フォ ル ダ ー で まとめ る に は 、「 レ イヤ ー」 パ レッ 
ト で まとめ た い レ イヤ ー を Ctrl キー を 押し な が ら ク リッ ク し 
て 選択 し 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト 下 部 の 「 新 規 レ イヤ ー フ ォ ル 
ダー」 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し ます 。 

レイ ヤー フォ ル ダ ー に レイ ヤー を 追加 し た い 場 合 は 、 追 加 
し た い レ イヤ ー を レイ ヤー フォ ル ダ ー に ドラ ッ グ & ド ロッ プ 
し ます 。 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 中 に 、 さ ら に レイ ヤー フォ ル 
ダー を 作成 する こと も で きま す 。 


民有 > レ ィ ヤー を 結合 する 


レイ ヤー の 結合 は 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の パレ ッ ト メ 
ニュ ー か ら 選 択 し ます 。 複数 の レイ ヤー を 結合 する に は 、「 表 
示 レ イヤ ー を 結合 」 ま た は 「 選 択 中 の レイ ヤー を 結合 」 を 選 
択 し ます 。「 表 示 レ イヤ ー を 結合 」 は 、 表 示 中 の レイ ヤー を 
結合 し ます 。 非 表示 に な っ て いる レイ ヤー は 結合 され ませ 
ん 。 ま た 「 選 択 中 の レイ ヤー を 結合 」 は 連続 し た 複数 の レイ 


EIC TS 


面目 uv ィ ャ - で 
『 re 


レイ ヤー を 管理 する 


パー ツ ご と や 作業 内 容 ご と に フォ ル ダ ー で 分 類 し た り 、 レ 
イヤ ー を 統合 する な ど し て レイ ヤー を 整理 し まし ょ う 。 


ec 


100 W 通常 Ci 


| 還 
100% 通常 
業 
100% 通常 
し 』 
100% 通常 
LJ 


100% 通常 
所 図 競 が 

100% 通常 

P LL 
ーー 症 四 四半 
芸 Cl 避 ) | 攻 Dc ロロ に 6 
新規 レイ ヤー フォ ル ダ ー」 を フォ ル ダ ー 名 を ダブ ルク リッ 
クリ ッ ク す る と 、 新 し く フ ォ ク し て 名 前 を 変更 する 
ル ダ ー を 作成 で きる 


に 


ヤー を 結合 し ます 。 表 示 中 の レイ ヤー を 結合 し つつ 、 元 の 
レイ ヤー も 残し て お くに は 、 "表示 レイ ヤー の コピ ー を 結合 」 
を 使い ます 。 コ ピー が 結合 され る た め 、 元 の レイ ヤー は そ 
の まま の 状態 で 残り ます 。 

合 し て し まう の が 不安 な と き は 、 結 合 前 の ファ イル を 
別名 で 保存 し て と っ て お く と よい で し ょ う 。 


EZ っ IF 


レイ ヤー 設定 (P) = CE 
レイ ヤー か ら 六 択 症 国 (Y) 2 Si nN Th 
{ =——— ら Ta a 
3 100% 3 

レイ ヤー の 変換 (H).…… の 計 通常 る | % 通 演 

100% 通常 100% 通 員 

の =” 

[3 豆 
選択 中 の レイ ヤー を 結合 (で) 二 6 を 党 a RM 通常 | 
0 100% 通常 100% 通常 
表示 レイ ヤー の コビー を 結合 (X) に api に | 
ーー 100% 通常 0 OX 通常 
サム ネイ ル の サイ ズ (S) し :】 13 マム セ せり ー 


サム ネイ ル の 委 示 範男 (A) 
マ プロパティ バー の 表示 (K) 
ソン コマ ンド バー の 表示 (B) ? 
マ コマ ンド バー を リスト の 下 に 配 午 (Q) 


パレ ッ ト メ ニュ ー か ら 「 選 択 中 の レイ ヤー を 結合 」 を 選択 


OO 通常 


= っ 


100% 通常 100% 適 員 
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る | oa 
図 が が = 
ラジ 


選択 し た レイ ヤー が 結合 さ 
れ 、1 枚 の レイ ヤー に な る 


保存 する 


イラ スト を 作成 し た ら 、CLIP STUDIO PAINT 形 式 (拡張 子 は 「.lip」) で 保存 し ます 。 レ イヤ ー 
情報 や 選択 範囲 を ど 、 す べ て の 情報 が 再編 集 で きる 形 で 保存 され ます 


司 。 cLip sTUDIO PAINT 形 式 で 保存 する 


ファ イル を 保存 する に は 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 保存 」 Part1_Lesson4. 
を 選択 し ます 。 初 め て 保存 する と き は 、「 保 存 」 画 面 が 表示 mnt) tet aE RR 70M 


EPRT = 
ero IDDES2 
2 


され る の で 、 保 存 先 、 フ ァイル 名 を 入力 し ます 。 
また 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 指 定 の 形式 で 保存 」-「.lip ( 最 
適 化 )」 で 保存 する と 、 画 像 を 劣化 させ る こと な く フ ァイル 


最近 便 っ た ファ イル (f) 


MC new 


容量 を 小さ くし て (作業 中 に レイ ヤー の 枚数 を 減ら し た 場合 ) ee 
保存 で きま す 。 た だ し 、 書 き 出し 処理 に 時 間 が か か る 場合 が a 
あり ます | 話 み 込み (1) ロ 
へ 
隔 。 画像 を 統合 し て 保存 する 
イラ スト を 納品 する と き や 印 刷 デ ー タ と し て 入 稿 する と PL © 
き は 、 キ ャ ン バ ス の すべ て の レイ ヤー を 統合 し て デー タ を on ーー 
保存 し ます 。「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 画 像 を 統合 し て 保存 」 Ca PER 
Two PT 
を 選択 し 、BMP、JPEG、PNG、TIFF、Targa、Adobe 0 ロジ 
Photoshop ドキ ュ メ ント 、Adobe Photoshop ビッ グ ド キ ュ に 


Re Er ー om の 


メン ト の 形式 か ら 保存 形式 を 選択 し ます 。 フ ァイル 名 を 入力 cc フ p み ん の AtD 
する と 、「 書 き 出し 設定 」 画 面 が 表示 され る の で 、 表 現 色 や ei 


で テー が 5 の Ei の WW ya 


出 カ サイ ズ 、 拡 大 ・ 縮 小 時 の 処理 方 法 な ど を 設定 し ます 。 画 の サイ WO IT 

像 を 統合 し て 保存 する と 、 フ ァイル サイ ズ を 縮小 で きる ほか 、 も に 
ほか の パソ コン で 正確 に 再現 され な いと いう トラ ブル も 避け 3 つ ト SCD IKE きい は 14 の 
る こと が で きま す 。 た だ し 、 元 の lip 形 式 の ファ イル は 必ず っ me の ; 

残し て お く よ う に し まし ょ う 。 53229 | me > 


ら @ ら の 
印刷 所 で の 印刷 に 必要 な CMYK 形式 で 保存 する 


印刷 所 で 印刷 する と き に は 、CMYK 形 式 で 保存 し ます 。 
モニ ター に 表示 され る カラ ー 画 像 は RGB 形 式 の 色 デ ー 
タ を 持っ て いま す が 、 印 刷 時 は CMYK 形 式 の イン ク で 
色 を 表す た め 、CMYK 形 式 で の 保存 が 必要 に な り ま す 。 
CMYK 形 式 で 保存 で きる の は 、TIFF、JPEG 、Adobe 
Pnotoshop ドキ ュ メ ント 、Adgobe Photoshop ピッグ r フ ァイル 」 メ ニュ ー の [環境 設 定 j-「 カ ラー 変換 」 で CMYK プロ ファ 
ドキ ュ メ ント で す 。 そ れ ぞ れ フ ァイル の 保存 時 に 「 表 現 イル を 設定 し て お く 
色 」 を 「CMYK」 に 設定 し 、ICC プロ ファ イル の 埋め 込み 」 
を オン に し ます 。ICC プ ロフ ァイル は 、 機 器 の 色 に 関す 
る 特性 を 示す ファ イル で す 。 
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は み 出 さ な い よう に 塗 る 


影 や ハイ ライ ト な ど 下 地 の 上 に 色 を 重ね て 塗る と き は 、 透 明 ビ ピクセル の ロッ ク や クリ ッ ピ 
ング な どの 機能 を 使う と 、 は み 出 し を 気 に せ ず 塗る こと が で きま す 。 


隔 星 > 月 明 ビ ピク セル を ロッ ク す る 


選択 し た レイ ヤー の 描画 され た 部 分 に だ け 。 = 人 =e< 
色 を 重ね て 塗る に は 、「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ビー =』 本 瑞 。-ー 
ク 」 し ます 。「 透 明 ビ クセ ル を ロッ ク 」 は 、 選 | 。 | ーー x 


択 中 の レイ ヤー の 透明 部 分 へ の 描画 を 制限 す A E 選 " 穫 | 
る 機能 で す 。 下 地 の 色 に 重ね て 影 を 塗る 場合 
や 、 厚 塗り 風 に 塗っ て いく と き に 便利 な 機能 a a 志和 


で す 。 - | 固 避 や 

透明 ピク セル を ロッ ク す る に は 、 レ イヤ ー "a 
を 選択 し 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の 「 透 明 ピ ク 5 LOE こ 
セル を ロッ ク 」 を クリ ッ ク し ます 。 透明 部 分 に は み 出さ ず に 上 塗り で きる 


司 財 : の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング する 


下 の レ イヤ ー の 描画 範囲 か ら は み 出 さ な 
いよ うに 重ね て 塗る に は 、 上 に 追加 し た レイ 
ヤー を 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し ます 。 
別 の レイ ヤー に 影 や ハイ ライ ト な ど を 塗り 重 
ね る と き に 便利 な 機能 で す 。 

クリ ッ ピ ング する に は 、 下 地 と な る レイ 
ヤー の すぐ 上 に レイ ヤー を 配置 し 、「 レ イ 
ヤー」 パ レッ ト の 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン 
グ 」 を クリ ッ ク し ます 。 


下 の レ イヤ ー の 描画 範囲 か ら 、 は み 出 さ ず に 上 の 
レイ ヤー に 影 を 塗る 


@ ら の 
複数 の レイ ヤー を クリ ッ ピ ング する 


実際 の 作業 で 着色 する 場合 は 、 下 塗り の レイ ヤー の 上 
に 新しい レイ ヤー を 重ね 、 ク リッ ピン グ し な が ら 塗 っ て 
いき ます 。 複 数 の レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し た 場合 は 、 


いち ば ん 下 に な る レイ ヤー の 描画 範囲 - ク リッピ ング さ に PP 較 | 國 Po 


れ ま す 。 | 国 編 や 

た と えば 、「 髪 」 レイ ヤー の 上 に 影 の レイ ヤー と ハイ ラ 
イト の レイ ヤー を 重ね て クリ ッ ピ ング する と 、 ク リッ ピ 
ング の いち ば ん 下 に ある 「 髪 」 レイ ヤー の 塗り か ら は み 出 
さ ず に 塗る と と が で きま す 。 


「 胡 」 レ イヤ ー か ら は み 出 さ ず に 
塗れ る 
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LESSON 5 


情 幅 レ ィ ヤー マス ク を 作成 する 


イラ スト を 変更 せ ず に 、 レ イヤ ー の 一 部 を 非 表示 に し た 
り 、 部 分 的 に 補正 し た りす る に は 、 レ イヤ ー マ ス ク を 利用 
し ます 。 イ ラス ト に 直接 手 を 加え て いな い の で 、 レ イヤ ー 
マス ク を 削除 し た り 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の 上 部 に ある 「 マ 
スク を 有効 化 」。 を オフ に する こと で 、 元 に 戻す こと が で きま 
す 。 

CLIP STUDIO PAINT で は 、 レ イヤ ー マ ス ク の 白い 部 分 
が 表示 範囲 と な り 、 黒 く 塗ら れ て いる 部 分 が 非 表示 に な り 
ます 。 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 する に は 、 レ イヤ ー、 ま た は 
レイ ヤー フォ ル ダ ー を 選択 し 、 表 示し た い 範 囲 (効果 を 適用 


クリ ッ ク し て レイ ヤー 
マス ク を 作成 する 


表示 し た い 範 囲 を 「 選 択 範囲 」 ツ ー ル で 選 
択 する 


性 ) 選択 範囲 を 作成 する 


レイ ヤー 上 に 描画 され た 同じ 色 の 範囲 を 選択 する と き は 、 
「 自 動 選 択 」 ツ ー ル を 使い ます 。「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ 
ト で 「 色 の 誤差 」 の 値 を 上 げ る と 、 広 い 範囲 の 近似 色 も 選択 
範囲 に 含め る こと が で きま す 。 ま た 、 領 域 を 選択 する な ら 「 選 
択 範囲 」 ツ ー ル の 「 投 げ な わ 選 択 」 や 「 折 れ 線 選択 」 が 便利 で 
す 。「 シ ュ リ ンク 選択 」 で は 、 選 択 範 囲 に し た い 部 分 を 囲む よ 
うに ドラ ッ グ する と 、 描 画 し て ある 範囲 を 選択 で きま す 。 

選択 範囲 を 追加 する に は Shift キ ー を 押し な が ら 、 選 択 範 
囲 の 一 部 を 削除 する に は Alt キ ー を 押し な が ら 、 各 ツー ル を 
操作 し ます 。 


覚え て お こう ! 塗り の テク ニッ ク 


レイ ヤー マス ク を 利用 し て 塗る 


レイ ヤー マス ク を 使う と イラ スト の 一 部 を 非 表示 に で きま す 。 ま た 、 
か ら 白 の 階 調 を 持っ て お り 、 濃 淡 を つけ る こと で 効果 に 強弱 を つけ る と と が で きま す 。 


レイ ヤー マス ク は 黒 


し た い 範 囲 ) を 「 選 択 範囲 」 ツ ー ル や 「 自 動 選択 」 ツ ー ル で 選 
択 し て 「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の 「 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 」 を ク 
リッ ク し ます 。 

レイ ヤー マス ク で マス ク す る 範囲 を 修正 する に は 、「 レ イ 
ヤー」 パ レッ ト の レイ ヤー マス ク の アイ コン を クリ ッ ク し 、 
アク ティ ブ に し て か ら 、 筆 や 消し ゴム な ど で 描 画 し ます 。 
表示 する 範囲 を 追加 ( 白 に する ) する に は 、 筆 や ペン で 、 表 
示す る 範囲 を 削除 ( 黒 に する ) する に は 、 消 し ゴム や 透明 色 
で 描画 し ます 。 マ スク 範囲 を 表示 する に は 、「 レ イヤ ー」 パ 
レッ ト 上 部 の 「 マ スク 範囲 を 表示 」 を 選択 し ます 。 


還 | 
・ [し 島 
E ple 9 
レイ ヤー フォ ル ダ ー に 
レイ ヤー マス ク が 作成 
され る 


レイ ヤー マス ク が 作成 され 、 選 択 し た 範 
囲 だ けが 表示 され る 


計上 ウブ ッ ー ル [世紀] 
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ぶ 隊 て 器 居 放さ 史 人 4 一 ささ で 
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て お こう ! 塗り の テク ニッ ク | 


クイ ッ ク マ スク は 、 ペ ン や 筆 で 描画 し た 領域 か ら 選択 範 
囲 を 作成 する 機能 で す 。 

クイ ッ ク マ スク で 選択 範囲 を 作成 する に は 、「 選 択 範囲 」 
メニ ュー の 「 ク イッ クマ スク 」 を 選択 し 、 ペ ベン や 筆 で 選択 範 
囲 に し た い 部 分 に 色 を 塗っ て いき ます (デフ ォ ル ト で は 、 半 
透明 の 赤色 で 塗ら れ ま す )。 選 択 範囲 が 描画 で きた ら 、 再 度 、 
「 選 択 範 囲 . メ ニュ ー の 「 ク イッ クマ スク 」 を クリ ッ ク す る と 、 
描画 され た 範囲 が 選択 範 団 な り 、 ク イッ クマ スク は 解除 
され ます 。 ま た 、 作成 し た 選択 範囲 は 、「 選 択 範囲 」 メ ニュ ー 
の 「 選 択 範囲 を スト ッ ク 」 で 保存 で きま す 。 


民 肝 > レ ィ ヤー マス ク の 濃淡 を 利用 する 


レイ ヤー マス ク は 白 一 黒 の 階 調 の 情報 を 持っ て いま す 。 
白黒 の 中 間 部 分 で は 、 階 調 の 濃淡 に 応じ し て マス ク さ れる 
度合 い が 変 わり ます 。 黒 に 近い ほど 薄く 、 白 に 近い ほど は っ 
きり と 表示 され ます 。 この 特性 を 利用 し て 、 レ イヤ ー マ ス 
ク に グラ デー ショ ン を 描画 し た り 、「 不 透明 度 」 が 設定 され 
て いる 「 透 明 水彩 」 や ボケ 足 の 強い 「 エ アブ ラ シ 」 の よう な 筆 
で 描画 し た りす る と 、 白 一 黒 の 濃淡 に 応じ て 効果 に 強弱 を 
つけ る こと が で きま す 。 

レイ ヤー マス ク に グラ デー ショ ン を 描画 する に は 、 レ イ 
ヤー マス ク を アク ティ ブ に し て 、「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル 
の 「 消 し グラ デー ショ ン 」 を 選択 し 、 レ イヤ ー 上 で ドラ ッ グ 
し ます 。 


@ ら の 
グラ デー ショ ン を 作成 する 


「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル を 使う と 、 簡 単に グラ デー 
ショ ン を 描画 で きま す 。「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト で 目的 の 
パタ ー ン を 選び 、 レ イヤ ー 上 で ドラ ッ グ し て 位置 や 長 さ 
を 設定 し ます 。 グ ラ デ ー シ ョ ン の 細か な 設定 は 「 ツ ー ル 
プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 行い ます 。 グ ラ デ ー シ ョ ン の 色 
の 変化 点 ( ノ ー ド ) は 「 へ 」 の 位置 を ドラ ッ グ し て 変更 し 
ます 。 変 化 点 を 追加 する に は 、 変 化 点 と し た い 位置 で ク 
リッ ク し て 色 を 指定 し ます 。 


民 須 > クイ ッ ク マ スク で 選択 範囲 を 描画 する 


クイ ッ ク マ スク を 作成 し 、 筆 
で 描画 する (マス ク 部 分 が 半 


透 明 の 青 で 塗ら れる ) 


ル ( グ ラテ ーション 


i A 
eR | 

スト ラフ | 
特 史 を ス トライブ 


Ed 
| 
| 


演 し クラ デー ショ ン | 
ne 


筆 で 描画 し た 範囲 が 選択 範囲 
に な る 


100% 通常 
設 


レイ ヤー マス に が ラッ テー 
ショ ン を か ける 


EEZ CE 


天 画 対人 編集 寺 提 の レイ ヤー に 
FRR 100 = 


LESSON 5 


3 


導 。 素材 を 貼り 付け る 


素材 は 「 素 材 」 パ レッ ト に 収録 され て いま す 。 「 素 材 」 パ レッ 
ト を 開い て 、 素 材 の 種類 を 選択 し 、 一 覧 か ら 目 的 の 素材 を 
選び ます 。 検 索 用 の キー ワー ド を 入力 し て 目的 の 素材 を 検 
索 す る こと も で きま す 。 

素材 を イラ スト に 貼り 付け る に は 、 ま ず 、 素 材 を 貼り 付 
ける 範囲 を 選択 し 、「 素 材 」 パ レッ ト の 素材 を キャ ン バ ス に 
ドラ ッ グ & ド ロッ プ し ます 。 素 材 を 貼り 付け る と 、 画 像 素 
材 レ イヤ ー が 作成 され る の で 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト て で 画像 
素材 レイ ヤー を 貼り 付け た い レ イヤ ー の 上 に 移動 し ます ( こ 


中 | ※ 素材 [ 有 柄 ] | 
| > @ すべ て の 条 材 
マ 抽 カラ ー パ ター ン 中 
村人 


る 植村 
本 原本 ロー ドー 
まま 和 全 シン ブル チェ ッ ク - 香 
二 花 柄 ・ 植 物 
まそ の 他 

り 交 果 心情 

門 に に 3 
回 然 
回 A 

| 9 2Fv 

』 放 単色 パタ ー ン 

ト 目 鴻 画材 

ょ 画像 宗 材 


シン ブル チェ ッ ク . 全 


フォ ル ダ ー 内 の 索 材 を すべ て 表示 


素材 を 選び キャ ン バ ス に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し 
て 貼り 付け る 


@ ら @ 
身近 な 素材 を 使う 


身の回り に ある も の を 画像 素材 と し て 使う こと が で 
きま す 。 ダ ン ボ ー ル や コン クリ ー ト 、 た た み 、 石 、 華 、 
木 の 幹 な ど 、 い ろ い る な 写真 を 撮り 溜め て お く と 、 さ 
ま ざ ま な 場面 で 利用 で きま す 。 ま た 、 く し ゃ くし ゃ に し 
た 紙 や 和紙 、 布 、 上 友 な ど を 直接 スキ ャ ン し て 使う こ 
も で きま す 。 

自分 で 作成 し た 素材 は 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 読 み 


覚え て お こう ! 塗り の テク ニッ ク 


素材 を 利用 する 


素材 は 「 素 材 」 パ レッ ト か ら キ ャ ン バ ス に ドラ ッ グ & ドロ ッ プ する だ け で 簡単 に 利用 で きま 
す 。 素 材 を 利用 する と 、 質 感 や 柄 を 手軽 に 表現 で きま す 。 


こ で は 、 服 の レイ ヤー の 上 に 移動 )。 

また 、 素 材 を 貼り 付け る と 、「 操 作 」 ツ ー ル の 「 オ ブ ジ ェ ク 
ト 」 が 選択 され 、 素 材 を 移動 し た り 、 素 材 パ ター ン の サイ ズ 
を 変更 し た り で きま す 。「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で は 、 
素材 の 貼り 付け 方 向 や 変形 方 法 な ど を 調整 で きま す 。 素材 
を パー ス の か か っ た 面 に 貼り 付け る に は 、「 ツ ー ル プロ パ 
ティ 」 パ レッ ト の 「 変 形 方 法 」 で 「 自 由 変 形 」 を 選択 し 、 四 隅 
の ハン ドル を パー ス 面 に 合わ せま す 。 


舞 | 4 ツー ルプ ロバ ティ [オブ ジェ クト ] 
ラン プル チェ ッ ク 区 


ee 
通明 陣 所 の 論 作 ェ 
選択 可能 な オブ ジェ クト マ 
画像 材 
+ A で 
到 形 方 法 拉 大 < 欄 か "回転 < 
EOP ha ~ 
投 太字 
横 本 95 
に ュ 5 こ 
マ 元 押 像 の H を 約 
0< 
人 居 剛 白田 位 還 。 
キマ タイ ング OR-> 
ぎ 


画像 素材 の 設定 は "ツー ルプ 
ロ パ ティ 」 パ レッ ト で 行う 


ハン ドル を ドラ ッ グ し て 素材 バボ ター ン の 
サイ ズ を 変更 。 ド ラッ グ で 移動 で きる 


込み 」-「 画 像 」 で キャ ン バ ス に 読み 込め ます 。 キ ャ ン バ 
ス で 選択 範囲 を 選択 し て か ら 読 み 込 むと 、 イ ラス ト の 
選択 範囲 内 に 貼り 付け られ 、 画 像 素材 と 同様 の 方 法 で 
貼り 付け の 向き や 拡大 率 を 変更 で きま す 。 
読み 込ん だ 素材 を 「 素 材 」 パ レッ ト に 画像 素材 と し て 
登録 する に は 、「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 画 像 を 素材 と し て 登 
録 」 を 選択 し 、 保 存 先 や 貼り 付け の 動作 を 設定 し ます 。 
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性 。 素材 を 貼り 付け る 範囲 を 選択 する 


すでに 色 が 塗ら れ て いる 範囲 に 素材 を 貼り 付け る 場合 は 、 
次 の 方 法 で 簡単 に 操作 で きま す 。 
・ 塗 り の レイ ヤー か ら 選 択 範囲 を 作成 する 

「 レ イヤ ー」 パ レッ ト で 塗り が 設定 され て いる レイ ヤー の 
サム ネイ ル を 、Ctrl キ ー を 押し な が ら ク リッ ク し ます 。 塗 
り の レイ ヤー の 描画 範囲 が 選択 され る の で 、 素 材 を ドラ ッ 
グ & ド ロッ プ し て キャ ン バ ス に 貼り 付け ます 。 


画像 素材 レイ ヤー に つい て 


素材 を 貼り 付け た レイ ヤー は 「 画 像 素材 レイ ヤー」 と 
な り 、 表 示 範 囲 を レイ ヤー マス ク て で 調整 し ます 。 画 像 
素材 レイ ヤー は 、 色 を 変更 し た り 、 直 接 描画 し た りす 
る こと は で きま せん 。 

画像 素材 レイ ヤー を 直接 編集 し た い 場 合 は 、「 レ イ 


@ ら @ の 
「CLIP」 の 素材 を 利用 する 


画像 素材 や ブラ シ ツ ー ル は 、「 創 作 活動 応援 サイ ト 
CLIP」 の Web サ イト 、 ま た は 『「CLIP STUDIO」 か ら ダ 
ウン ロー ド す る こと が で きま す (無料 の CLIP 会 員 へ の 
登録 が 必要 )。 

「CLIP STUDIO」 か ら 素 材 を ダウ ン ロ ー ド する に は 、 
「CLIP STUDIO」 の 画面 で 「 素 材 を さがす 」 を クリ ッ ク し 、 
検索 キー ワー ド を 入力 し ます 。 目 的 の 素材 が 見 つか っ 


・「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 を 使う 

素材 を キャ ン バ ス に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し た ら 、「 レ イ 
ヤー」 パ レッ ト で 、 画 像 素材 レイ ヤー を 塗り の レイ ヤー の 上 
に 移動 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 色 が 塗ら 
れ て いる 範囲 に だ け 貼 り 付 けら れる た め 、 選 択 を 設定 
し な く て も 貼り 付け る こと が で きま す 。 


ヤー」 メ ニュ ー の 「 ラ スタ ライ ズ 」 で 、 ラ スタ ー レ イヤ ー 
に 変換 し て か ら 描 画 や 加工 を し て くだ さい 。 た だ し 、 
画像 素材 を ラス タラ イズ 後 、 拡 大 、 縮 小 な どの 編集 を 
繰り 返す と 、 画 質 が 荒れ る 場合 が あり ます 。 


た ら 、 素 材 を クリ ッ ク し 、「 ダ ウン ロー ド 」 を クリ ッ ク し 
ます 。 ダ ウン ロー ド し た 素材 は 、CLIP STUDIO PAINT 
の 「 素 材 」 パ レッ ト の 「 ダ ウン ロー ド 」 フ ォ ル ダー に 保存 
され ます 。 ブ ラ シ 素 材 の 場合 は 、 ダ ウン ロー ド し た ブ 
ラ シ の サム ネイ ル を 、「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト に ドラ ッ 
グ & ド ロッ プ す る と 、「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト に 追加 で 
きま す 。 


導 。 素 材 を イラ スト に な じ ま せ る 


目 素材 の 色 を 調整 する 


カラ ー パ ター ン の 素材 の 色 は 、 色 調 補正 レ 
イヤ ー の 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 や 「 カ ラー バラ 
ンス 」 で 調整 し ます 。 

単色 パタ ー ン の 素材 は 、 塗 り の レイ ヤー と 
重ね て 使う こと が 多く 、 こ の 場合 は 、 下 地 の 
塗り の 色 を 調整 し た り 、 画 像 素材 レイ ヤー の 
「 合 成 モ ー ド 」 や 「 不 透明 度 」 を 調整 し ます 。 


目 素材 の 質感 を 出す 


貼り 付け た 素材 の ざら ざら し た 感じ や 、 で 
こ ぼ こ し た 感じ を 出す に は 、「 レ イヤ ー プ ロ パ 
ティ 」 パ レッ ト で 「 質 感 合成 」 を 選択 し 、「 強 さ 」 
の スラ イダ ー を ドラ ッ グ し て 質感 の 強 さ を 調 
整 し ます 。 

「 質 感 合成 」 は 、 画 像 素材 レイ ヤー を 選択 し 
た 場合 の み 設定 で きま す 。 


画 素材 に 濃淡 を つけ て な じ ま せ る 


素材 に 濃淡 を つけ た り 、 ぼ か し た り し た い 
場合 は 、 画 像 素材 レイ ヤー の レイ ヤー マス ク 
で 調整 し ます 。 

レイ ヤー マス ク に グラ デー ショ ン を 描画 し 
た り 、「 透 明 水 彩 」 や 「 エ アプ ラ シ 」 な どの 透明 
度 の ある 人 筆 や ボケ 足 の 大 き な 柔 ら か い 筆 で 描 
画 し た りす る こと で 、 素 材 の 濃淡 を 調整 で き 
ます 。 


| | ーー ア 2E99ー 
の っ Pd 追究 
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ee 


『 下 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ン 
グ 」 を 利用 し て 素材 を 貼り 付 
ける 


EZ rs 


多 果 


臣下 あり ~ 
ツー ルナ ピゲ ー シ ョ ン 
= 


「 質 感 合成 」 を 設定 する 


背景 素材 の 「 青 空 02_ 遠 景 付き 」 を 貼り 


付け る 


単色 パタ ー ン の 「 迷 彩 」 の 素材 を 貼り 付け て 「 不 透 
明度 」 を 調整 


単色 バタ ー ン の 「 キ ャ ン バ ス 地 」 を パー ス に 合わ 
せ て 貼り 付け る 


レイ ヤー マス ク に グラ デー ショ ン を 描 
画 し 、 遠 景 の 建物 を 薄く し て 距離 感 を 
演出 する 
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色調 補正 と フィ ルター を 使う 


2 色 が ひと 通り 終わ っ た ら 、「 色 調 補正 」 で 色 味 や 明る さ を 調 整 し た り 、「 ぼ か し 」 を 使っ て 
イラ スト の 雰囲気 を 演出 し た り し て み ま し ょ う 。 
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際 肝 > cLip STUDIO PAINT の 色調 補正 
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・ 色 調 補正 レイ ヤー 

色調 補正 レイ ヤー は 、 色 調 補 正 の 効果 を レイ ヤー と し て 
独立 させ た も の で す 。 元 の 画像 に 影響 を 与え ず に 色調 補正 
が 行え 、 何 度 で も 効果 を 調整 で きま す 。 色調 補正 レイ ヤー は 、 
「 レ イヤ ー」 メニ ュー の 「 新 規 色調 補正 レイ ヤー」 か ら 作 成 し 
ます 。 色 調 補 正 レ イヤ ー を 使う と 、 色 調 補 正 レ イヤ ー よ り 
下 に ある すべ て の レイ ヤー に 効果 を 適用 で きま す 。 複 数 の 
レイ ヤー か ら 構 成 さ れる パー ツ の 色 を 変更 し た り 、 イ ラス 
ト 全 体 の 色 を 調整 する 場合 に 利用 し ます 。 


性) 色調 を 補正 する 


・「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 色 調 補 正 」 

編集 中 の レイ ヤー の 色 を 直接 補正 し ます 。 塗っ た その 場 
で 色 を 調整 し た り 、 別 の 色 に 変更 し た り で きま す 。 後 で 調 
整 し 直す 必要 が な い 場 合 は 、 こ ちら の 方 法 が 便利 で す 。 

色調 補正 レイ ヤー を 使っ た 場合 に 比べ て 、 フ ァイル サイ 
ズ が 大 きく な る こと は あり ませ ん が 、 直 接 補 正 を か ける た 
め 、 何 度 も 補正 を 繰り 返す と 、 画 質 が 劣化 する 場合 が あり 
ます 。 


色調 補正 レイ ヤー と 「 編 集 」 メ ニュ ー の 色調 補正 」 で は 、 同 じ 種類 の 色調 補正 を 行う こと が で きま す 。 


園 イラ スト を 明る くす る 


イラ スト を 単純 に 明る くす る に は 、「 明 る さ ・ コ ント ラス 
ト 」 で 「 明 る さ 」 の 数値 を 大 きく し ます 。 微妙 な 調整 を し た 
い 場 合 は 、「 ト ー ン カー ブ 」 を 使い ます 。 グ ラフ 上 の 直線 の 
傾き や カー ブ を 変更 し て 明る さや コン トラ スト を 調整 し ま 
す 。 イ ラス ト 全 体 を 明る くす る に は 、 グ ラフ の カー ブ を 左 
上 に 持ち 上 げ ま す 。 反対 に 、 暗 くす る に は 、 グ ラフ の カー 
ブ を 右 下 に 下げ ます 。 


画 イラ スト に メリ ハリ を つけ る 


簡単 に メリ ハリ を つけ る に は 、「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 
で 「 コ ント ラス ト 」 の 数 値 を 大 きく し ます 。 詳細 に 設定 し た 
い 場 合 は 、「 レ ベル 補正 」 や 「 ト ー ン カー ブ プ ブ 」 を 使い ます 。 

「 レ ベル 補正 」 は 、 イ ラス ト の 明る さや コン トラ スト 、 濃 
度 を ヒス ト グ ラ ム で 補正 する 機能 で す 。 ヒ スト グラ ム の 山 
が 高い 部 分 は 、 そ の 領域 の 色 が 多い こと を 表し て お り 、 左 
側が 暗い 色 、 右 側が 明る い 色 に な り ま す 。 メ リハ リ を つけ 
る に は 、 画 像 の いち ば ん 暗い ポイ ント と 明る い ポ イン ト の 
幅 を 狭く し ます 。 

「 ト ー ン カー プ ブ 」 で メリ ハリ を つけ る に は 、 ト ー ン カー ブ 
が S 字 を 描く よう に 調整 し ます 。 


グラ フ の カー ブ を 持ち 上 げ る と 明る く な る 
レベル 補正 (<) 


RB < OK 
スカ 
中 カ 


キャ ン セル 


メリ ハリ を つけ る に は シャ ドウ (4) と ハイ ライ ト 
(へ ) の 三角 を 内 側 に ドラ ッ グ する 


画 色 味 を 変更 する 

「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 「 色 相 」 の スラ イダ ー を ドラ ッ グ し 
て 変更 し ます 。 た と えば スラ イダ ー を 右 方 向 に 60 度 動か 
す と 、 赤 は 黄色 に 、 黄 色 は 緑 に 、 緑 は シア ン に 、 青 は マ ゼ 
ンタ に 変化 し ます 。 た だ し 、 グ レー に 近い 彩 度 の 低い 色 は 、 
スラ イダ ー を 動か し て も あま り 変 化し ませ ん 。 

「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で は 、 イ ラス ト に 含ま れる 色 を が ら 
り と 変化 させ ます が 、「 赤 っ ぽく し た い 」、「 黄 色っぽ くし た 
い 」 な ど 色 味 の 微妙 な 調整 は 、『 カ ラー バラ ンス 」 で 行い ます 。 
スラ イド を 各色 の 方 向 に ドラ ッ グ する と 、 そ の 色 味 が 強く 
な り ま す 。 ま た 、「 階 調 の バラ ンス 」 で 色調 補正 の 範囲 を あ 
る 程度 絞る こと が で きま す 。 


必 ) 色調 補正 レイ ヤー で 補正 する 


イラ スト 全体 に 補正 を か ける 場合 は 、 色 調 補正 レイ ヤー 
を 「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の いち ば ん 上 に 作成 し ます 。 一 部 の 
レイ ヤー に だ け 、 補 正 を か けた い 場 合 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル 
ダー を 作成 し 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の いち ば ん 上 に 色調 補 
正 レ イヤ ー を 配置 し ます 。 た だ し 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 


了 須 > 「 ほ か し 」 で ソフ ト フ ォ ー カ ス を 演出 する 


「 フ ィ ル ター」 の 「 ぼ か し 」 を 使う と 、 イ ラス ト の 一 部 を ぼ 
か し て 、 遠 近 感 を 強調 し た り 、 ソ フト フォ ー カ ス を か けた 
よう な 効果 を 設定 する こと が で きま す 。 こ こ で は 、 人 物 に 
ソフ ト フ ォ ー カ ス を 演出 する 方 法 を 紹介 し ます 。 

まず 、 人 物 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 選択 し 、「 レ イヤ ー」 
パレ ッ ト の パレ ッ ト メ ニュ ー か ら 「 レ イヤ ー を 複製 」 を 選択 
し て レイ ヤー フォ ル ダ ー を 複製 し ます 。 複製 し た レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 「『 選 択 中 の レイ ヤー を 結合 」 で 1 枚 の レイ ヤー 


se ゅ ロロ 
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「 合 成 モ ー ド 」 が 「 通 過 」 の 場合 は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 下 
の レイ ヤー に も 効果 が 適用 され ます 。 

色調 補正 レイ ヤー の 調整 を や り 直 す に は 、「 レ イヤ ー」 パ 
レッ ト で 色調 補正 レイ ヤー の サム ネイ ル を ダブ ルク リッ ク 
し て 補正 画面 を 表示 し 、 設 定 値 を 変更 し ます 。 


に し た ら 、 結 合 し た レイ ヤー を 元 の 人 物 の レイ ヤー の 上 に 
置き ます 。 次 に 、「 フ ィ ル ター」 メ ニュ ー の 「 ぼ か し 」ー-「 ガ ウ 
ス ぼ か し 」 を 選択 し 、 キ ャ ン バ ス を 確認 し な が ら 「 ぼ か す 範 
囲 」 を 設定 し ます 。 

ぼかし を 適用 し た ら 、「 合 成 モ ー ド 」 を 「 ス クリ ー ン 」 に し 
て ソフ ト フ ォ ー カ ス の か か り 具 合 を 「 不 透明 度 」 で 調整 し ま 
す 。 必 要 に 応じ て 「 レ ベル 補正 」 な ど で 、 コ ント ラス ト を 調 
整 し ます 。 


ames 


ソフ ト フ ォ ー カ ス が か か る 
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間 ま SN 放 間 党 えて お こう | 塗り の テク ニッ ク 


合成 モー ド で 光 と 影 を 表現 する 
=] コミ フラ 玉 

合成 モー ド を 利用 する と 、 下 の レイ ヤー と の 色 の 重なり 具合 を 調整 し て 、 色 の 微妙 な 濃淡 
や 効果 を 調整 し た りす る こと が で きま す 。 


司 。 合成 モー ド を 使っ た 光 と 影 の 表現 に つい て 


CLIP STUDIO PAINT に は 、 さ ま ざ ま な 合成 モー ド が 用 
意 さ れ て いま す 。 合 成 モ ー ド を 利用 する と 、 下 の レイ ヤー 
の 色 を 加味 し つつ 色 を 重ね る こと が で きる た め 、 光 や 影 の 
表現 に よく 利用 され ます 。 

合成 モー ド は 、「 レ イヤ ー」 パ レッ ト の 「 合 成 モ ー ド 」 か ら 
選択 し ます 。 ま た 、「 合 成 モ ー ド 」 で レイ ヤー を 重ね た と き 
の 効果 の 強 さ は 「 不 透明 度 」 で 調整 し ます 。 
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靖 星 合成 モー ド を 利用 し て 影 を 描く 


影 の 表現 で は 、 合 成 モ ー ド の 「 乗 算 」 や 「 焼 
き 込み (リニア )」 な ど が よく 利用 され ます 。 
ここ で は 、 右 の 画面 を 使っ て 「 乗 算 」 と 「 焼 き 
込み (リニア )」 の 特徴 を 解説 し ます 。 


下 の レ イヤ ー 
(も と に な る イラ スト ) 


影 を 「 合 成 モー ド 」 の 「 通 常 」 (不透明 度 : 
100%) で 重ね た 場合 


画 乗算 画 焼き 込み (リニア ) 


重なっ た 下 の レ イヤ ー の 色 が 混ざっ て 表示 され 、 徐 々 に 
黒 に 近づく よう に 変化 し ます 。 合 成 後 は 、 も と の 色 よ り 暗 
く な り ま す 。 影 を 入れ る と き の ほ か 、 画 面 を 暗く する と き 
に も 利用 で きま す 。 


合成 モー ド : 「 乗 算 」 (不透明 度 : 100%6) 


「 乗 算 」 を 強く し た よう な 効果 が 得 ら れ ま す 。 コ ント ラス 
ト の 強い 濃い 影 を 表現 で きま す 。 影 が 濃 す ぎ た と き は 、「 不 
透明 度 」 を 下げ て 調整 し ます 。 色 を 保っ た まま 暗く な り 、 彩 
度 も 上 が り ま す 。 


合成 モー ド : 「 焼 き 込み (リニア )」 ( 不 透 
明度 : 1009%) 


司 星 > 合成 モー ド を 利用 し て 光 を 描く 


光 の 表現 で は 、 合 成 モ ー ド の 「 ス クリ ー ン 」 や 「 オ ー バ 
レイ 」、「 ソ フト ライ ト 」、「 ハ ー ド ライ ト 」 な ど が よく 利用 さ 


れ ま す 。 こ こ で は 、 下 の 画面 を 使っ て 、 こ れ ら の 合成 モー 
ド の 特徴 を 解説 し ます 。 


下 の レイ ヤー 
(も と に な る イラ スト ) 


上 に 重ね る レイ ヤー 


画 スク リー ン 

レイ ヤー の 重なっ た 部 分 の 色 が 、 白 に 近づき な が ら 混 ざっ 
て 変化 し て いき ます 。 合 成 後 は 、 も と の 色 よ り 明 る い 色 に 
な り ま す 。 上 の レイ ヤー に 描画 し た 色 の 影響 が 出 や すい の 
で 、 環 境 光 を 表現 し た り 、 イ ラス ト の 上 に 重ね て 空気 感 や 
透明 感 を 演出 する と き に よく 使わ れ ま す 。 光 の 強弱 は 不 衝 
明度 で 調整 し ます 。 


上 オー バー レイ 
明る い 部 分 は より 明る く 、 暗 い 部 分 は より 暗く な り 、 コ 
ント ラス ト と 彩 度 が 少し 高く な り ま す 。 強 い 光 が あ た っ て 


いる 絵 に 使う と 、 メ リハ リ の 利 い た 光 の 強 さ を 強調 する こ 
と が で きま す 。 


画 ソフ トラ イト 


明る い 色 同士 を 重ね る と 明る く 、 暗 い 色 同士 を 重ね る と 
暗く 表示 され ます 。 色 の 部 分 に 重ね ず に 描画 し た 場合 は 白 
に な り ま す 。 オ ー バ ー レ イ と 似 て いま す が 、 こ ちら の 方 が 
変化 が ゆる や か に な る た め 、 色 を 微妙 に 変化 させ た 柔らか 
い 光 を 表現 で きま す 。 


合成 モー ド :「 通 常 』( 不 透明度 : 5096) 


合成 モー ド を 設定 する レイ ヤー) 


合成 モー ド : 「 ス クリ ー ン (不透明 度 : 509%) 


合成 モー ド : 「 オ ー バ ー レ イ 」( 不 透明度 : 5096) 


合成 モー ド :「 ソ フト ライ ト 」( 不 透明 度 : 50%) 
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画 ハー ドラ イト 

明る い 色 同士 を 重ね る と 明る く 、 暗 い 色 同士 を 重ね る と 
暗く 表示 され ます 。「 合 成 モ ー ド 」 を 適用 する レイ ヤー の 色 
が 強く 表れ る た め 、 直 接 光 を あて た よう な 効果 を 出す こと 
が で きま す 。 オ ー バ ー レ イ よ り も コン トラ スト や 彩 度 が 強 
く 合成 され ます 。 


画 加算 (発光) / 覆 い 焼 き (発光 ) 


瞳 や 金属 、 宝 石 な ど 、 物 体 そ の も の の 発光 を 表現 する と 
き に よく 利用 し ます 。 発 光 感 を さら に 演出 し た いと き は 、 
発光 物 の 周辺 に 明る い 色 で 光 を 描き 、 光 の 色 の 幅 を 大 きく 
し ます 。 こ の と き 、 彩 度 の 高い 明る い 色 を 選ぶ と 光 が よ り 
明る く な り ま す 。 ま た 、『 加 算 (発光 )」 モ ー ド に する レイ ヤー 
の 位置 に も 注意 が 必要 で す 。 右 の 例 で は 、 線 画 も 含め て 明 
る く 発光 させ る 必要 が ある た め 、 線 画 の レイ ヤー の 上 に 発 
光 の レイ ヤー を 配置 し て いま す 。 

な お 、 こ れ ら の 合成 モー ド を 使う 場合 、 下 の レイ ヤー が 
明る い 色 だ と 効果 が 見 え に く い の で 、 発 光 感 を より 強調 す 
る に は 、 暗 い 色 を 描画 し て お く と よい で し ょ う 。 


@ ら の 
光 で 時 間 の 変化 を 表現 する 


宝石 の 光 と 周り の 光 を 「 エ アブ ラ 「 合 成 モ ー ド 」 を 『 加 算 ( 発 光 )」 に 
シュ ツー ル で 描画 する 


環境 光 は 、 太 陽 の 光 が さ ま ざ ま な 物質 に 反射 し て 発 
生 し た 光 で す 。 全 方 向 か ら や わら か い 光 が あたっ て い 
る 様子 を イメ ー ジ する と わか りや すい で し ょ う 。 青 空 
の 下 で は 、 光 は 白っぽい 青色 に な り 、 物 体 は うっ すら 
青み が か か り ま す 。 太陽 の 光 が あ た る 昼間 な ら 白 一 黄 
色 、 夕 方 で あれ ば 赤色 一 黄色 、 夜 な ら 濃紺 一 紫色 で 表 
現 で きま す 。 こ れ ら の 光 の 色 を 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツー 


「『 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル の 「 夕 焼け 」 で グラ デー ショ ン 
を 描画 し 、「 合 成 モ ー ド 」 を 「 ハ ー ド ライ ト 」 (不透明 度 : 
5096) に し て 重ね る 


ル な ど で レ イヤ ー に 描画 し 、「 合 成 モ ー ド 」 や 「 不 透明 度 」 
を 変更 し て 、 イ ラス ト に 重ね る こと で 時 間 の 変化 を 表 
現す る こと が で きま す 。 

「 合 成 モ ー ド 」 の 選択 は 、 ど れ が 正解 と いう こと も な 
い の で 、 い ろ い ろ る 試し て イラ スト の イメ ー ジ に 合う も 
の を 見 つけ て くだ さい 。 


「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル で 選 紺 上 業 の グラ デー ショ ン 
を 描画 し 、「 合 成 モ ー ド 」 を 「 オ ー バ ー レ イ 」 (不透明 度 : 
80%6) に し て 重ね る 


「 泥 中 之 蓮 」 


初め に イラ スト の モチ ー フ を は っ きり させ 、 そ こ か ら イ メー ジ を 膨 ら 
ませ て 色 や 人 物 デ ザイ ン を 決め て いさ ます 。 線 や 塗り の 平面 的 な 印象 、 
単調 さ が 特 徴 で 、 日 本 画 的 要素 を 積極 的 に 取り 入れ な が ら 描 いて いま 
す 。 今 回 は 、 光 背 を 背 に 鈴 杖 を 持つ 魔法 少女 の 神秘 幻想 な 世界 を 作り 
上 げ ま し た 。 乗 算 、 ス クリ ー ン 、 加 算 (発光 )、 オ ー バ ー レ イ と いっ た 
CLIP STUDIO PAINT の レイ ヤー 効果 を 駆使 し な が ら ア ニ メ 塗 り の よう 
な 塗り 方 を 紹介 し ます 。 


イラ スト を 塗る 前 に 


1-1 イラ スト の イメ ー ジ を 固め る 50 
1-2 ラフ か ら 下 描き を 仕上 げ る 52 
1-3 線 の 勢い を 大 切 に 線画 を 描く 54 
1-4 下塗り を し て 配色 を 決め る 57 
回 が 尋 入 物 ・ 衣 装 ・ 小 物 の 彩色 J 
2-1 人 物 を 印象 的 に 塗る 61 
2-2 調和 を 意識 し て 衣装 を 描く 64 
2-3 主役 を 引き 立た せる 小物 を 塗る 70 
上 telN ま 環 昔 果 の 彩色 

3-1 近 景 の 水滴 と 植物 を 描く 73 
3-2 遠景 の 島 と 波 と 雲 を 描く 74 


相 ま SN 是 仕上 げ と 調整 | 


41 イラ スト の 完成 度 を 上 げ る コツ 7 
42 最終 調整 を する 79 
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イラ スト の イメ ー ジ を 固め る 


イラ スト を 描く と き は 最初 に テー マ を 決め 、 入 れ た い 要 素 や 構図 を お お ま か に イメ ー ジ し 
ます 。 今回 は 、 ア ナ ロ グ で 描い た ラフ を スキ ャ ナ で 取り 込む 方 法 を 紹介 し ます 。 


隊 > イメ ー ジ を 表現 する 


ラフ は 、 ア ナ ロ グ で 描く こと も デジ タル 
で 描く こと も あり ます が 、 今回 は アナ ログ で 
描い て いま す 。 使 用 し た も の は 、A4 サ イズ 
の コピ ー 用 紙 に 芯 の 太 さ は 0.3、 濃 さ は B の 
シャ ー プ ペン シル で す 。 

今回 は 、「 仏 像 と 魔法 少女 」 を テー マ に イ 
メー ジ を 膨らませ まし た 。 ス テッ キ に 見立て 
た 鍋 杖 (し ゃ くじ ょ う ) や 光背 、 蓮 の 花 、 リ 
ボン な ど を 描い て イメ ー ジ に 近付け て いき ま 
す 。 あ る 程度 テー マ を 決め て お く と 、 服 や 装 
飾 な ど を 描く 際 の 要素 に 困る こと が あり ませ 
ん 。 決め た テー マ に 沿っ て 袖 の 飾り 、 靴 、 髪 
飾り な ど を 蓮 の 花 で 統一 する と イラ スト に ま 
と まり が 出 て きま す 。 


司 アナ ログ で 描い た ラフ を 取り 込む 


最初 に A4 サ イズ 、 解 像 度 が 400dpi の 新規 キャ ン バ ス を 
用 意 し 、「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 読 み 込み 」-「 ス キャ ン 」 を 


選択 し て 、 ア ナ ロ グ で 描い た ラフ を 取り 込み ます 。 


CLIP STUDIO PAINT に 取り 込ん だ あと で 、 イ ラス ト サ イ 
ズ や 位置 な ど を 調整 する の で 、 ス キャ ナ の 設定 は 解像度 を 


400dpi に 変更 し て いる 以外 は 初期 設定 の まま 使用 し ます 。 


a ro 


A4、400dpi の 新規 キャ ン バ ス 
を 用 意 


モダ ン バ レ エ を イメ ー ジ し な が ら 手 に 表情 を つけ る 


イラ スト で 少女 の 手 を 描く と き は 、 モ ダン バレ エ を イメ ー 
ジ し な が ら 描 いて いま す 。 イ ラス ト ご と に 違う の で す が 、 
今回 は 非 日 常 を 意識 し て 描い て み ま し た 。 お そら く 鍋 杖 を 
手 に し た 際 に 、 現 実 味 の あ る 動作 と いう の は 握る こと だ と 
思う の で す 。 今回 の イラ スト は リボ ン や 花びら が 舞い 、 全 
体 的 に 浮遊 感 の ある 現実 味 の な い イ ラス ト な の で 、 携 杖 を 
ふわ っ と 支え る よう な 形 に し て いま す 。 右 側 の イラ スト は 、 


今回 の イラ スト と は 別 の も の で す が 、 こ の 左手 も な ん と な 
く 舞踊 を 意識 し 、 指 先 ま で きれ い に 見 せる よう な 形 で す 。 

モダ ン バ レ エ も イラ スト と 同様 に 、 手 の 形 で いろ いろ な 
表現 を する 分 野 で す 。 常 に イラ スト で も 手 に 感情 を 表 そ 
うと 描い て いる わけ で は あり ませ ん が 、 少 女 の 手 を きれ い 
に 見 せる 角度 に 関し て は 舞踊 の 分 野 か ら 学 ん だ こと と は 大 き 
か っ た で す 。 


画 ワー クス ペー ス 

私 は パレ ッ ト ド ッ ク を 左側 に 寄せ て 、 左 か ら 右 へ 流れ る 
操作 を し て いま す 。 左側 で 機能 を 選び 、 右 側 に ペン を 動か 
し て キャ ン バ ス へ 、 ま た 左側 で 機能 を 選び 、 右 へ 移動 し て 
描く と いっ た 具合 で す 。 

素材 パン レッ ト は 、 あ まり 使わ な い の で 非 表 示 に し て 右 
側 に 置き 、 必 要 に 応じ て 表示 し て いま す 。 


当 鉛筆 ツー ル の 設定 

よく 使用 し て いる の は 、「 鉛 筆 」 ツ ー ル の 「 シ ャ ー ペ 
ン 」 と 「 濃 い 鉛 筆 」 で す 。 ほ と ん ど 初 期 設 定 の まま で す が 、 
「 シ ャ ー ペ ン 」 は アン チエ イリ アス を 「 弱 」 に 設定 し て いま 
す 。 ま た 、「 濃 い 鉛筆 」 は エッ ジ が くっ きり 出る よう に ブラ 
シ 先 端 を 少し 硬め に し 、「 間 隔 に よる ブラ シ 濃 度 調整 」 を 
オフ に し て いま す 。 


Osman saa va © sna vam sve 
「 シ ャ ー ペ ン 」 の アン チエ 濃い 鉛筆 」 の ブラ シ 先 端 
イリ アス を 「 弱 」 に 設定 を 調節 
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LESSON 1 


イラ スト を 塗る 前 に 


ラフ か ら 下 描き を 仕上 げ る 


スキ ャ ナ で 取り 込ん を だ ラフ の サイ ズ や 位置 を 調整 し ます 。 ラ フ の 影 や ゴミ が ある 場合 は そ 
れ を 飛ば し て か ら 、 足 りな い 部 分 を 描き 足し て 下 描き を 完成 させ ます 。 


了 肝 > イラ スト サイ ズ や 位置 を 調整 する 


イラ スト 全体 が 見 渡せ る よう に 画面 を 「 ズ ー ム アウ ト 」 で まま ドラ ッ グ し 、 ち ょ うど いい 大 き さ ま で 大 きく し まし た 。 
引き 、 ラ フ を 調整 し て いき ます 。 中 心 が 少し 左 寄 り で し た また 、 上 部 の 花びら は 位置 を 調整 し な お す た め 、「 投 げ な わ 
の で 、「 レ イヤ ー 移 動 」 で 全体 的 に 右 下 に 移動 し 、「 編 集 」 メ 選択 」 で 切り 取り 、 別 レイ ヤー に し て お きま す 。 
ニュ ー の 「 変 形 」 一 自由 変形 」 を 選ん で Shift キ ー を 押し た 


VM * | a | "a NY 

(A M い V NN) W 
「 レ イヤ ー 移 動 」 で 位置 を 移動 し 、「 自 由 「 投 げ な わ 選 択 」 で 花びら を 別 レ イヤ ー に 
変形 」 で サイ ズ を 調整 移動 


必須 > スキ ャ ナ 取 り 込 み 時 の ゴミ を 飛ば す 


今回 、 イラスト の 補正 は この 段階 で 行い ま MS コン トラ スト © 
し た 。「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 色 調 補正 」ー 「 明 る TN —- a 
さ ・ コ ント ラス ト 」 で 明る さと コン トラ スト を w デ ak OR 


上 げ 、 ラ フ の 影 や ゴミ を 飛ば し て 見 や すく し 
て いま す 。 

また 、 ラ フ に よっ て 線画 の 邪魔 に な る よう 
な ゴミ が 残っ て し まっ た と き は 、「 消 し ゴム 」 
で 消す こと も あり ます 。 


「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 で ラフ の 
影 や ゴミ を 飛ば し 、 線 画 を 描き や 
すく する 
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民有 > 全体 を 見 な が ら 描 き 足 す 


取り 込ん だ ラフ を 見 な が ら 、 足 りな い 部 分 
を 描き 足し て いき ます 。 ラ フレ イヤ ー の 上 に 
新規 レイ ヤー を 作り 、「 色 鉛筆 」 で 描き ます 。 
線画 を 描く 際 に 、 ご ちゃ っ と し て 見 づら く な 
る の を 防ぐ た め に 青 っ ぽい 色 を 使用 し て いま 
す 。 魔法 少女 の 仲間 や 羽衣 な ど を 描き 、 下 描 
き の 完 成 で す 。 

私 の イラ スト は 全体 的 に の っ ぺり と し て 起 
伏 が 少な い の で 、 全 体 に 描き 込む の で は な く 
イラ スト の どこ か に 余白 を 作り 視線 を 誘導 し 
や すい よう に し て いま す 。 今回 は 上 方 に 情報 
を 密集 させ 、 下 方 に 余白 を 多め に 取り まし た 。 


構図 の 取り 方 


私 は 、 ま ず 描 きた いも の を 明確 に し 、 そ の メイ ン が 引き 


叶 先 r- [に 
導水 > oa 100 > メッ 
ss an izー の Oxw VS 1 


le 100% 東 豆 
IL 脅 回 


I 100% 通 常 
・ 


Pe 


また 、 一 枚 の 絵 中 の 顔 の 数 に も 気 を つけ て いま す 。 背 後 


立つ よう パズル の よう に 構図 を 決め て いき ます 。 今 回 の イ の 二 人 の 少女 も 、 中 央 の 少女 の 顔 を 目立た せる た め に 顔 の 

ラス ト で は 、 も ちろ ん 中 央 の 少女 が メイ ン で す 。 少 女 を 引 見 えな い 配 置 に し て いま す 。 

き 立 た せる た め に その 他 の 要素 を 配置 し て いき ます 。 この イラ スト を ば ぱっ と 見 た 際 に 、 ま ず 中 央 の 少女 の 顔 に 
下方 に 描い た 左右 対称 の 植物 も 、 少 女 を 引き 立た せる た 目 が 行く ハズ で す 。 そ し て その まま 視線 を 下ろ し て も 、 中 

め の 存在 で す 。 後 々 色 を 着け る 際 も 、 植 物 が 少女 より も 目 内 部 分 に は ほぼ 他 の 要素 が あり ませ ん か ら 、 中 央 の 少女 は 


立た な いよ うな 色 に する つも り で す 。 


印象 に 残り や すい の で は な いか と 思い ます 。 


下方 に 左右 対称 の 植物 を 描く こと で 少女 少女 が 引き 立つ よう に 視線 を 下 し た 先 に 


を 引き 立た せる 


は 描き 込み を 少な くす る 
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イラ スト を 塗る 前 に 


必用 > 線画 を 描く た め の 準 備 


線画 作業 に 移る 前 に 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー 
を 準備 し て お きま す 。 

まず 、「 ラ フ 」 と いう 名 前 の レイ ヤー フォ ル 
ダー を 作り 、3 つ ある ラフ レイ ヤー を まとめ 
ます 。 こ の 下 に 新規 に ラス ター レイ ヤー を 作 
り 、「 塗 りつ ぶし 」 で 画面 を 白色 一 色 に 塗り つ 
ぷ ぶし ます 。 ラ フ の サイ ズ や 位置 の 調整 な ど で 
透過 部 分 が ある た め 、 線 画 を 描き や すく する 
た め に 入れ て いま す 。 レ イヤ ー 名 は 「 白 背景 」 
で す 。 

「 ラ フ 」 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 上 に 「 線 画 」 
レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作り 、 こ こ に 線画 に 関 
する レイ ヤー を 入れ て いき ます 。「 ラ フ 」 レ イ 
ヤー フォ ル ダ ー の 「 不 透明 度 」 を 下げ て 、 こ の 
状態 で 上 か ら 線 画 を 描き ます 。 


司 。 線 の 勢い や 伸び や か さ を 大 切 に 描く 


線 の 勢い を 大 切 に 線画 を 描く 


線画 を 描く 際 に は 、 作 業 が スム ー ズ に で きる よう に 線画 用 の フォ ル ダ ー を 準備 し て 線画 を 
描き な が ら レ イヤ ー 分 け を し ます 。 ほ ば ぼ 下 描き 通り に な ぞ つ て 線画 を 描い て いき ます 。 


和仁 レー [ae 史 計 

通常 < 100 = 
こっ # A 
100% 3 
8 通常 
100% 仙 
lfY ニ 1 」 


剛 ~s 
と 4 
に に と め 


100% 通 
* EE 


線画 は 、 顔 か ら 描 いて いく こと が ほとん ど で す 。「 シ ャ ー レイ ヤー を 非 表 示 に し た り し な が ら 描 いて いき ます 。 
ペン 」 の サイ ズ 3px を 使っ て 、 下 描き の 上 か ら ほ ぼ 下 描き 線画 を 描く 際 に は 、 フ リー ハン ド で 綺麗 な 線 を 引く た め 


通り に な ぞ っ て いき ます 。 


に 線 の 勢い を 大 切 に し て いま す 。 基 本 的 に ペン を 上 か ら 下 


私 の イラ スト は 、 線 画 を は っ きり と 目立た せる イラ スト に 振り 下ろす イメ ー ジ で す 。 右 側 の 顎 紐 部 分 も 上 か ら 下 に 
な の で 、 気 に 入っ た 線 が 引け る まで 何 度 も 線 を 引き な お し 振り 下ろし て 線 を 引け る よう に イラ スト を 回 転 さ せ 、 ペ ン 
ます 。 イ ラス ト を 左右 反転 させ て パラ ンス を 見 た り 、「 ラ フ 」 を 振り 下ろ し て 勢い の ある 線 を 描い て いま す 。 


> 


メイ ン の 少女 の 顔 か ら 線 画 を 描き 始め る イラ スト を 回 転 さ せ 、 振 り 下 る ろ す イメ ー ジ で 


勢い の ある 線 を 引く 


必須 > 影 に な る 部 分 を 塗り つぶ す 


髪 節 り の 花弁 や 花 芯 の 細か い 部 分 は 、 輪 部 
を な ぞ っ た あと 、 や や 細め の ペン で 中 身 を な 
ぞ っ て いき ます 。 ま た 、 袖 の 中 や 背面 に 回 る 
リボ ン な ど 、 影 に な る 部 分 は 「 塗 りつ ぶし 」 で 
黒く 塗り つぶ し て いき ます 。 

私 の イラ スト は 、 線 画 が 完成 時 の 状態 で 
は っ きり と わか る 割 に 細め な た め 、 着 色 時 の 
影 だ け で す と ぼん や り し た 印象 に な っ て し ま 
いま す 。 そ の た め 、 線 画 段 階 で 塗り つぶ すこ 
と で 物 の 形 を 明白 に し て いま す 。 


隔 星 。「 圏 形 」 ツ ー ル を 使っ て 描く 


「 図 形 」 ツ ー ル は 、 直 線 や 円 、 析 円 な ど を 描く 際 に と て も 
便利 な ツー ル で す 。 フ リー ハン ド で 描く こと と も あり ます が 、 
キリ ッ と し た 有 雰囲気 を 出し た いと き は パー ツ に よっ て 「 図 
形 」 ツ ー ル を 使用 し て いま す 。 

今回 は 、 鍋 杖 の 先端 に 「 直 線 」、 持 ち 手 部 分 に 「 曲 線 」 を 使 


A 


「 橋 円 」 を 使っ て 服 の 玉 飾り を 描く 
描く 


鍋 杖 の 先端 は "直線 」、 持 ち 手 部 分 は 「 曲 線 』」 を 使っ て 


用 し まし た 。 ま た 、 服 の 玉 飾 り と 光背 に は 「 橋 円 」 を 使用 し 
て いま す 。 Shift キー を 押し な が ら ド ラッ グ す る と 真 円 を 描 
く こ と が で きま す 。 

イラ スト の 中 に こう いっ た 線 が 入る と 視線 を 誘導 する ポ 
イン ト に な り 、 イ ラス ト 全 体 が 引き 締まっ て きま す 。 


NN ペン / べき 


1 > ふと ご 
光背 に は 「 頂 円 」 を 使っ て 、 真 円 を 描く 
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へ 坦 記 固 藩 生 台 汁 上 と 半 藩 
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際 腔 > 黒い シル エッ ト る 効果 的 に 使う 


黒い シル エッ ト を 部 分 的 に 作っ て いき ます 。 私 の 線画 は 
強弱 が あま りな くす べ て を 均一 な 調子 で 描く た め 、 黒 い シ 
ル エ ッ ト を 作る こと で 画面 に 抜き を 作り 、 注 視 し な いで い 
い 部 分 を 入れ て メイ ン が 目立つ 効果 を 出し て いま す 。 植物 


が 


上 方 の 右足 部 分 も 塗り つぶ し て 、 黒 い シ ル エ ッ ト を 効果 的 に 使う 


了 。 線 画 段階 の 最終 チェ ッ ク を する 


A ン 
し Yaa. . = 
し 4 と N 
の ヽ 
wy 1 
で 
史 ヾ さ 


ET 


な ど は 顕著 で す が 、 奥 に シル エッ ト だ け の 植物 を 描く こと 
で 手前 の 植物 を 目立た せる こと が で きま す 。 

描く 際 は 、 画 面 を 拡大 し た り 引 いた り を 繰り 返し な が ら 、 
バラ ンス を 見 て 塗り つぶ す 部 分 を 決め て いき ます 。 


疾 レー 
> 2 
bk アノ ~ 7 4 
‘WA, 
4 
ルズ ヽ 
a / 


奥 に 黒い シル エッ ト の 植物 を 描き 、 手 前 の 植物 を 目立た せる 


全体 の バラ ンス を 見 な が ら 黒 い シ ル エ ッ ト を 増やし て いき 
ます 。 上 方 は 左側 に 比べ 右側 に 情報 量 が 多い の で 、 下 方 は 
その 対 角 と な る 左下 に 黒い シル エッ ト の 植物 を 増やし て 重 た 
さ を 持 た せ 、 全 体 の バラ ンス を と っ て いま す 。 

線画 は 、 後 ほど 修正 や 線 の 色 を 変え る 作業 が し や すい よう 
に 、 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て いま す 。 

これ で 線画 が 完成 し まし た 。 
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LESSON 1 


イラ スト を 塗る 前 に 


下塗り を し て 配色 を 決め る 


最初 に 、 塗 り の 準備 と し て 着色 用 の フォ ル ダ ー を 作成 し ます 。 下塗り で は 、 ラ フ の 段階 で 
イメ ー ジ し て いた 色 を 置い て 、 全 体 の バラ ンス を 見 な が らい ろ い ろ な 色 を 試し て いき ます 


司 星 > 下塗り の た め の 準 備 ・ 


下塗り の 準備 を し ます 。 ま ず 、「 ラ フ 」 レイ ロー ミア バン コ 『 っ | に 
ヤー フォ ル ダ ー を 非 表 示 に し て いち ば ん 下 へ FT a 
移動 し 、 パ ー ツ ご と に 塗り つぶ し が で きる よ fio 
うに 「 線 画 」 レイヤー フォ ル ダ ー を 「 参 照 レ イ | 
ヤー に 設定 」 に し て お きま す 。 4 日 陳 

次 に 「 線 画 , レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 下 に 、 着 SE 


色 に 使う レイ ヤー を 収納 する 「 着 色 」 レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 作り ます 。 色 の レイ ヤー は 後 か 
ら で も 色 を 変更 で きる よう に 、 お よそ 同じ 色 
同士 、 隣 接し な い 色 同士 で レイ ヤー 分 けし て 
お きま す 。 最 初 に 作る レイ ヤー は 「 背 景色 」 で 
す 。 背 景色 を 仮に 決め て 「 塗 りつ ぶし 」 で 塗り ps sms@| 軸 有 2 
つぶ し ます 。 


= 。c 
背景 色 を 仮に 決め て 「 塗 りつ > » で さ 


ぶし 」 で 塗り つぶ す 


了 須 > 人 物 の 下塗り を する 


下塗り は 、 ラ フ 段 階 で で メージ し て いた 色 を 置い て いき 
ます 。「 自 動 選 択 」 を 参照 レイ ヤー 用 選択 」 に し 、 塗 りつ ぶ 
す 部 分 を 選ん で 「 塗 りつ ぶし 」 で 塗り つぶ し ます 。 参照 レイ 
ヤー を 利用 し て いる の で 、 塗 りつ ぶし が 簡単 に で きま す 。 
塗り つぶ し きれ な か っ た 部 分 は 、「 濃 い 鉛 筆 」 で 塗っ て いき 
ます 。 基 本 的 に この 作業 を 繰り 返し て 下塗り を し ます 。 


SN PT ! 
「 自 動 選択 」 で 塗る 箇所 を 選択 「 梁 りつ ぶし 」 で 色 を 置い て いく 
する 
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線画 は 黒 で 描い て いま す が 、 少 し きつ い 印 象 に な っ て し な 印象 に な り ま す 。 線 の 色 が 均一 で す と 線画 が 目立つ 部 分 
まう の で 黒 に 近い 茶色 に 変更 し まし た 。『 透 明 ピ クセ ル を と 目立た な い 部 分 が 出 て き て し まう た め 、 全 体 的 に 印象 を 
ロッ ク 」 し て 「 鉛 筆 」 な ど で 塗り つぶ し て 変更 し ます 。 均等 に に それ で いて シル エッ ト だ け は は っ きり する よう に 

淡い 色 で 着色 し た 部 分 は 、 線 画 も や や 淡く し た 方 が 自然 線 の 色 を 選ん で いま す 。 


デア も 
淡い 色 で 着色 し た 部 分 は 線画 が きつ い 印象 に 線画 の 色 を や や 淡く し て 、 淡 い 色 で 着色 し た 部 分 と 調和 を と る 


必 腔 > 背景 が 透け る よう に する 


羽衣 部 分 は 、「 不 衣 明 度 」 を 利用 し て 背景 の 色 が 透け る よ 「 羽 衣 」 レ イヤ ー を 選択 し て 「 不 透明 度 」 を 下げ ます 。 不 般 
うに し ます 。 不 透明 度 は 値 が 高い ほど 不透明 に 、 値 を 下げ 明度 の 度合 い は 、 背 景 の 透け 感 を 実際 に 見 な が ら 調 整 し て 
る と 透明 に 近付き 背景 が 透け て 見 える よう に な り ま す 。 いき ます 。 


aka ご | 
DD Sars 


必 ) 背景 色 を 変え る 


今 置い て ある 色 は ラン 段階 で 想定 し て し た 色 で す が 、 同 
系 統 の 色 で まとめ すぎ た せい か 、 服 の 袖 だ けが 目立っ て し 
まい 、 メ リハ リ の な い 平 坦 な イラ スト に な っ て し まい まし 
た 。「 あ まり 面白 味 が な い 」「 違 うか な 」 と 感じ た と き は 、 下 
塗り の 段階 で いろいろ な 色 を 試し な が ら 変え て いき ます 。 

メリ ハリ を つけ る に は 、 色 合い や 明暗 差 の ある 色 を 使う 
と 全体 が 引き 締まり ます 。 そ の 反面 メリ ハリ が 強 す ぎ て き 
つい 印象 に な り が ち で す の で 、 抑 えた 色調 の 中 に アク セン 


髪 飾り に 朱色 を 入れ 、「 ぼ か し 」 で グラ デー ショ ン に 
する 


ト と し て 鮮やか な 色 を 加え て 調和 を と り ま す 。 

まず 、 仮 に 置い た 背景 色 を 同系 統 の 濃い 茶色 に 変え 、 こ 
れ に 合わ せ て 服 や 小物 の 色 を 試し て いき ます 。 ア クセ ント 
に は 、 以 前 見 た 仏教 絵画 で の 散華 の 蓮 の 赤色 が 印象 的 だ っ 
た の で 、 蓮 に 朱色 を 入れ まし た 。 艇 飾り は 「 ぼ か し 」 を 使っ 
て グラ デー ショ ン に し 、 柔 ら か さ を 出 し て いま す 。 濃 淡 や 
その 色 を 使う 範囲 に よっ て も 印象 が 違い ます か ら 、 バ ラン 
ス を 見 な が ら 配 色 を 決め て いき ます 。 
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必 肝 > 服 や 小物 の 色 を 変え る 


色 は 、 だ いた い 3 色 程度 の 系 統 で まとめ る と 統一 感 が 出 
て きま す 。 今回 は 金 、 オ レン ジ 、 水 色 の 3 色 で す 。 釣 杖 と 
光背 の 金色 は 変更 し な いつ も り だ っ た の で 、 金 と 朱色 に 合 
う 色 と し て 水色 を 加え て いま す 。 絶対 に 譲れ な い 色 を 基準 
に 、 そ れ に 合わ せ て 全体 の 色 を 決め て いく と 、 ま と まり の 
ある 落ち 着い た 印象 に な り ま す 。 


3 色 の うち 服 に 水色 系 を 使い まし た が 、 背 景色 を 暗く し 
た 影響 で 沈ん だ 印象 に な り ま し た 。 絵 の 中 で 面積 を 大 きく 
取っ て いる 服 の 袖 を 明る い 色 に 変え 、 明 暗 を ハッ キリ させ 
て いま す 。「 ナ ビ ゲ ー タ ー」 で 縮小 され た 状態 で 明暗 の 差 が 
くっ きり わか る よう に 色 を 決め て いく と 、 メ リハ リ の ある 
イラ スト に な り ま す 。 


に Ter NW の ①S 会 


「 ナ ビ ゲ ー タ ー」 で 明暗 の 差 が 
わか る よう に する 


LESSON 2 人 物 ・ 衣 装 ・ 小 物 の 彩色 


] 人 物 を 印象 的 に 塗る 


塗り 作業 で は 、 常 に 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 し て 塗り 進め ます 。 肌 や 類 の 塗り 、 暗 の 作り 
方 に よっ て 印象 的 な 人 物 に 仕上 げ て いき ます 。 


> 目の下 や 指先 に 影 を 塗る 


塗り 作業 で は 、 常 に 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 を オン に し 
て 、 下 塗り の 部 分 か ら は み 出 さ な い よう に し て お きま す 。 

「 鉛 筆 」 ツー ル の 「 濃 い 鉛筆 」 で サイ ズ 7…-10px を 使い 分 
け て 影 を つけ て いき ます 。 私 の イラ スト は 全体 的 に 彩 度 の 
低い 色 を 使用 し て いる の で 、 肌 の 影 も や や 灰色 に 近い 色 を 
選ん で いま す 。 

目の下 や 指先 な ど は 、「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 で ぼ ぽか 
し て グラ デー ショ ン に し ます 。 目 の 下 は サイ ズ 10px、 指 
先 は サイ ズ 20px を 使い 、 ぼ か す 範 囲 に よっ て 使い 分 け て 
いま す 。 目 の 下 や アイ シャ ドウ 部 分 に 一 段階 濃い 色 を 入れ 、 
必要 に 応じ て ぼかし ます 。 仕 上 げに 目尻 に 赤い 色 を 入れ ま 
し た 。 


FE- ネ アバ PC | rai : 59ー ク ル 
s 3 ( 史 ミ 区 - 
sil CR H 
|a に 部 村 
|s wagll 固 
bo mismiom8 の 
FE“ 
昌和 肌 の 影 に は 、 や や 灰色 に 
の 2 近い 色 を 使う 


っ E9 守 


| 回 や 


100% 通 
| 「 透 明 ビ ピク セル を ロッ ク 」 を オン に 
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人 物 ・ 衣 装 ・ 小 物 の 彩色 | 


司 四 。 暗 孔 と 影 で 瞳 を 作る 


私 は 、 目 に あま り 描 込み を し な い の で 、 影 の 色 は その 
分 重要 な 情報 に な り ます 。 今回 は 非 日 常 感 や 人 外 っ ぽ さ 、 
色 的 な 華やか さ を 加味 する た め に 影 を 水色 に し て いま す 。 
目 の 色 か ら 遠 い 色 に な れ ば な る ほど 、 こ の 印象 は 強まり ま 
す が 、 基 本 的 に 既に 絵 中 に ある 色 か ら と り ま す 。 

反対 に 、 本 来 の 影 ら し く 濃 い 茶 色 な ど に する と 、 真 っ 当 
さ 、 生 き 物 らし さ が 加 わる 気 が し ます 。 そ うし た 効果 を 狙 
う 際 は 、 影 に 奇抜 な 色 は 選ば な いよ うに し て いま す 。 


瞳 に は あま り 描 き 込ま な い の で 、 肌 色 の レイ ヤー に その ま 
ま 塗 っ て し まう こと が ほとん ど で す 。 

色 は 特に 意味 を 持た せる 必要 が な い 場 合 は 、 既 に 塗っ て あ 
る 画面 上 の 色 の 中 か ら と り ま す 。 色 を 決め る 際 は 、「 ズ ー ム ア 
ウト 」 で 全体 を 見 な が ら イ ラス ト に な じ む 瞳 の 色 を あて は め て 
いき ます 。 今回 は 鍋 杖 な どの 金色 を や や 淡く し た 色 に し まし 
た 。 ま た 、 瞳 の 影 と し て 上 方 に 水色 を 入れ て 華やか さ を 出 し 
て いま す 。 


ほぼ 描き 込み の な い 私 の 目 の 要素 と し て 、 も う ひ と つ 重 
要 な 情報 は 瞳孔 で す 。 た だ の 黒い 点 に すぎ ませ ん が 、 あ 
る の と な い の で は だ いぶ 印象 が 違い ます 。 今 回 は 、 少 女 の 
視線 を 鍋 杖 あたり に 下ろ し た か っ た の で 瞳孔 を 入れ まし た 
が 、 な くす と さら に 非 人 間 感 が 増し て きま す 。 そ れ に 、 ど 
こと な くぼん や り と し た 、 意 思 の な いよ うな 表情 に な り ま 
す 。 そ うし た 効果 を 狙う イラ スト の 際 は 、 暗 孔 は な くし て 
いま す 。 


水色 の 影 を 入れ て 、 非 日 常 感 や 華やか さ を 影 らし い 茶 系 の 色 を 入れ て 、 生 き 物 らし さ 瞳孔 を 描か ず に 、 ぼ ん や り 感 や 意思 の な い 


出す を 出す 


表情 を 出す 


際 肝 > 薄い ピン ク 色 で チー ク を 入れ る 


類 の 着色 用 に レイ ヤー を 準備 し ます 。 ま ず 「 肌 」 レ イヤ ー 
の 上 に 新規 レイ ヤー を 作り 、 レ イヤ ー 名 を 「 類 」 に し まし た 。 
次 に 、 肌 か ら は み 出 さ な い よう に 「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 レ 
イヤ ー 設 定 」- 「 下 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング 」 を 設定 し 、「 合 
成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し ます 。 こ れ で チー ク 用 の レイ ヤー 
設定 は 終了 で す 。 乗 算 は 、 下 の レイ ヤー に 色 を 重ね る 効果 
が ある の で 、 影 を つけ る 際 に よく 使用 し て いま す 。 

ご く 薄 い ピ ンク 色 を の せ 、「 ぼ か し 」 で ぼかし ます 。 最初 
に サイ ズ 40px で ぼかし た あと 、 サ イズ 60px で さら に ぽか 
し ます 。 足 や 指先 な ど に も 同じ よう に ピン ク 色 を 入れ て い 
きま す 。 


Dip ょ を ロ | 


属 ) 影 と ハイ ライ ト で 髪 の 流れ を 作る 


髪 レ イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作り 、「 レ イヤ ー」 メ 
ニュ ー の 「 レ イヤ ー 設 定 」-「 下 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング 
を 設定 し ます 。 さ ら に 、 こ の レイ ヤー を 「 乗 算 」 に し ます 。 
影 を つけ る 際 の レイ ヤー の 準備 は 、 す べ て この 手順 で す 。 

影 の 色 は 、 髪 の 色 よ り も や や 青み が か っ た 色 を 選ん で い 
ます 。 ハ イラ イト を 入れ る 際 も 、「 影 」 レ イヤ ー の 上 に 新規 
に 『 光 」 レ イヤ ー を 作り 、「 下 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング 」 し 
ます 。「 合 成 モ ー ド 」 を 「 ス クリ ー ン 」 に し て 、 濃 い 黄 色 で 髪 
に ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 影 と ハイ ライ ト を 加え る 
だ け で 髪 に 動き が 出 て きま す 。 
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LESSON 2 


人 物 ・ 衣 装 ・ 小 物 の 彩色 


ノ 調和 を 意識 し て 衣装 を 描く 


衣装 を 描く 際 に は 、 人 物 を 引き 立た せ イ ラス ト の 中 で の 調和 が と れる よう に 色 や 柄 を 決め 
て いま す 。 こ こ で は 衣装 の 柄 の 描き 方 や 色 の 使い 方 に つい て 紹介 し ます 。 


了 肝 > スカ ー ト の ライ ン を 引く 


まず 、 ス カー ト に 柄 を 入れ まし た 。 服 の 柄 も 基本 的 に レ 
イヤ ー の 上 に クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー を 重ね て 入れ て い 
きま す 。「 ス カー ト 」 レ イヤ ー の 上 に 「 柄 」 レ イヤ ー を 追加 し 
て 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し ます 。 

「 濃 い 鉛筆 」 を 使っ て 、 細 い 方 の ライ ン は サイ ズ 7px、 太 
い 方 の ライ ン は サイ ズ 17px で 引き まし た 。「 自 動 選 択 」 で 
スカ ー ト の 線画 の プリ ー ツ ひと つ ひ と つ を 選択 し て か ら ラ 
イン を 引く と 、 隣 の プリ ー ツ に は み 出 さ な い よう に ライ ン 
を 描く こと が で きま す 。 


@ ら の 
し きみ 氏 の ペン の 使い 分 け 


CLIP STUDIO PAINT に は た くさ ん の ペン が あり ます が 、 彩 」 な ど を 加え て 描い て いき ます 。 
私 は あま り 多く を 使う こと は あり ませ ん 。「 シ ャ ー ペ ン 」 で 描く も の 描く 目的 に に っ て ペン の サイ ズ を 変え て 、 効 果 
線画 を 描い た あと は 、「 濃 い 鉛筆 」 と 「 ぼ か し 」 を メイ ン に 「 油 を 加え て いま す 。 


使う ペン 旧記 使用 する タイ ミン グ 
シャ ー ペ ン 線画 
ツー ル - 
2 | 濃い 鉛筆 | 塗り 分 け 、 影 つ け 、 ハ イラ イト な ど 色 塗り 全般 
ea 、 服 の 柄 や 背景 の 一 部 な ど 、 な ん と な く パ バッ キリ と させ た く な い 、 
ジー ル 0 有機 的 な 要素 を 求め た い 際 
色 混ぜ ツー ル | ぽか し | 肌 、 服 飾 な ど グ ラ デ ーション を 作る 際 


64 


司 。 蓮 と 水鳥 の 柄 を 描く 


今回 は 、 ラ フ の 段階 で 蓮 の 柄 を 入れ る こと 
だ け は 決め て いま し た 。 季節 が テー マ の 際 は 、 
季節 感 を 意識 する こと も あり ます が 、 蓮 その 
も の か ら の 連想 で 水鳥 を 加え て いま す 。 衣 装 
や 装飾 な ど を 決め る と き は 、 仏 画 や 日 本 画 を 
参考 に し て いま す 。 

柄 、 色 、 位 置 な ど は 実際 に 柄 を 入れ る 段階 
で 決め ます 。 大 き 目 の 柄 ( 蓮 ) を 先 に 入れ る と 
他 の 柄 の 位置 が 決め や すく な り ま す 。 ま た 、 
色 は 柄 そ の も の の 本 来 の 色 ( 蓮 だ っ た ら 白 や 
ビ ピンク な ど ) を あま り 意 識 せ ず 、 あ くま で イ 
ラス ト の 中 で の 調和 を 意識 し て いま す 。 

「 上 着 」 レ イヤ ー の 上 に 「 柄 」 レ イヤ ー を 追加 
し て 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し ます 。 
蓮 は 「 筆 」 ツ ー ル の 「 油 彩 」 を 使用 し て 描き ま 
し た 。 描 いた 柄 を コピ ー し て 服 の 色 レ イヤ ー 
の 上 で ペー スト し 、「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 変 形 」 
ー「 自 由 変形 」 で 服 の 形 に 沿う よう に 変形 させ 
ます 。 ペー スト し た 柄 は すべ て レイ ヤー を 
統合 し て ひと つの レイ ヤー に し 、 服 の 色 レ イ 
ヤー に クリ ッ ピ ング し ます 。 
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へ 秋 基 計時 池 Q 当 婁 
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人 物 ・ 衣 装 ・ 小 物 の 彩色 | 


情 内 びら の 柄 を 描き 加え る - 


服 に 花びら の 柄 を 描き 足し ます 。「 濃 い 鉛筆 」 で 朱色 と 水 色 を 塗り 分 け て 「 ぼ か し 」 で 作り ます 。 こ こ は 、 グ ラ デ ー シ ョ 
色 の 花びら を 描き 、 こ の ふた つの 花びら が つなが る 箇所 を ン の 範囲 を 大 きく 出し た 方 が 色 の 混じり が 見 えて 面白 い の 
グラ デー ショ ン に し まし た 。 グラデーション は 、 朱 色 と 水 で 、 サ イズ 80Opx の 大 きめ の ブラ シ で ぼかし て いま す 。 


朱色 と 水色 で グラ デー ショ ン の 花びら を 


作る 
司 。 袖 の 動き に 合わ せ て 色 を 入れ る ー 
クリ ッ ピ ング し た レイ ヤー を 「 ハ ー ド ライ ト 」 に し 、「 濃 い 体 に お ける 水色 の 面積 が 大 きく な っ て し まい 、 刺 し 色 と し 
鉛筆 」 と 「 ぼ か し 」 で 服 に グラ デー ショ ン を つけ ます 。 て 目立た な く な っ て し まい ます 。 水色 か ら オ レン ジ の グラ 


初め に メ イン カラ ー の ひと つ 水 色 を 入れ て み ま し た 。 今 デー ショ ン に 変え て みる と 、 羽 衣 や 玉 飾 り の 刺し 色 の 水色 
回 の イラ スト で 、 水 色 は 刺し 色 の 役割 で 選ん だ 色 で す 。 赤 、 が 目立つ よう に な り 、 イ ラス ト 全 体 も 暖色 系 の イメ ー ジ に 
オレ ンジ 、 金 な どの 暖色 系 の 中 で 、 羽 衣 や 玉 飾 りな ど 面 積 戻り まし た 。 
は 少な いも の の 重要 な 部 分 に 使う こと で 印象 的 に な る よう 柄 入れ の 仕上 げ と し て 「 デ コレ ーション 」 ツール の 「 牙 線 」 
に し て いま す 。 水色 の グラ デー ショ ン に し て し まう と 、 全 ー「 点 線 」 を 使い 、 サ イズ 12px の 点線 柄 を 描き 足し まし た 。 


性 ) 絵 的 な バラ ンス を 意識 し て 影 を つけ る 


髪 と 同様 の 手順 で 服 の 影 を つけ ます 。「『 着 
物 」 レ イヤ ー の 上 に 「 影 」 レ イヤ ー を 追加 し て 
「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 に 設定 し ま 
す 。 こ の レイ ヤー を 「 乗 算 」 に し て 、 影 を つけ 
て いき ます 。 

私 の イラ スト は 、 影 を つけ る 際 に あま り 光 
源 と いう も の を 意識 し て いま せん 。 影 らし さ 
と いう より も 、 絵 的 な パラ ンス 、 面 白 さ を 意 
識 し て 感覚 で つけ て いま す 。 そ れ で も リボ ン 
の 影 な ど 、 少 し 写実 性 を 意識 し て 上 か ら 光 が 
あたっ て いる よう な 影 を 所 々 に 入れ る こと で 
立体 感 を 出し て いま す 。 

影 の 色 は 、 基 本 的 に 青紫 が か っ た 色 で つけ 
て いま す 。 紫色 の 影 が 好き だ か ら と いう こと を 描く 
も あり ます が 、 ど こと な く 幻 想 的 に な る と こ 
る が 気に入っ て いま す 。 
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LESSON 2 人 物 ・ 衣 装 ・ 小 物 の 彩色 | 


レク の 性 > グラ デー ショ ン で 玉 飾り を 塗る 


玉 飾 り を 塗り ます 。 最初 に 玉 飾 り を 「 濃 い 
鉛筆 」 を 使っ て 、 上 が 明る く な る よう に 白 、 
水色 、 紫 、 黒 に 塗り 分 け ま す 。 色 の 境目 に 沿っ 
て 「 ぼ か し 」 を 動か し て グラ デー ショ ン を 作り 
ます 。 


へ 普 次 計器 当量 


次 に 、 主 線 と 同じ 色 を 使っ て 玉 飾 り の 模様 
を 描き 、 白 と 赤 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 こ 
の 作業 を 繰り 返し て 、 す べ て の 玉 飾 り を 塗っ 
て いき ます 。 
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ぼかし ツー ル で グラ デー ショ ン を 作る コツ 


「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 を 使っ て グラ デー ショ ン 玉 飾 り の よう な 小さ な 部 分 で 大 き な ブ ラ シ を 使え ば 、 す 
を 作る コツ は 、 色 の 境目 に 沿っ て 健 を 動か すこ と で す 。 二 べ て の 色 が 混ざっ て し まい ます し 、 葉 の よう に 大 き な 部 分 
色 が 混ざり 合っ て グラ デー ショ ン が で きま す 。 で 小さ な ブラ シ を 使用 し て も 、 全 体 図 まで 引い て 見 た 際 に 

また 、「 ぼ か し 」 の ブラ シ サ イズ も グラ デー ショ ン の で き グラ デー ショ ン が 目立ち ませ ん 。 グ ラ デ ー シ ョ ン に し た い 
に 影響 し ます 。 大 き な ブ ラ シ で ぼ か せ ば ニ 二 色 が 混ざる 部 分 部 分 の 大 き さ に よっ て 使い 分 ける と よい で し ょ う 。 グ ラ デ ー 
の 幅 が 増え る た め 、 ゆ る や か な グラ デー ショ ン に な り ま す 。 ショ ン は いろ いろ な 場面 で 利用 で きま す の で 試し て みて く 
反対 に 小さ な ブラ シ で ぼ か せ ば 二 色 が 混ざる 幅 が 小さ い の だ さい 。 

で 、 急 激 な グラ デー ショ ン に な り ま す 。 


色 を 塗り 分 ける 「 ぼ か し 」 を 使い 、 色 の 境目 に 沿っ て 動 グラ デー ショ ン の で き あ が り 
か す 


大 き な サ イズ の 「 ぼ か し 」 を 使う と 、 ゆ る や か な グラ デー ショ ン に 小さ な サイ ズ の 「 ぼ か し 」 を 使う と 、 急 激 な グラ デー ショ ン に な る 
な る 
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主役 を 引き 立た せる 小物 を 塗る 


ここ で は 、 鍋 杖 や 光背 の 金属 、 燃え 立つ よう な 蓮 の 髪 飾 り 、 リ ボン や 羽衣 が 舞う よう す な ど 、 
影 や ハイ ライ ト の つけ 方 に よっ て 物 の 質感 、 表 情 を 表現 する 方 法 を 紹介 し ます 。 
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了 較 > 金属 の 質感 を 表現 する 


金属 部 分 は 、 明 る い 色 を 入れ て か ら グ ラ デ ー シ ョ ン に し 
て いき ます 。 新 た に 「 金 」 レイ ヤー を 追加 し て 鍋 杖 の 頭 部 や 
先端 、 光 背 に サイ ズ 60Opx の 「 濃 い 鉛筆 」 で 明る い 色 を 塗り 、 
色 の 境目 に 沿っ て 「 ぼ か し 」 を 動か し て グラ デー ショ ン を 作 
り ま す 。 次 に 「 濃 い 鉛筆 」 で 、 鍋 杖 や 光背 に ハイ ライ ト を 入 


「 濃 い 鉛筆 」 を 使っ て ハイ ライ ト を 入れ る 


れ て いき ます 。 

影 は 、 髪 と 同様 の 手順 で す 。「 金 」 レ イヤ ー の 上 に 「 影 」 レ 
イヤ ー を 追加 し て 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し 、「 合 成 
モー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 影 を つけ ます 。 こ れ で 金属 部 分 の 
塗り が 完成 で す 。 


「 合 成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 影 を つけ る 


必須 > 紅蓮 の 髪 飾 り を 塗る 


髪 飾 り の 塗り は 、「 影 」 レ イヤ ー を 「 下 の レ 
イヤ ー で クリ ッ ピ ング 」 し 、「 合 成 モ ー ド 」 を 「 乗 
算 」 に し て 影 を つけ て いき ます 。 同 様 に 「 ス ク 
リー ン 」 の レイ ヤー を 追加 し て 、 下 の レイ ヤー 
で クリ ッ ピ ング し て ハイ ライ ト を 入れ ます 。 

髪 飾り の よう に 顔 に 近い 部 分 の 小物 は 、 お 
そら く 見 る 方 も 注視 する 箇所 で は な いで し ょ 


回 1 和信 
うか 。 そ の た め 顔 周り の 装飾 の 影 つ け は 、 と ド 較 
て も 丁寧 に 行っ て いま す 。 こ うし た 周囲 の 小 AE 
物 に 影 を 入れ る こと で 、 人 物 の 表情 や イラ ス DD と る 品 に 6| 


ト そ の も の に 説得 力 が 出 て くる 気 が し ます 。 


DD を を 品 に @| 


@ ら @ 
ハイ ライ ト の 入れ 方 


今回 の イラ スト で は 、 髪 、 髪 飾り 、 玉 飾り 、 銀 杖 、 光 背 ハイ ライ ト は 、 基 本 的 に 入れ る 部 分 の 端 に 大 きく 、 中 央 
な どい ろ い ろ な 場面 で ハイ ライ ト を 入れ て いま す 。 イ ラス 部 分 に 小さ く を 意識 し て 入れ て いま す 。 ま た 、 右 図 の よう 
ト に 明る い 部 分 を 作る こと で 、 立 体感 が 出 て きま す の で 、 に 円 柱状 の も の は 中 央 部 分 に ハイ ライ ト を 引き ます 。 こ れ 
全体 の バラ ンス を 見 な が ら 効 果 的 に 使い た いも の で す 。 だ け で 円 柱状 の も の だ と いう こと が わか る よう に な り ま す 。 


人 ハイ ライ ト を 入れ る 部 分 の 端 に 大 きく 、 中 央 部 分 に 小さ く 入れ る 中 央 部 分 に ハイ ライ ト を 入れ て 円 柱 を 表現 する 
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の は 計時 CW 定 較 浴 肝 


び 隊 愉 等 テ 


髪 と 同様 の 手順 で リボ ン に 影 を つけ ます 。「 リ ボン 」 レ イ 
ヤー の 上 に 新た に 「 影 」 レ イヤ ー を 追加 し て 「 下 の レイ ヤー 
で クリ ッ ピ ング 」 を 設定 し 、「 合 成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 
影 を つけ ます 。 


リー 663 ' 4 < 


「 合 成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 顔 や 鍋 杖 の 影 を り ボ ン に 入れ る 


ハイ ライ ト も 同様 に 、「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 追加 し 4 NN 
て 下 の レ イヤ ー と クリ ッ ピ ング し て 入れ て いき ます 。 羽 衣 
に も 「 合 成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 影 を つけ まし た 。 リ ボン 
や 羽衣 に 影 を つけ た こと で 舞っ て いる よう す が 増 し 、 イ ラ 
スト 全体 に 浮遊 感 が 出 て きま し た 。 こ れ で 小物 の 彩色 の 完 
成 で す 。 


「 合 成 モ ー ド 」 を 「 ス クリ ー ン 」 に し て リボ ン に ハイ ライ ト を 入れ る 
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LESSON 3 


ヨ 


洒 


の 彩色 


中 


性) 光 が 反 射す る よう に 水滴 を 描く 


葉 に つい た 水滴 を 描き ます 。 最初 に 水滴 の ペー ス 色 を 塗 
り 、 下 方 に 主 線 の 色 を 入れ て か ら 白 い ハ イラ イト を 入れ ま 
す 。 水滴 の ベー ス 色 は 、 葉 の 色 が 透け て 見 えて いる よう な 


近 景 の 水滴 と 植物 を 描く 


背景 と し て の パー ツ の 描き 方 を 紹介 し ます 。 水滴 は 塗り と ハイ ライ ト で 光 の 反射 を 表現 し 、 
植物 は ば ぼかし で グラ デー ショ ン を 作り な が ら 幻 想 的 な 雰囲気 を 表現 し ます 。 


イメ ー ジ で 葉 と 同系 統 で 明る い 色 を 使っ て いま す 。 白 い 八 
イラ イト は 水滴 の 光 の 反射 を 表し 、 ハ イラ イト を 入れ る こ 
と で 立体 感 が 出 て きま す 。 


必須 > 色 使い を 工夫 し な が ら 植 物 を 描く 


植物 は 、「 乗 算 」 の レイ ヤー に 影 を つけ 、「 濃 い 鉛 筆 」 と 「 ぽ 
か し 」 で グラ デー ショ ン を つけ て いき ます 。「 ス クリ ー ン 」 の 
レイ ヤー を 追加 し て ハイ ライ ト を 入れ た あと 、「 点 線 」 を 使 
い 点 線 柄 を 追加 し まし た 。 

植物 は 、 左 右 の 手前 の 葉 だ け は 架空 の 植物 で 、 そ の 他 の 
皿 の よう な 葉 の 部 分 は 夢 の イ メー ジ で す 。 実際 の 植物 の 写 


真 と 日 本 画 を 参考 に し て 描い て いま す 。 葉 の 色 は 本 来 緑色 
で す が 、 イ ラス ト の 中 で 何かしら の 役割 を 果たせ る よう に 、 
今回 は 光背 な どの 金属 の 色 と 近 い 色 で 塗っ て いま す 。 既に 、 
枯れ て いる よう な 死 の イメ ー ジ や 、 仏 像 の 蓮華 座 を 連想 さ 
せる イメ ー ジ を 持た せる の が 目的 で す 。 差し 色 の 水色 が 入 
る こと で 、 な お 非 現実 感 が 増す よう に 描い て いま す 。 
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LESSON 3 
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景 の 島 と 波 と 雲 を 描く 
枯 京 の 
背景 は メイ ン の 人 物 を 引き 立た せ 、 イ ラス ト 全 体 の 印象 を 大 きく 左右 する 部 分 で す 。 遠 く 
に 見 える 島 、 泡 立つ 波 、 日 本 画 的 な 雲 を 描き な が ら 背 景 を 仕上 げ て いき ます 。 


司 星 。 遠く に 見 える 島 を 描く 


人 物 の 足元 奥 に ある 島 を 描き ます 。「 背 景色 」 レ イヤ ー を 
非 表示 に し 、「 島 」 レイヤー の 不透明 度 を 下げ て 、 ラ フ が 透 
け て 見 える 状態 で 描き 込ん で いき ます 。 

「 濃 い 鉛 筆 」 を 使っ て 少し 赤 味 を 帯び た 茶色 を 入れ 、 や や 
くす ん だ よう な 濃い 緑色 で 仕上 げ ま す 。 背景 を 表示 し た り 
非 表 示 に し て 色 味 を 見 な が ら 描き ます 。 


際 張 > 油彩 を 使っ て 海 に 波 を 描く 


「 筆 」 ツ ー ル の 「 油 彩 」 を 使い 、 筆 の 跡 を その まま 残す 部 
分 と ぼかす 部 分 の 緩急 を つけ て 描き ます 。 こ うす る こと で 
波 が 高く な り 、 泡 が 立つ 印象 に 近く な り ま す 。 

また 、 完 全 に 背景 と し て 目立た な いよ うに する た め 、 図 
形 的 に は せ ず 印 象 に 残ら な いよ うに し て いま す 。 


LC ラン 


ss KS 

| 2297 ズ sense 
縮 の 具 量 > 
破 の 見 油 度 se 
名 ws 

| 

| 吾 き > 
フラ ジッ 電 wa 
手 プ し 補正 » 


必須 > 日本 画 的 な 雲 を 描く 


「 線 画 』」 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 上 に 新しく 
「 合 成 モ ー ド 」 が 『 通 過 」』 の レイ ヤー フォ ル ダ ー 
を 作り ます 。 この 中 に 新規 レイ ヤー を 作り 、 
雲 を 描き まし た 。 さ ら に 「 合 成 モ ー ド 」 を 『 加 
算 (発光 )」 に し て 、 雲 が 発光 し て いる よう に 
し ます 。 バ ラン ス を 見 な が ら 、 手 前 や 島 の 左 
右 に も 雲 を 描き 加え まし た 。 

雲 に 関し て は 、 ラ フ に ある も の は 他 の 部 分 
と 同様 に ラフ 通り に な ぞ り ます が 、 そ れ 以 外 
は 完全 に 人 筆 の 勢い で 力 を 入れ て 一 息 に 描き ま 
す 。 何 度 も 何 度 も 描き 直し て 、 そ の 絵 の そ の 
箇所 に 合う 形 を 見 つけ ます 。 

こう し た 有 雲 は 、「 洛 中 洛外 図 民 風 」 な どの 日 
本 画 の 雲 の 形 を か わい いな あと 思い 取り 入れ 
た も の で す 。 日 本 画 の 平面 的 な イメ ー ジ か ら 、 
全体 的 に 影響 を 受け て いま す 。 


その 箇所 に 合う 形 を 


見 つけ る 


「 合 成 モ ー ド 」 を 
見 える 


島 の 左右 に 雲 を 描き 、 手 前 に は "合成 モー ド 」 を 「 加 算 ( 発 光 )」 に し て 流れ る 雲 を 描く 
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遠 
景 
の 
島 
と 
波 
と 
要 
を 
描 
く 
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に する 


\ 


ラン ス を 見 な が ら 飛 漆 や 花びら を 描き 足す 


画面 全体 に 「 濃 い 鉛 筆 」 を 使っ て 飛 涼 を 描き 
まし た 。 手 前 に 描い た 雲 と 同じ 「 加 算 (発光 )」 
の レイ ヤー に 描き 加え 、 飛 涼 も 発光 し て 見 え 
る よう に し て いま す 。 

また 、 少 々 物足りな いと 思う 箇所 に 花びら 
を 描き 加え まし た 。 背景 が 濃い 茶色 の 箇所 は 
「 合 成 モ ー ド 」 が 「 加 算 ( 発 光 )」 の レイ ヤー に 
描き 、 背 景 が 薄茶 の 海 の 上 に は 「 ハ ー ド ライ 
ト 」 の レイ ヤー に 描き ます 。 色 は 朱色 と 白 を 
使い 、「 濃 い 鉛筆 」 の サイ ズ 7px で 花びら の 形 
だ け を 描い て いま す 。 

これ で 背景 の 塗り が 完成 し まし た 。 


本 PITO > テン ン 


「 加 算 (発光 )」 に 描い た 花 
びら 


「 ハ ー ド ライ ト 」 に 描い た 花 
びら 


イラ スト の 完成 度 を 上 げ る コツ 


イラ スト の 完成 度 を 上 げ る た め 、 線 画 の 色 を 調整 し て 周囲 の も の と 調和 を と り ま す 。 ま た 、 
ハイ ライ ト を 描き 加え 、 よ り 立 体感 の ある イラ スト に 仕上 げ て いき ます 。 


際 肝 > パーツ ご と に 線画 の 色 を 変え る ・ 
線画 の 色 を 変更 し て いき ます 。 私 の イラ スト は 、 線 画 を 最初 に メイ ン と な る 少女 の 靴下 、 ス カー ト の 裾 レ ヒー ス の 


は っ きり と 目立た せる イラ スト で す が 、 仕 上 げ の 段階 で 主 中 の 線 の 色 を や や 淡く し まし た 。 顔 の 中 身 、 髪 、 髪 節 り の 
線 の 色 が この まま だ と 印象 が きつ いな と 思う 箇所 は 、 そ の 線 の 色 も 変更 し て 柔らか い 印象 に し て いま す 。 ま た 、 羽 衣 
部 分 部 分 に 合う よう に 変更 し て いま す 。 の 下 に な っ て いる 部 分 の 服 の 線 の 色 も 淡く し まし た 。 


77 


必須 > 仕上 げに ハイ ライ ト を 追加 する 


羽衣 や 髪 を は じ め 、 バ ラン ス を 見 な が ら 全 体 的 に ハイ ラ 
イト を 追加 し て いき ます 。 

負 杖 の 持ち 手 な ど 、 線 画 の 時 点 で 黒く 塗り つぶ し た 部 分 
に も ハイ ライ ト を 入れ ます 。 鍋 杖 の 持ち 手 に は 、「 図 形 」 ツー 
ル の 「 直 線 」 を 使用 し て いま す 。 ハ イラ イト を 入れ た こと で 、 
より 丸み が 出 て きま し た 。 こ の よう な 主 線 の 色 で 塗り つぶ 
し て し まう 部 分 は 、 必 ず ハ イラ イト を 入れ よう と 線画 の 段 
階 で 決め て いま す 。 こ れ で 仕上 げ の 完成 で す 。 


で 日 9 到 向 汚 計 9 テス 


全体 的 に ハイ ライ ト を 加え て 立体 感 を 出す 
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LESSON 4 


仕上 げ と 調整 


=| 喧 | 

最終 詩 る 

イラ スト 完成 へ の 最終 調整 と し て 色 味 、 明 る さ 、 コ ント ラス ト を 調整 し 、 華 や か さや 統一 
感 を 出し て いき ます 。 全体 バ ラン ス を 確認 し な が ら ひ と つ ひ と つ 丁 寧 に 行い ます 。 


了 須 > イラ スト に 華やか さ を プ ラス する 


イラ スト の レイ ヤー を 統合 し て 色 の 調整 を 
し ます 。 何 も し な いま まで す と イラ スト の 色 
が 沈み が ちな の で 、 や や 華やか に する 目的 
と 、 全 体 の 色 に 若干 統一 感 を 持た せる た め に 、 
オー バー レイ を 使用 し ます 。 

まず 「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 表 示 レ イヤ ー 
を 結合 」 を 選択 し て 、 表示 され て いる レイ ヤー 
を すべ て 結合 し ます 。 次 に 、 結 合 し た レイ ヤー 
の 上 に 新規 レイ ヤー を 作り 、 全 体 を ベー ジュ 
で 塗り つぶ し て 「 合 成 モ ー ド 」 を 「 オ ー バ ー レ 
イ 」 に し ます 。 最 後に 、 こ の レイ ヤー を 統合 
し た レイ ヤー と 結合 し て 完了 で す 。 


[CE Pr っ | 


Cl に 
100% 通 十 
IL 鐘 ER 
100% 適 玲 
本 
・ 場 * 
| 
| | 
ロロ を を 9 ロロ ep suse 
塗り つぶ し た レイ ヤー を 「 オ ー バ ー レ イ 」 に し て 統合 イラ スト 


と 結合 させ る 
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LESSON 4 


民有 > カラ ー バ ラン ス て で 統一 感 を 出す 


イラ スト 全体 の 色 に 統一 感 を 持た せる た め に 、 カ ラー バ 気 を つけ な が ら 調 整 し て いき ます 。 
ラン ス で 調整 し ます 。 あ まり 過度 に 調整 し すぎ る と 、 逆 に 「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 色 調 補正 」-「 カ ラー バラ ンス 」 を 選択 
統一 感 が 出す ぎ て せっ か く 塗 っ た 色 が 死ん で し まう の で 、 し て 、 全 体 の 色 を 確認 し な が ら 調 整 し ます 。 


ei 


最後 に 、 明 る さや コン トラ スト を 調整 し て 、 暗 い 部 分 と 
明る い 部 分 の メリ ハリ を つけ ます 。「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 色 調 
補正 」-「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 を 選び 、 明 る さと コン トラ 


スト を 少し 調整 し ます 。 
イラ スト が 完成 し まし た 。 
明る さ ・ コ ント ラス ト @ 
明 se(By 1| に 3 
キャ ン セル 
コン トラ ス INC* 1 = アフ ルコ の 


ー 3 = MCA 
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lack 
「 鍵 職人 と 自動 人 形 」 


厚 塗り は 、 色 を 重ね て いく 描画 方 法 で す 。 黒 で シル エッ ト を 描く こと 
か ら 始 まり 、 色 を 重ね な が ら 立 体感 や 質感 を 表現 し て いき ます 。 今回 
は 、 鍵 職人 と 自動 人 形 を テー マ に ゴシック な テイ スト で 描き まし た 。 
CLIP STUDIO PAINT の 独自 の 機能 で ある 対称 定規 や 、 色 味 を 簡単 に 置 
き 換え で きる グラ デー ショ ンマ ッ プ な ど 、 た くさ ん の 機能 を 使っ て 仕 
上 げ て いま す 。 構図 や 製作 工程 で より 描き や すく な っ た り 、 製 作 ス ピー 
ド が 上 が る 方 法 を 紹介 し て いま す の て で 活用 し て くだ さい 。 


上 人) 條 開 イラ スト を 塗る 前 に 


1-1 イメ ー ジ を 形 に する 
1-2 影 塗 り は モノ クロ 技法 の 要 


居間 厚 塗 り を 使っ た 塗り 方 


2-1 グラ デー ショ ンマ ッ プ で 色 味 を 決め る 
2-2 背景 を 描き 込む 

2-3 キャ ラク ター を 描き 込む 

2-4 パー ツ を 描き 込む 


四 ま の ) 環 完成 度 を 上 げ る た め に 


3-1 光 を 入れ る 
3-2 背景 を 描き 加え る 


完成 形 へ の 最終 調整 


4-1 「 ガ ウス ほぼ か し 」 で 距離 感 を 出す 
42 発光 を 加え る 
43 最後 の 描き 込み 
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イメ ー ジ を 形 に する 


最初 に 黒 で 塗り つぶ す よ うに シル エッ ト を 作り 、 顔 や 手 な ど を 浮か び 上 が ら せ る よう に 描 
いて いき ます 。 お お ま か な イ メー ジ を 決め 、 描 き な が ら イ メー ジ を 形 に し て いき ます 。 


司 峰 。 ラフ で イメ ー ジ を 表現 する 


お お ま か な ラ フ を 描い て いき ます 。 今回 は 、 鍵 屋 の 少女 
の 店 に 鍵 の か か っ た 自動 人 形 が 運び 込ま れ 、 そ れ に 合う 鍵 
を 選別 し て いる と いう シナ リオ を 考え まし た 。 少 し ゴ シ ッ 
ク な テイ スト を イメ ー ジ し て いま す 。 


WT 


最初 に フォ ル ダ ー を 作り 、 レイ ヤー は ひと つ 。 フ ォ ル ダー 
の 「 不 透明 度 」 を 709% く らい に し て 描き 始め ます 。 こ の 段 
階 で は 、 変 形 機能 な ど を 使っ て パー ツ の 大 き さ を ガン ガン 
変え て 、 イ メー ジ を 膨らませ て いき ます 。 


ルー 和英 
i 


ふた り の 少女 か ら 描 き 始 め る 


了 須 > レ ィ ヤー 分 け を する - 


ト 


キャ ラク ター や 背景 を 描き 込み や すく する た め 、 レイ ヤー 
分 け を し ます 。 こ こ で は 、 お お ま か に 背景 部 分 、 鍵 職人 、 
自動 人 形 、 手 前 部 分 に 分 け ま し た 。 レ イヤ ー 単 位 で 描い て 
いき ます 。 ま た 、 背 景 部 分 だ け 、 レ イヤ ー の 「 不 透明度 」 を 
60% く らい に 下げ て 描き や すく し て いま す 。 


| uy アク 
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導線 を 整え つつ キャ ラク ター を 描く 


こと ここ か ら キ ャ ラク ター を 描い て いき ます 。 鍵 職人 は 、 仮 また 、 手前 部 分 は 、 他 と 比較 し て や や 明暗 差 が 足り な か っ 
面 や 顔 を 少し 描き 、 イ ヤリ ング な どの 細部 を 調整 し ます 。 た の で 、 フ ォ ル ダー か ら 移 動 し て 「 不 透明 度 」 を 100% に 上 
自動 人 形 に は 、 メ イン と な る お 腹 の 鍵 穴 や 服 の デザ イン な げ て シル エッ ト を 調整 し て いま す 。 影 塗り の 段階 で 明度 調 
ど を 描き ます 。 自 動 人 形 な の で 、 関 節 な ど は 球体 関節 に し 整 を し ます が 、 こ の 段階 か ら 整 えて いま す 。 
ます 。 


ms > ms 
> a 
ox f 
ロ 間 に 2 チ ココ 1 


ロ 
ロ 
ロ 
ロ 


85 


od A 
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手前 部 分 は 鍵 の 製作 機 で す 。「 対 称 定規 」 を 使っ て 描い て 
いき ます 。「 対 称 定規 」 は 、 左 右 対称 の も の を 描く と き に 便 
利 な ツー ル で 、 左 側 を 描け ば 線 対称 に 反対 側 に も 同じ も の 
を 描く と と が で きま す 。 も ちろ ん 線 対 称 の 位置 (定規 線 ) は 
中 央 で す 。 描き 終 えた ら 、 キ ャ ラク ター と 同じ よう に レイ 
ヤー の 透明 度 を 調整 し て バラ ンス を 見 ます 。 


護衛 の 自動 人 形 を 描い た が . . 


る | * 
迄 ※ 
上 目 し 3 


[I 画 に ! 


背景 も 「 対 称 定規 」 を 使っ て 描き ます 。 初 め に 護衛 の 自動 
人 形 を 2 体 描写 し よう か と 思い まし た が 、 方向 性 を 変え て 、 
た くさ ん の 鍵穴 が つい た 扉 の 並ぶ 工房 の よう な 雰囲気 に し 
まし た 。 天井 か ら は 無数 の 鍵 を ぶら 下げ ます 。 

この よう に 、 描 き な が ら ど ん どん 変更 し て イメ ー ジ を 形 
に し て いき ます 。 


ノ 影 塗り は モノ クロ 技法 の 要 


影 塗り で は 、 イ ラス ト の 雰囲気 を 決定 する 明度 調整 が 最大 の ポイ ント で す 。 こ の 段階 の 濃 
淡 が 色 へ と 発展 し て いく の で 、 全 体 バ ラン ス を 見 な が ら じ っ くり と 調整 し て いき まし ょ う 。 


必須 > 全体 の 雰囲気 を 左右 する 明度 を 調整 する 


ラフ は すべ て フォ ル ダ ー に まとめ て 、 そ の 上 に 「 合 成 モー 3 @ ら 一 @ ら 


ド 」 が 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し ます 。 こ の レイ ヤー で 影 go と の コロ 

塗り を 進め ます 。 PP gp: 計 2 
鍵 職人 は 褐色 に し よう と 思っ て いた の で 、 若 干 肌 を 暗め ーー 

に し まし た 。 自 動 人 形 は 肌 を 明る め に し 、 全 体 の 印象 を 整 * 


える た め 「 ス クリ ー ン 」 レイ ヤー を 追加 し て 明度 調整 を し ま 
す 。 こ うい っ た モノ クロ か ら 描 く 技法 で は 、 最 初 の 明度 調 
整 が 全体 の 雰囲気 の 8 割 を 決定 する の で 、 こ の 辺り は じ っ 
くり 調整 し て いま す 。 

いち ば ん 手前 の 煽 台 な ど を 描き 込み 、 少 し ずつ イメ ー ジ 
に 近付け て いき ます 。 


の せる 色 を 考慮 し て 、 鍵 職人 は 暗め に 、 自 動 人 形 は 
明る め に 調整 
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英 S 着 ささ 中 喜び 隊 玩 
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ここ か ら 、 ま た 「 対 称 定規 」 を 使っ て 背景 を 仕上 げ て いき 背景 を 描く と き に キャ ラク ター に 重なっ て し まっ た 部 分 
ます 。「 対 称 定規 」 は 、 線 対称 に ミラ ー リ ング し て 描く こと は 、「 消 し ゴム 」 で 消し ます 。「 消 し ゴム 」 な どの ツー ル は ミ 
が で きる の で 、 今 回 の よう に 複雑 な 壁面 で も 比較 的 簡単 に ラー リン グ さ れ な い の で 、 左 右 対称 に 消え て し まう こと は 
描け ます 。 あり ませ ん 。 筆 を 動か し た 部 分 だ け を 消す こと に な り ま す 。 


N 


重なっ た 部 分 は 「 消 し ゴム 」 で 消す 


必須 > 人 物 の 影 塗り を する 


「 通 常 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 黒 塗り の 全体 
バラ ンス を 見 な が ら 、 グ レー に 近い 色 で 微 調 
整 を 加え て お きま す 。 ま た 、 自 動 人 形 が 撲 た 
わる 鍵 職人 の スカ ー ト 部 分 は 影 に な る の で 、 
より 強い 黒 を 入れ て 締め て いき ます 。 


必須 > 鍵 製 作 台 の 影 塗り を する 


新しく 「 対 称 定規 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 手 前 の 背景 部 分 製作 台 の 上 に は た くさ ん の 鍵 が 並ん で いる 様子 を 描き ま 
を 描き ます 。 製作 台 の 機構 な ど は あま り 考 え ず 、 気 持ち い し た 。 全体 的 な こう いっ た 装飾 の イメ ー ジ は 、 ス チー ム パ 
い 形 が で きる よう 描き 進め ます 。 ンク 系 の 資料 を 参考 に し て いま す 。 


性) 影 塗り の 調整 を する 


自動 人 形 を 支え て いる 線 な ど を 描き 、 服 の 細部 も 描き 込 ラフ か ら 影 塗り まで 、 ひ と つの 筆 を 使い 、 場 面 場 面 で ブ 
み を 増やし まし た 。 最 後に 細か い 部 分 を 調整 し て モノ クロ ラ シ サ イズ を 変え て 描き まし た 。 こ の あと は 色付け の 工程 
の 段階 は 終了 で す 。 に 入り ます 。 


レム 


袖 元 の フリ ル を 描く 
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グラ デー ショ ンマ ッ プ で 色 味 を 決め る 


グラ デー ショ ンマ ッ プ を 使っ た 色分け の 方 法 を 紹介 し ます 。 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ は 、 色 味 を 
置き 換え る 機能 で す が 、 影 や ハイ ライ ト な ど を 変え る と きも 利用 で きま す 。 覚え て お きま し ょ う 。 


司 塗り は 全体 の 色 味 を 決め る と ころ か ら 


ここ か ら 色 分 け の 工程 に 入り ます 。 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ る こと に し まし た 。 ま た 、 全体 が 暖色 の オレ ンジ 系 な の で 、 
プ を 利用 し て 色 味 を 決め て いき ます 。 最初 に に 。 オレ ンジ 系 差し 色 と し て 青 や 緑 な ども 少し ずつ 入れ て いき ます 。 
の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 一 気 に 色 味 さら に 新しく 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 レ イヤ ー を 追加 し 
を 置き 換え 、 こ の レイ ヤー の 「 不 透明 度 」 を 下げ て 下地 と し て 、 今 度 は 紫 系 の 色 を 全体 に 薄く 重ね て 調和 感 を 強く し ま 
ます 。 そ の 上 に 「 乗 算 」 レ イヤ ー を 作り 、 色 を の せ て いき ま す 。 そ し て 、「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 レイ ヤー の マス ク を 
す 。 暖色 系 の 色 味 で 背景 も 塗り 、 手 前 の 機構 は 赤 主 体 で 塗 。 徐々 に 消し て 調整 し て いき ます 。 


紫 系 の 色 を 全体 に 重ね る 
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民有) ハイ ライ ト を 入れ る 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 ハ イラ イト 部 分 や ハイ ライ ト を 置き ます 。 唇 に は 赤 味 を 入れ まし た 。 ま た 、 
彩 度 を 高め た い 部 分 に 色 を の せ て いき ます 。 鍵 職 人 の 肩 口 、 仮 面部 分 、 胸 の 布 部 分 な ど に ハイ ライ ト を 
自動 人 形 の 胸 、 鍵 穴 、 太 も も な ど 、 目 立た せ た い 部 分 に 入れ て いま す 。 


性: 同じ レイ ヤー で 光 と 影 を 入れ る 


最初 に 、「 枚 い 焼 き (発光 )」 レイ ヤー を 追加 し て 、 燃 台 の の 首 下 に 影 を 入れ 、 自 動 人 形 を 吊っ て いる 和 糸 を 白く 描き ま 
明か りな ど を 発光 させ ます 。 次 に 「 ハ ー ド ライ ト 」 レ イヤ ー す 。 椅子 の 背 あ て の クッ ショ ン の 発色 を 強く し た り 、 一 部 
を 追加 し て 、 影 と 光 を 同じ レイ ヤー で 調整 し ます 。 鍵 職人 影 に 青色 を 入れ た り も し て いま す 。 


の eS 
「 覆 い 焼 き (発光 )」 レイ ヤー に 明か り の 発光 を 描く 『 ハ ー ド ライ ト 」 レ イヤ ー に 光 と 影 を 描く 
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LESSON 2 


Ee NIKKINKITNGEINI い 】 
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変り を 使っ た 交 


赤 系 の 暖色 を 加え る 


再度 色 味 を 調整 する た め に 、 赤 寄り の 暖色 「 グ ラ デ ー シ ョ 背後 か ら の バッ クラ イト 的 効果 と 、 上 部 か ら の オレ ンジ の 
ンマ ッ プ 」 レ イヤ ー を 追加 し ます 。 そ し て 、 赤 味 を の せ た く 光 を イメ ー ジ で きる 部 分 だ け 残 し ます 。 赤 が 突出 し な いよ 
な い 部 分 を 「 消 し ゴム 」 で 消し て いき ます 。 キ ャ ラク ター の うに 少し お さえ て 、 全 体 の 色 味 を 調整 し まし た 。 


う 方 


t ST 究 
to 1 


青 系 の 色 味 を 加え る 


今度 は 、 青 系 の 色 味 を 入れ て いき ます 。 青 系 の 「 グ ラ デ ー そく の 火 を 青 に 、 燃 台 も 青 系 に し ます 。 こ れ で 色 味 の 豊か 
ショ ンマ ッ プ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 上 記 と 同様 に し て ろう さ が 出 て きま し た 。 


青 系 の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 を 追加 青 味 を の せ た く な い 部 分 を 消す 


> 色 味 を 調整 する 


さら に 彩 度 抑 え 目 の 青 の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 レ イ し 青 味 を 残す イメ ー ジ で いく こと に し まし た 。 
ヤー を の せま す 。 同じ よう に 、 色 を の せ た い 部 分 以外 は 消 色調 整 を 終え た ら 、「 通 常 」 レ イヤ ー を の せ て 細部 を 少し 
し て いき ます 。 四 隅 と 自動 人 形 を 吊っ て いる 糸 の 端 に 、 少 調整 し て いき ます 。 


ショ ンマ ッ プ は 、 指 定 し た カラ ー グ 
ラ デ ー シ ョ ン に 置き 換え る 機能 で す 。 た と えば 、 
左側 は 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 レ イヤ ー に 青 
系 の グラ デー ショ ン を 、 右 側 は オレ ンジ 系 の グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 使っ た も の で す 。 同 じ イ ラス ト 
で も 、 グ ラ デ ー シ ョ ン を 変え る だ け で 青空 か ら 
夕焼け に 変え る こと と が で きま す 。 

グラ デー ショ ンマ ッ プ の 利点 は 、 元 絵 に 変更 
を 加え ず に 、 後 か らい くら で も 色 味 を 変更 で き 
る 点 で す 。 色 選 びに 迷っ た と きも 、 グ ラ デ ー シ ョ 
ンマ ッ プ を 使っ て 、 い ろ い ろ な 色 味 を 試し て み 
る の も よい で し ょ う 。 
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LESSON 2 


情 。 描き 込み の た め の 切り 抜き - 


「 投 げ な わ 選 択 」 を 使っ て 、 仕 上 げ 前 の 切り 抜き 作 
業 に 入り ます 。 こ の 段階 で で ほぼ すべ て の ラフ 用 レ 
イヤ ー は 結合 し て いま す 。 

最初 に キャ ラク ター を 切り 抜き ます 。 手 前 の 製作 
台 や 上 部 に 吊り 下がっ て いる 鍵 な ども 選択 し て 切り 
抜き ます 。 吊り 下 が っ て いる 鍵 の ロー プ の よう な 線 
は 、「 折 れ 線 選択 」 を 使う と 便利 で す 。 


ゃ | bop 


か か 72 NIKKITNGNININ) 


「 折 れ 線 選択 」 で 切り 抜く 範囲 を 囲む 


画 ワー クス ペー ス 

パレ ッ ト は 、 パ レッ トド ッ ク か ら 切 り 離 し て フロ ー テ ィ 
ング の 状態 で 右側 に 寄せ て いま す 。 右端 に は 「 ナ ビ ゲ ー 
ター」「 ヒ スト リー」「 レ イヤ ー」 の 各 パ レッ ト 、 ま ん 中 は 
カス タマ イズ し た ツー ル 系 パレ ッ ト 、 左 側 は カラ ー 系 パ 
レッ ト で す 。 自 分 の 使い や すさ を いち ば ん に 考え た ら 、 こ 
の よう な 配置 に なり まし た 。 
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LESSON 2 厚 塗り を 使っ た 塗り 方 


や 


背景 を 描き 込む 


司 友 壁面 に 鍵穴 や 装飾 を 描く 


「 対 象 定規 」 を うま く 活 用 し 、 背 景 の 描き 込み を し ます 。 
対象 定規 を 使用 する こと で 、 非 常に 容易 に 複雑 な 模様 を 描 
く こ と が で きま す 。 

こう いっ た 細々 し た 装飾 は 、 描 いて いて と て も 面白 い の 
で す が 、「 対 称 定規 」 を 用 いる こと で 2 倍 の 速度 で 描け る の で 、 
さら に 楽し く な り ま す 。 キ ャ ラク ター な ど 背 景 より 手前 の 


EE 下さ 


B 
| wae 
・ 回 


背景 の 描き 込み の 工程 に 入り ます 。 こ こ で 使用 する の は 「 対 称 定規 」 で す 。 と て も 便利 な 機 
能 で 、 壁 面 の 装飾 や 鍵穴 な どの 複雑 な 模様 を 容易 に 描く こと が で きま す 。 


部 分 は 、 す で に 切り 抜い て 上 の レイ ヤー に ある の で 、 な に 
も 気 に せ ず 描 き 込ん で いけ ます 。 

鍵穴 パー ツ の さら に 細か い 模 様 や 、 側 面 の 壁 に も 鍵穴 や 
装飾 を 追加 し て いき ます 。 形状 は すべ て の 扉 で まっ た く 違 
う も の を 描き 、 装 飾 は で きる だ け 無 秩序 で 複雑 な も の に し 
て いま す 。 
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LESSON 2 変り を 使っ 方 


必 鍵穴 を 複製 で 描く 


け 世 品 赦 河相 


「 対 称 定規 」 を 使い 、 新 し い レ イヤ ー に 鍵穴 
の パー ツ を 制作 し ます 。 

描い た も の を 複製 し 、「 自 由 変 形 」 な ど で 変 
化 を つけ 、 壁 面 の 形 に そっ て 貼り つけ ます 。 
いろ いろ な 種類 の 鍵穴 を 作っ て 変形 を 適用 し 
て いき ます 。 適用 し た あと は 、 薄 く 周 り の 色 
な ど を 鍵穴 パー ツ に の せる こと で な じ ま せ ま 
す 。 


性 車 椅子 を 切り 抜い て 描く 


背景 が と りあ え ず 整っ た の で 、 次 に 椅子 を 描き ます 。 清 
書 し や すい よう に 車椅子 だ け 選 択 し て 切り 抜き 、 キ ャ ラク 
ター な どの レイ ヤー より 下 に 置き ます 。 

最初 に 、 背 の 部 分 の クッ ショ ン に 模様 を 描き ます 。 描く 


面積 は 少な い の で す が 、 塗 り だ け で 終わ ら せ ず に 描き 込み 
ます 。 次 に 、 車 輪 や 造形 を 描き まし た 。 全体 パラ ンス を 見 て 、 
車輪 の 大 き さ が 車椅子 と し て は 小さ か っ た の で ひと 回 り 大 
きく し まし た 。 


クッ ショ ン の 模様 を 描く 
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車輪 や 造形 を 描く 


キャ ラク ター を 描き 込む 


う キャ ラク ター の 描き 込み で は 、 ラ ブフ 段階 の 微妙 な 色合い や 質感 を 残し な が ら 、 過 度 に 描き 
込み は せ ず に 形状 を 整え る イメ ー ジ で 描い て いき ます 。 


必須 > 流れ る 髪 を 描く 


髪の毛 は 、 あ くま で ラン 状態 の 色 の 豊か さ 、 ラ ンダ ム 感 うに 束 の 流れ を 意識 する と 描き や すく な り ま す 。 一律 な 流 
を つぶ さ な い よう に 最低 限 の 描き 込み で 整え て いき ます 。 れ に な ら な いよ うに 、 交 差す る 毛 束 を と ころ どこ ろ に 作る 
髪の毛 を 一 本 一 本 描く と いう より は 、 水 を 描く と き の よ よう に する と 自然 に な り ま す 。 


髪 の 色 に は 青 系 、 紫 系 を 
使用 
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> 装 飾品 を 描く 


装飾 品 を 描く 前 に 、 自 動 人 形 を 別 レ イヤ ー に し て 切り 抜 髪 留 め あな ど 、 順 に 各 パ ー ツ を 描い て いき ます 。 胸元 の 布 に 
いて お きま す 。 こ うす る と 重なる 部 分 を 気 に せ ず に 描き 込 フリ ル な ど を 追加 し まし た 。 厚 塗り の 利点 は 、 こ う や っ て 
め る の で 便利 で す 。 首 元 の 装飾 品 、 イ ヤリ ング 、 羽 飾り 、 清書 時 に ガン ガン パー ツ の 追加 が で きる こと で す 。 


本 一 往き da さ 寺 


胸元 に 装 節 を 描く フリ ル を 描き 加え る 
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> 衣装 を 描き 込む 


鍵 職 人 の 衣装 を 描き 込み ます 。 自動 人 形 に 置い て いる 左 ~~ 
手 の 肘 部 分 か ら 別 パ ー ツ と し て 切り 抜い て 、 自 動 人 形 の レ ! 


イヤ ー よ り 上 に 置き ます 。 ゲ 4 


を 整え て いき ます 。 手 に 持っ た 鍵 も 清書 し ます 。 ラ ン フ 段 階 


衣装 の 模様 や スカ ー ト の し わ 、 右 腕 の 袖口 の フリ ル な ど ノ A | 
の 微妙 な 色合い や 質感 を 残し っ つつ 、 形 状 を 整え る の が コッ ツー 


で す 。 


- 7 


< st A 


スカ ー ト の し わ を 描く 右腕 の 袖口 を 描く 


性) 手 を 清書 する 


先ほど 別 レ イヤ ー に 切り 抜い た 左腕 を 清書 し ます 。 袖 一 整え ます 。 同 時 に 指輪 も 清書 し 、 手 の 甲 の 質感 も さら に 描 
袖口 ー 手 首 一 指 と いう よう に 奥 か ら 描い て いき ます 。 き 込 み ま す 。 ま た 、 腰 部 や 腹部 、 袖 口 な ど 、 描 き な が ら さ 
女性 の 手 は 柔らか く 繊 細 な イメ ー ジ な の で 、 丁 寧 に 形 を び し い な と 思っ た 部 分 に は 装飾 を 追加 し て いき ます 。 


女性 の 手 は 丁寧 に 描く 
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居 。 自 動 人 形 の 細部 を 描く 


ここ か ら は 自動 人 形 を 描き 込ん で いき ます 。 顔 な ど 描 き する イメ ー ジ で 描い て いき ます 。 胸 は 柔らか い イ メー ジ に 
込み や すい よう に 、 手 前 の 髪の毛 は 別 パ ー ツ と し て 切り 抜 な る よう に 「 ぼ か し 」 な どの ツー ル も 使用 し 、 影 を 柔らか く 
いて ひと つ 上 の レイ ヤー に 置き ます 。 入れ ます 。 カ チュ ー シ ャ の よう な パー ツ 、 袖 部 分 の フリ ル 、 

痢 元 の 宝石 を 描き 込み 、 頭 は 奥 の 髪 の 毛 か ら 整 えま す 。 脇腹 か ら 股 パ ー ツ 、 太 も も か ら 膝 に か け て を 綺麗 に 整え ま 
ここ と で も 、 あ くま で ラフ の 地 を 生か し て 、 最 低 限 の 整え を す 。 背 中 の ね じ 巻 き パ ー ツ も 細か く 装 飾 を 追加 し ます 。 


は 本 一 wd 寺 


太もも を きれ い に 整 える ね じ 巻 き バ パー ツ を 細か く 描 く 
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必用 > 鍵穴 を し っ か り と 描く 


鍵穴 部 分 を 整え て 、 装 飾 を 描い て いき ます 。 鍵穴 は この に 描写 し ます 。 最 後に 、 手 前 の 太もも や 膝 か ら 下 も 整え て 
イラ スト の メイ ン テ ー マ で す の で 、 鍵 穴 の 奥 ま で し っ か り 手足 部 分 の 完成 で す 。 
と 描き 込み ます 。 ま た 、 太 も も の 付け 根部 分 の 歯車 も 級 密 自動 人 形 も 、 こ れ で 清書 が 完了 し まし た 。 


歯車 を 級 密 に 描く 


自動 人 形 の 完成 
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パー ツ を 描き 込む 


鍵 の 製作 台 や 、 こ れ に の せる 鍵 な ど を 描き ます 
た る 級 密 な 描写 が 大 切 で す 。 小 さ な を も の で も 、 し っ か り と 描き 込ん を で いく よう に し まし ょ う 。 


性 鍵 製作 台 を 細か く 描 く 


鍵 製 作 台 の 清書 に 入り ます 。 こ こ で も 「 対 称 定規 」 を 使っ 
て 、 機 構 部 分 を 細密 に 仕上 げ て いき ます 。「 対 称 定規 」 を 使っ 
て 、 こ うい う も の を 描い て いく の は も の すご く 気 持ち が い 
いで す 。 非 常に 便利 な ミラ ー リ ング 効果 で す 。 

次 に 、 製 作 台 の 下地 を 紅い 布 張 り の イメ ー ジ に 整え 、2 
段 に な っ て いる 仕切 り の 形 も 整え つつ いじ っ て いき ます 。 


いち ば ん 手前 の 鍵 は 描き 込み 過ぎ な い 


と うい つた パー ツ を 描く と き は 、 細 部 に わ 


次 は 最も 手前 の 燃 台 部 分 の 描き 込み で す 。 形 を 整え な が ら 
模様 な ども 描き 込み 、 ろ うそ く 独 特 の 透明 感 や 炎 の 描写 な 
ど を 整え ます 。 

いち ば ん 手前 の 鍵 が 逆さ に 陳列 され て いる エリ ア は 、 あ 
まり 描き 込み 過ぎ な い 程 度 に 描き 込み ます 。「 対 称 定規 」 を 
使っ て 描き まし た 。 


ニー る ー 1 
機構 部 分 は 「 対 称 定規 」 を 使っ て 細密 に 
仕上 げ る 


司 峰 ) 鍵 を 描く 


ここ か ら は 、 ま た 新しい レイ ヤー に 「 対 称 定規 」 を 設定 し 
て 製作 台 の 鍵 を 描い て いき ます 。 さ ま ざ ま お な 形 の 鍵 を 描き 
ます 。 い ちば ん 手前 の 小さ な 鍵 で も 、 し っ か り と 描き 込み 
を し て いき ます 。 

2 段 目 も 鍵 を 増やし ます 。「 対 称 定規 」 の 効果 で 、 反 対 側 
の 面 も 描か れ て いる の で 本 当 に 得 し た 気分 で す 。 鍵 の 上 部 
に タグ の よう な も の を 描き 足し 、 中 央 の 機構 部 分 も 描き 込 
み ま し た 。 


「 対 称 定規 」 に よっ て 両 サ イド に 鍵 が 描か れる 
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LESSON 2 


吊り 下げ られ た 鍵 を 描き ます 。 こ こ は 、「 対 称 定規 」 が 使 
えな い の で 1 本 1 本 級 密 に 描い て いき ます 。 反対 側 も 同じ 
よう に 描き ます 。 

次 に 、 自 動 人 形 を 吊り 下げ て いる 線 を 描い て いき ます 。 
た だ 直線 で 引い た だ け だ と 浮い て し まう の で 、 レ イヤ ー を 
複製 し て 「 ガ ウス ぽか し 」 を 強め に か けた も の を の せま す 。 


こ 
っ 


DUOO:iiouN そ 4 


hs WW に 


線 は 「 ガ ウス ぽか し 」 を か けた も の を の せる 


いち ば ん 後ろ の 背景 の 上 に 「 焼 きこ み カ ラー」 レイ 
ヤー を 追加 し て 、 質 感 用 ブラ シ で 質感 を つけ て いき ま 
す 。 金属 っ ぽい 独特 の 汚し を つけ 、 そ の 上 に 「 通 常 」 
レイ ヤー を 用 意 し て 、 キ ャ ラク ター と の 境界 線 部 分 
に 質感 ブラ シ で 光彩 を 入れ ます 。 こ れ に より キャ ラク 
ター が より 際立ち ます 。 
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@ ら ら の 
lack 氏 の オリ ジ ナ ル ブ ラ シ 


イラ スト は 、 自 作 の ブラ シ を 使っ て 描い て いま す 。 特 に CLIP STUDIO PAINT で は 、「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 
「 ブ ラシン 先端 形状 」 を 三角 形 に し て いる ブラ シ は 、 ラ フ か ら を よく 利用 し ます 。 非 常に に く ぼ か し が で きる 優れ も の で 、 
仕上 げ ぼ ま で 、 ど の 場面 で も 利用 で きる 万 能 な 「 マ イブ ラ シ 」 柔らか い 部 分 を 描く 際 な ど に 便利 な ブラ シ で す 。 ま た 、「 エ 
で す 。 ほ ほぼ 8 割方 マイ ブラ シ と 共に 奮闘 する 日 々 で す 。 そ アブラ シ 」 ツ ー ル も よく 使い ます 。 ぼ か し が 必要 な と き 以 
の 他 、 質 感 を つけ る と き 、 に じみ を 描く と き 、 も や っ と 感 。 外 で も 、 輪 郭 で 柔らか い 光 な ど を 入れ る 場合 に 活用 し て い 
を 出す と き な ど 、 描 く シ ー ン や 描く も の に よっ て ブラ シ を ます 。 
変え な が ら 描 いて いま す 。 


アラ ェ イリアス | 
| 


ER FP EE 


= 9 FE 
| 


sam FE + *= 


マイ ブラ シ で 髪の毛 を 整え る 


セッ am | 
は FR REERT ) EE RE 
= = === 
動作 が 軽く 質感 も の りつ つ 、 三 角形 の ブラ シ 先 端 形状 を し て いる の で 、 大 き 
Sai 風 R な ブラ シ サ イズ で ガシガシ 描い た りす る ラフ 段階 か ら 、 最 後 の 級 密 な 仕上 げ 
段階 まで 使え る 優れ た ブラ シ で す 。 
すみ ぼかし 少し 輪郭 が ボケ た 表情 の 人 筆 で す 。 ほ ぼかし て 描き た い 部 分 や 柔らか い 質感 を 描 
く 際 に 使用 し ます 。 
水彩 毛筆 あら め 質感 も の りつ つ 、 独 特 な ブラ シ 形 状 に よっ て アナ ログ に 近い 面白 い 描 き 味 が 
7 得 ら れる ブラ シ 。Sai 風 R 同 様 、 最 初 か ら 最後 まで 使え る 有 能 な ブラ シ で す 。 
地面 シリ ー ズ は 、 実際 に 地面 の 写真 を 舞っ て 加工 し た も の 。 さ ま ざ ま な 部 分 | 革 華 
還 の 質感 を つけ る の に 使用 で きる 便利 な 筆 で す 。 るー 
暴 っ ぽい 実際 に 雲 の 写真 を 撮っ て 、 ブ ラ シ 先 端 に 加工 し た も の 。 一 瞬 に し て 雲 が 描け | 災 誠 議 
bs る ブラ シ で す 。 今回 は 、 モ ヤ っ ぽい 表現 に 使用 し て いま す 。 a 


織 維 系 に じみ 和紙 に 水彩 で 描い た と き の よ うな 、 独 特 な に じみ を 描く こと が で きる 筆 で す 。 4 


105 


LESSON 3 完成 度 を 上 げ る た め に 


] 光 を 入れ る 


光彩 に 包ま れ た 神秘 的 な 空間 や 金属 が 放つ 光 な ど 、 丁 寧 に 描き な が ら 仕 上 げ て いき ます 。 
イラ スト の 完成 度 を 上 げ る た め に 覚え て お きた い 表 現 方 法 で す 。 活 用 し て くだ さい 。 


zr 
際 肝 > 青い 光彩 を 描く 
キャ ラク ター の レイ ヤー より 上 、 製 作 台 の レイ ヤー より な が ら 描 きま す 。 次 に 畑 台 と 鍵 の 陳列 部 分 を 別 パ ー ツ に し 


下 に 「 通 常 」 レ イヤ ー を 作り 、 台 の キワ に 合わ せ て 青い 光彩 て 切り 抜き 、 製 作 台 と の 間 に 先 程 と 同じ く 薄 い 青 で 光彩 を 
を 作り ます 。 つ け す ぎ ず 、 つ け な さ すぎ ず を うま く 調 整 し つけ ます 。 煙 っ ぽい 形状 の ブラ シ で 描い て いま す 。 


mamen の 


製作 台 が 光彩 に 包ま れ 、 神 秘 的 な 雰囲気 を 演出 


必須 > 金属 の 発光 を 描く ・ 


製作 台 の レイ ヤー より 上 に 「 和 覆い 焼き (発光 )」 レ イヤ ー を その 反射 を 上 部 に 加え ます 。 さ ら に 「 ス クリ ー ン 」 レイ ヤー 
追加 し て 、 金 属 部 分 の 発光 を 描き ます 。 光 が 上 か ら あ た り 、 を ひと つ 上 に 追加 し て 、 微 妙 な 色 の 調整 を し ます 。 
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隔 星 ) 影 に 色 を 加え る 


影 の 中 が た だ の 黒 に な っ て し まう と 、 色 数 が 寂し い 沈 ん た と えば 、 自 動 人 形 の 腰 と スカ ー ト の 境目 、 鍵 職人 の 奥 
だ イラ スト に な っ て し まう の で 、 あ えて 青色 な どの 色 を 足 の 髪の毛 と 仮面 の 上 算 の あたり の キワ な ど に 光彩 を 入れ ます 。 
し て いき ます 。 細 か い 部 分 な の で 非常 に 伝え に くい の で す 光彩 を 入れ た あと は 、「 乗 算 」 レイ ヤー で 影 部 分 を 少し 濃く 
が 、 物 と 物 と の キワ 、 黒 く 沈 みす ぎ て いる 部 分 で す 。 つけ ます 。 


司 金属 の 光沢 を 描く 


製作 台 の 金属 部 分 と 同様 に 、「 響 い 焼 き (発光 )」 レ イヤ ー 
を 追加 し て 髪 飾り の 金属 部 分 に 光沢 を つけ 、 さ ら に 、「 ス ク 
リー ン 」 レ イヤ ー を 追加 し て 色 の 調整 を し ます 。 こ の 「 覆 い 
焼き (発光 )」 は 、 そ れ 自 体 が 発光 し て る よう な 強い 輝き を 
表現 で きる 合成 モー ド で す 。 金 属 の 発光 だ け で な く 、 眼 や 
髪 の ハ イラ イト に も 利用 で きま す 。 

製作 台 の 機構 部 分 は 、「 通 常 」 レ イヤ ー を 追加 し て 細部 を 
描き 込み まし た 。 


髪 節 り に 光沢 を つけ る 


機構 部 分 を 描き 込む 
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LESSON 3 


完成 度 を 上 げ る た め に 


仕上 ぼ と し て 、 


司 。 棚 を 追加 する 


キャ ラク ター の 背後 に 、「 対 称 定規 」 を 使っ て 棚 を 追加 し 、 
また 鍵 の 製作 台 も 円 形 を イメ ー ジ し て 描き 足し て いき ます 。 
次 に 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 レイヤー を 、 棚 の レイ ヤー 
に クリ ッ ピ ング し て 人 色 味 を 少し 変え た ます 。「 グ ラ デ ー シ ョ ン 
マッ プ 」 レ イヤ ー は 、 濃 度 を 609% く らい に し て 、 の せる 色 


製作 台 が 奥 に 回 り 込 ん で いる よう に 描く 


背景 を 描き 加え る 


背景 を 調整 し て いき ます 。 棚 や 机 、 煽 台 を 描き 足し 、 
が ら 光 を 加え た り 色 を 調整 し た り し ます 。 


体 バ ラン ス を 見 な 


が 濃く な り 過 ぎ な いよ うに し ます 。 さ ら に 「 通 常 」 レ イヤ ー 
を 追加 し て クリ ッ ピ ング し 、 細 部 を 描写 し て いき ます 。 追 
加 し た レイ ヤー に も 「 対 称 定規 」 を 用 いる の で 、 半 分 の 作業 
で すみ ます 。 製 作 台 も 対称 定規 」 を 使い 、 奥 へ 回 り 込ん で 
いる よう に 描き 、 台 の 上 に 並ぶ 鍵 を 加え ます 。 


定規 線 を 中 心 に 、 左 右 対称 に 描か れる 


了 肛 > ろう そく の 光 を 調整 する 


ここ と では 、 ろ うそ く の 炎 を 整え 、 怪 し げ な 雰囲気 を より 
効果 的 に 表現 する た め に 手前 部 分 を 調整 し て いき ます 。 
最初 に 、「 覆 い 焼 き (発光 )」 レイヤー を 追加 し て 、 ろ うそ 
く の 炎 を 整え ます 。 畑 台 に 映る 炎 の 影 も 微妙 に 異な り ま し 
た の で 、 和 燈台 レ イヤ ー に 再び 加筆 し まし た 。 


次 に 、「 オ ー バ ー レ イ 」 レイ ヤー を 追加 し て 、 下 方 の 両端 
に 暗く 質感 を つけ て いき ます 。 あ まり 多く 入れ る と 、 全 体 
が 沈ん だ 感じ に な る の で バラ ンス を 見 な が ら 描 きま す 。 手 
前 部 分 に 暗い 色 を 入れ た こと で 、 製 作 台 を 包 お 青い 光彩 と 
調和 が と れ 、 奥 行き が 出 て きま し た 。 


| EL と の" = 


TE 
* ィ | 
LS Map 
es 
PC 
CO 
EE 
DE 
wp 
Di 
PC 
Mex 2 
PC 
Mos RG 
rear 


て 発光 させ る 整え る 


109 


LESSON 3 完成 度 を 上 げ る た め に 


P= hn 
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煽 台 を 追加 する 
RE 杜 の うし ろ に レイ ヤー を 追加 し て 、 和 燈台 の 
| で よう な パー ツ を 描い て いき ます 。 

最初 に 、「 対 称 定規 」 を 使っ て シル エッ ト を 
描き ます 。 ブ ラ シ 形 状 が 特殊 で 、 質 感 を 出し 

や すい オリ ジ ナ ル 筆 を 使っ て いま す 。 

シル エッ ト が 出来 上 が っ た ら 形 を 整え ま 

す 。 燃 台 の 装飾 は 、 そ れ ぞ れ 違 っ た 模様 に す 

る の で 、「 対 称 定規 」 は 使わ ず に ひと つ ひ と つ 

形 を 変え て 描き まし た 。 描き や すい よう に 、 

キャ ン バ ス を 拡大 し 回 転 さ せ て いま す 。 

最後 に 、 青 い ガ ラス を 通し て 中 か ら る うそ 

く の 光 が 漏れ て いる よう に 、 内 側 に 青色 を 入 

れ ま す 。 


司 星 > 淡い 光 を 描く 
新た に 通常 」 レ イヤ ー を 追加 し て クリ ッ ピ 
ング し 、 奥 に 描い た 和 炊 台 の 下 の 部 分 に 薄く 下 
か ら の 光 を 入れ て 淡い 色合い に し ます 。 
レイ ヤー 濃度 55% の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ 
プ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 い ら な い 部 分 は 消 
し て いき ます 。 こ の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 
レイ ヤー の 色合い を 金色 系 に 変え て 、 レ イ 
ヤー 濃度 を 30% く らい に 設定 し ます 。 さ ら に 、 
この レイ ヤー の 上 に 紫 系 の 「 グ ラ デ ー シ ョ ン ee 
マッ プ 」 を 追加 し 、 レ イヤ ー 濃 度 30% く らい ビ Re 
に し て 淡く 紫色 を の せま す 。 


紫 系 の 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 」 (レイヤー 濃度 30 %) を 追加 
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LESSON 3 


P= 
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了 須 > 赤 味 を 入れ る 


「 枚 い 焼き (発光 )」 レイ ヤー を 追加 し て 、 羽 飾り や 自動 人 
形 の 鍵穴 、 太 も も に 赤 味 を 入れ ます 。「 エ アプ ブラ シ 」 の 「 柔 
ら か 」 を 使い 、 様 子 を 見 な が ら 加 えて いき ます 。 

いち ば ん 手前 の 畑 台 な どの コン トラ スト を 高め る た め 、 
「 枚 い 焼 き (発光 )」 レイ ヤー に 「 レ ベル 補正 」 を 適用 し ます 。 


羽 師 り の 赤 を 出す 


太もも に 赤 味 を 入れ る 


「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 よ り 設 定 が 難し いで す が 、 イ ラス 
ト の 暗い 部 分 や 明る い 部 分 な ど を 細か く 調 整 で きま す 。 
最後 に 、 燃 台 部 分 に 自作 の ブラ シ を 使っ て テク スチ ャ ー 
を の せま し た 。 こ の ブラ シ は 、 実 際 に 地面 の 写真 を 撮っ て 
加工 し た も の で 、 質 感 を つけ る の に 便利 な 筆 で す 。 


「 ガ ウス ぼかし 」 で 距離 感 を 出す 


フィ ルター 効果 の 「 ガ ウス ぽか し 」 を 使っ て 遠近 感 を 出し て いき ます 。 ぼ か す 範 囲 に よっ て 
全体 か ら 受 ける 印象 が 違っ て きま すか ら 、 プ レビ ュー で 確認 し な が ら 調 整 し ます 。 


必須 > 近 景 を ほか す 


仕上 げ の 工程 で す 。 燃 台 レ イヤ ー を コピ ー し た も の に 、 に 設定 し まし た 。 こ の レイ ヤー の 「 不 透明 度 」 を 30% く らい 
フィ ルター 効果 の 「 ガ ウス ぽか し 」 を か け ま す 。 ぼ か す 範 囲 に し ます 。 こ れ に より 近 景 を ぼかす こと が で き 、 距 離 感 が 
は プレ ビュ ー し な が ら 変え て いき ます 。 こ こ で は 50 % 程 度 出 て きま す 。 


司 友 遠景 を ほぼ かす 


近 景 と 同じ よう に 、 遠 景 に も 同じ 作業 を し ます 。 柚 部 分 
(25 %)、 奥 の 机 部 分 (17 %)、 最 奥 の 背景 (309%%) な ど 、 レ 
イヤ ー 分 けし て いる 遠景 すべ て に 「 ガ ウス ぼかし 」 を 適用 し 
ます 。 さ ら に 、 背 景 フ ォ ル ダー の 「 不 透明 度 」 を 50% く ら 
い に 下 げ て 、 遠 近 感 を 出し て いま す 。 
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LESSON 4 


司 峰 。 ろう そく を 発光 させ る 


「 加 算 ( 発 光 )」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 特 殊 ブ ラ シ を 使い 、 
ろう そく の 発光 を 描き ます 。 和紙 に 水彩 で 描い た よう な 、 
に じみ を 描く と と が で きる オリ ジ ナ ル の ブラ シ を 使っ て い 
ます 。 ろう そく の 火 の 焼 光 も 、 こ の ブラ シ を 使っ て 描き ます 。 
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発光 を 加え る 


I T. 
lo 四 に ルツ ンー) 
II 月 
es EE 
ES 


7 
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ろう そく の 人 炎 や 焼 光 は 、 神 秘 的 で 霊 妙 な 光 を 放つ 存在 で す 。 こ の 光 が も た ら す 効果 を より 


強く 描く と と で 、 怪 し く 発 光 す る よう す を 演 
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ろう そく の 発光 を 描く 


ろう そく の 光 の 反射 を 描く 


HH し て いき ます 。 


次 に 、 新 た に 「 履 い 焼 き (発光 )」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 ろ 
うそ く の 光 の 反射 で 青色 が の っ て いる 部 分 を 描き ます 。 ま 
た 、 ろ うそ く の 火 の 回 り に は 、 質 感 ブ ラ シ で さら に 濃い 目 
の 青色 を 加え ます 。 


ろう そく の 寺 光 を 描く 


火 の 回 り に 濃い 目 の 青色 を 加え る 


最後 の 描き 込み 


最初 に キャ ラク ター を 仕上 げた あと 、 イ ラス ト 全 体 を 整え ます 。 鮮 や か で 深み の ある 瞳 や 
衣装 の 模様 を な ど 、 ひ と つ ひ と つ 丁 寧 に 仕上 ぼ げ て いき まし ょ う 。 


司 。 鍵 職 人 を 仕上 げ る 


「 通 常 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 最 後 の 仕上 げに 入っ て いき 印象 も 違っ て きま すか ら 、 微 妙 に 色彩 を 変え て より 深み が 
ます 。 前髪 、 唇 、 口 元 、 暗 の 描き 込み 、 そ し て 瞳孔 まで 描 増す よう に 整え ます 。 次 に 首 元 の 布 に 小さ な 穴 を 開け る な 
き 込 ん で いき ます 。 瞳 の 描き 込み は と て も 大 切 で す 。 虹 孔 ど 、 細 部 を 調整 し ます 。 顔 の 周辺 や 、 奥 の 髪の毛 、 首 元 の 
は 小さ な 点 で す が 、 そ の 位置 に よっ て 視線 だ け で な く 顔 の 金属 、 脇 の 部 分 な ど を 仕上 げ て いき ます 。 


瞳孔 を 描い て 瞳 を 仕上 げ る 脇 の 部 分 を 仕上 げ る 


ューー 


首 元 の 布 に 穴 を 開け る 
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完成 形 へ 


際 腔 > 自動 人 形 を 仕上 げ る 


自動 人 形 の 仕上 げに 入り ます 。 眼 の 黒 を 少 
し 強く し 、 髪 な ども 黒い 部 分 を 締め て いき ま 
す 。 微妙 に 肌 も 整え まし た 。 

鍵 が 合え ば 、 ま ぶた を 開い て 動き 出し そう 
な 、 そ ん な 表情 を イメ ー ジ し て 人 間 ら し い 色 
味 に 仕上 げ て いま す 。 

この 他 、 鍵 や 胸 の 色 味 を 整え 、 鍵 職人 の 左 
腕 も 少し 修正 を 加え まし た 。 


i 叶 芋 8 大 其 


眼 や 髪 の 黒 を 締め る 


鍵 を 整え る 
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際 肝 > 影 や ハイ ライ ト を 調整 する - 


「 ハ ー ド ライ ト 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 鼻 の EC 
下 や 、 イ ヤリ ング と 接 と の 間 、 髪 節 り と 髪 の fi 
毛 の 間 な ど 、 気 に な る 箇所 に 少し 影 を 入れ て 
いき ます 。 

co EE 
rep 
に DEP 
「『 ス クリ ー ン 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 前 髪 や 記 去 = 二 コ に 
ーー て 
ツイ ン テ ー ル の ハイ ライ ト を 調整 し て いき ま トー " 
す 。 ま た 、 肩 口 の ハイ ライ ト も 調整 し まし た 。 “lho Tene 
| 四 bm 
PT J 


OOE22 
| 自 bta4 | 
EEL ー 


CTE ウ 52 
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LT 
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elelelelele 
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ま 放 上 嘆 吾 8 避 症 
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最後 の 調整 を お こ な う 
最後 に 、 質 感 ブ ラ シ を 使っ て 、 鍵 が 熱せ られ て 赤く な っ 


て いる 部 分 や 持ち 手 部 分 を 整え ます 。 さ ら に 、 同 じ ブ ラ シ 
を 使っ て 婚 光 を 追加 し まし た 。 今回 は 鍵 が メイ ン で す の で 、 


ME | 


こう いっ た 細か な 部 分 も 丁寧 に 仕上 げ ま す 。 
鍵 が 熱く な り 、「 自 動 人 形 を 目覚 め さ せる 鍵 が 見 つか っ た 」 
と いう 結末 で す 。 こ れ に て 完成 で す 。 


完成 イラ スト 


イラ スト テク ニッ ク 


秋 咲 K う お 


120 


秋 咲 りお 
Rio AkrisAki 


「 ロー ズ ガ ー ディ アン 」 

幻想 的 で 華やか な イラ スト を 表現 する た め 、 天 使 の 女の子 が 守護 する 
バラ の 園 を イメ ー ジ し て 描い て み ま し た 。 フ ァ ン タ ジ ー イ ラス ト で 
あっ て も 、 実 物 や 写真 を 観察 し て か ら 描 く こ と で 、 リ アリ ティ の ある 
イラ スト に 仕上 げ る こと が で きま す 。 今回 は 、 レ イヤ ー マ ス ク を 使っ 
た 透明 感 の 出し 方 や 、 パ ー ス 定規 を 使っ た ドー ム の 描き 方 、 ま た 、 デ 
コレ ーション ツー ル を 使っ た 演出 方 法 も 紹介 し て いま す 。 

さぁ ! ロー ズ ガ ー デ ィ ア ン の 世界 へ ! 


| ressoni | ラフ か ら 下 塗り まで 


1-] パー ス を 意識 し て ラフ を 描く 
1-2 細部 を 詰め て 下 描き を 仕上 げ る 


1-3 図形 ツー ル や パー ス 定 規 で 線画 を 描く 


1-4 下塗り を し て 影 の 位置 を 決め る 
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LESSON 2 人 物 を 塗る 


2-1 肌 の 丸み を 影 で 表現 する 
2-2 印象 的 な 目元 に 仕上 げ る 
2-3 つや や か な 髪 を 表現 する 
2-4 素材 感 を 意識 し て 服 を 塗る 
2-5 金 細工 の 質感 を 表現 する 


LEssoN 3 計 K ル を 


3-] _ 遂 明 感 の ある 翼 を 演出 する 143 
3-2 カチ ュー シャ と 小物 の バラ を 塗る 144 
3-3 幻想 的 な ガラ ス 玉 を 表現 する 145 
3-4 細部 の 完成 度 を 高め る 148 
背景 を 描い て 仕上 げ る | 
4-] 近 景 の バラ と ツル バラ を 描く 150 
4-2 遠景 の ドー ム と 天窓 を 描く 152 
4-3 自作 の 筆 で 遠景 の 植物 を 描く 154 
4-4 風 の 流れ を 意識 し て 雲 を 描く 157 
4-5 魅力 的 な イラ スト に 仕上 げ る 158 


LESSON 1 
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ラフ か ら 下 塗り まで 


司 構図 を 決め る 


最初 に 「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 新 規 作成 」 
を 選択 し 、 キ ャ ン バ ス を 作成 し ます 。 

今回 は 、 天 使 の 翼 を 持っ た 女の子 を メイ ン 
に イメ ー ジ を 膨らませ まし た 。 可 つ 鳥 租 一 丸 
い ド ー ム 型 の 建物 一 花 が 咲き 乱れ る 植物 園 一 
舞い 降り た 天使 ! で す 。 そ こ で 、 女 の 子 を 天 
窓 の ある ドー ム の 中 に 置い て 、 天 窓 が 見 える 
よう に 「 あ お り 」 の 構図 に する こと に し まし た 。 
まず 、 空 間 の ベー ス と な る ドー ム の 骨組 み を 
描き 、 パ ー ス の ガイ ド に し ます 。「 レ イヤ ー プ 
ロ パ ティ 」 の 「 効 果 」 を 「 レ イヤ ー カ ラー」 に し 
て 線 を 青色 に し 、 不透明 度 を 下げ て お きま す 。 


民有 > パー ス に 合わ せ て 人 物 を 描く 


ラフ の 段階 で は 、 細 部 の 描き 込み より も 全体 の バラ ンス 
を と る こと が 重要 で す 。 全 体 表 示 で 、 線 画 が は っ きり わか 
る よう に 「『 濃 い 鉛筆 」 (2mm) を 使い ます 。 最 初 に 頭 を 描い 
た あと 、 背骨 の ライ ン 、 胸 の パー ツ 、 腰 の パー ツ を 描き ます 。 
胴体 の パー ス を 取り や すい よう に 輪切り に し た ライ ン を 描 
き 、 あ お り の パー ス に 合わ せ て 腰 パ ー ツ を 大 きく し まし た 。 


背骨 ライ ン 


の 


胸 の パー ツ は 肩 と 助 骨 を 、 腰 の バー ツ は 腰 
骨 を 指し て いる 


足 と お 腹 の ラ イン を 描き 足す 


o に ー ゴー ーー 
パー ス を 意識 し て ラフ を 描く 
今回 は 、 建 物 の 中 に いる 女の子 を 下 か ら 見 上 げた 「 あ お り 」 の 構図 で 描い て いき ます 。 最初 
に 建物 の 骨組 み を 描き 、 パ ー ス の ガイ ド を 設定 し て か ら 、 人 物 の ラフ を 描き 込み ます 。 


A4 で 解像度 が 400dpi の カラ ー の | 
キャ ン バ ス を 設定 


「 あ お り 」 の 構図 で は 、 
上 に いく ほど 空間 が 狭く | 
な る 


人 物 の 基本 は 骨格 で す 。 女 性 の 場合 、 身 体 に ひね り を 加え 
る と 女性 らし い 色 っ ぽ さ や し な や か さ が 出 る の で す が 、 胸 
と 腰 を 繋げ て 描い て し まう と 、 お 腹 の ラ イン に 邪魔 され て 
ひね り を 加え 辛く な り ま す 。 そ の た め 、 人 物 の アタ リ は あ 
えて お 腹 の ラ イン を 描か ず に 胸 と 腰 を 分 け て 、 そ れ ぞ れ が 
独自 に 向き を 変え られ る よう に し て いま す 。 


= 


頭 の 向き と 大 き さ を 整え 、 手 を 描き 足し 、 
線 を 整え る 


民有 > 人 物 と 背景 を 描き 込む 


人 物 の 素 体 レイ ヤー の 「 レ イヤ ー カ ラー」 を 青色 に し 、 不 
透明 度 を 下げ ます 。 レ イヤ ー を 追加 し 、 髪 や 衣装 、 顔 の 表 
情 を 描き 足し て いき ます 。 翼 は 見 えて いる と ころ だ け で は 
な く 、 背 中 の 肩 甲骨 の 辺り か ら 生え て いる よう に 描く と 自 
然 な 感じ に な り ま す 。 翼 と 人 物 が 重なっ て いる 部 分 を 「 レ イ 
ヤー マス ク 」 を 使っ て 非 表 示 に し ます 。 

手 の ポ ー ズ が 宙 ぶ ら り ん で し た の で 、 ガ ラス 玉 を 持た せ 


視線 の 先 に ガラ ス 玉 
に 意味 を 持た せる 


環 は 背中 か ら 生え て いる よう に 描く 


際 肝 > ペー ス の 色 を 決め る 


「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル や 「 濃 い 水彩 」 な ど を 使っ て 、 全 体 の 
色 バ ラン ス を 見 な が ら 、 ベ ー ス の 色 を 決め ます 。 い ろ い る 
試し て 、 ド レス は 天使 の イメ ー ジ の 白 、 近 景 の バラ は 女 の 
子 が 際立つ よう に ブル ー に し まし た 。 そ の 他 、 ス カー ト の 
デザ イン や 首飾り な ど 気 に な る と ころ を 修正 し ます 。 と き 
どき キャ ン バ ス を 反転 し て 、 デ ッ サ ン や バラ ンス が お か し 
く な いか 確認 し な が ら 描き 進め まし ょ う 。 


リッ ク し て キャ ン バ ス を 反転 


を 置い て 手 の ポ ー ズ 


まし た 。 手 の ポー ズ の 変更 に 合わ せ て レイ ヤー マス ク も 修 
正 し ま す 。 

次 に 、 背 景 を 描き ます 。 人物 の ラフ の レイ ヤー を ひと つ 
の フォ ル ダ ー に まとめ 、 色 を 変え て 不透明 度 を 下げ ます 。 
ドー ム の 骨組 み に 合わ せ て 大 雑 反 に デザ イン し ます 。 下 側 
に 植物 、 手 前 に バラ を 描い て 、 近 景 、 中 景 、 遠 景 と 3 段階 
に 配置 する と 奥行 き 感 を 出し や すい で す 。 


天井 に 天窓 を 設置 し 、 柱 に 西洋 風 な 装飾 
を 入れ る 


全体 の 色 バ ラン ス を 見 な が ら 、 ベ ー ス の 色 を 決め て いく 
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LESSON 1 ラフ か ら 下 塗り まで 
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カラ ー プ ロフ ァイル プレ ビュ ー を 利用 する 


今回 は 印刷 向け の イラ スト で す の で 、 ベ ー ス の 色 を 決め 
る 前 に 、 カ ラー プロ ファ イル プレ ビュ ー を CMYK に 設定 し 
て お きま す 。 ま ず 、「 表 示 」 メ ニュ ー の 「 カ ラー プロ ファ イル 」 
ー「 プ レビ ュー の 設定 」 を 選択 し 、「 カ ラー プロ ファ イル プ 
レビ ュー」 画 面 で 「 プ レビ ュー する プロ ファ イル 」 を 「CMYK 
: Japan Color 2001 Coated」 に 設定 し ます 。「CMYK : Japan 
Color 2001 Coated」 は コー ト 紙 の 印刷 な ど に 広く 使わ れ て 
いる 設定 で 、 同 人 誌 の 表紙 や ポス トカ ー ド を 印刷 する 場合 
な ど に 使用 し ます 。 これ で 、 カ ラー 表示 が CMYK に な り ま す 。 

注意 し て ほし い の は 、 画 像 自体 の カラ ー モ ー ド が CMYK 


お @@ 
秋 咲 りお 氏 の 作業 環境 


画 ワー クス ペー ス 

私 は 右 利 き な の で 、 操 作 し や すい よう に パレ ッ ト ド ッ ク 
を すべ て 右側 に 寄せ て いま す 。「 サ ブ ビ ュー」 は た ま に し 
か 使わ な い の で 、「 ナ ビ ゲ ー タ ー」 と 同じ パレ ッ ト に 入れ 
まし た 。 

コマ ジ )R が パー に リロ グ リッ 本 ルー ラー カタ ター メロ 
ファ イル プレ ビュ ー の 設定 」、「 カ ラー プロ ファ イル を プレ 
ビュ ー」 の 4 つの ボタ ン を 「 フ ァイル 」 メ ニュ ー の 「 コ マ 
ンド バー 設定 」 で 追加 し て いま す 。 


月 環境 設定 

「 ツ ー ル 」 で は 、 ツ ー ル シフ ト の 機能 は オフ に し て いま 
す 。「 定 規 ・ 単 位 」 で は 、「 長 さ の 単位 」 を 印刷 向け に 「mm」 
に 設定 し て いま す 。 そ の た め 、 ブ ラ シ サ イズ の 表示 が mm 
表示 に な っ て いま す 。「 カ ラー 変換 」 で は 、 使 用 し て いる 
モニ ター が 「Adobe RGB」 に 対応 し て いな いた め 、「RGB 
プロ ファ イル 」 を 「sRGB IEC61966-2.1」 に し て いま す 。 


上 ショ ー ト カッ ト 設 定 

左手 で ツー ル を 切り 替え られ る よう に 、「 ペ ン 」「 鉛 筆 」 
「 筆 」「 消 し ゴム 」 な どの ショ ー ト カッ ト を 、 す べ て 左側 の 
キー に 設定 し て いま す 。 また 、「 ズ ー ム イン 」「 ズ ー ム アウ ト 」 
「 ピ クセ ル 等 倍 」「 全 体 表 示 」 は よく 使う の で 、 キ ー ひ と つ 
で 操作 で きる よう に F5  F7 キー を 割り 当て て いま す 。 


月 筆 圧 の 調整 
「 筆 圧 の 自動 調整 」 を 設定 し て お く と 、 す べ て の ツー ル 
で 自分 の 筆 圧 に 合っ た 設定 が 適用 され ます 。 


に 変わ る の で は な く 、RGB の まま 、 キ ャ ン バ ス の 表示 が 
CMYK に な る と いう こと で す 。 ま た 、CMYK モー ド に 設定 
し た プレ ビュ ー は 、 フ ァイル を 閉じ る と オフ に な る の で 、 
ファ イル を 開き 直し た 際 は オン に 設定 し て くだ さい 。 私 は 、 
コマ ンド バー に 「 カ ラー プロ ファ イル を プレ ビュ ー」 ボ タ 
ン を 追加 し て 、 簡 単に オン に で きる よう に し て いま す 。 た 
だ し 、 プ レビ ュー を 常に オン の 状態 に し て お く と 、 コ ン 
ビ ピュー タ へ の 負荷 が 高く な る の で 、 必 要 に 応じ て オン / オ 
フ を 切り 替え て くだ さい 。 


秋 咲 りお 氏 の ワー クス ペー ス 
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「 環 境 設定 」 の 「 ツ ー ル 」 設 定 


自分 の 筆 圧 で 調節 し て お く 


細部 を 詰め て 下 描 き さ を 仕上 げ る 


ラフ で 大 雑 把 に 描い て いる と ころ の 細部 を 詰め て いき ます 。 線画 と 塗り を 分 け て 描き 進め 
て いく や り 方 で は 、 線 画 の 描き 込み が 重要 に な り ま す 


了 肝 > 人 物 と 背景 を プラ ッシュ アッ プ す る 


「 ラ フ 」 フ ォ ル ダー の 上 に レイ ヤー を 追加 
し 、 人 物 を ブラ ッシュ アッ プ し ます 。 金 細工 
部 分 は 、 花 や リボ ン な ど 形 に し や すい モチ ー 
フ を 目立つ と ころ に 置き 、 ラ イン で 繋げ る と 
デザ イン し や すい で す 。 デ ザイ ン す る こと に 
気 を と られ すぎ ず 、 体 の 立体 感 を 意識 し て 描 
く よ う に し まし ょ う 。 ス カー ト を 手前 に 広がっ 
て いる よう に 修正 し 、 ガ ラス 玉 の 中 の 花 を バ 
ラ に 変更 し まし た 。 

次 に 、 近 景 の バラ を 描き (下記 参照 )、 人 物 
の 線画 の 不透明 度 を 下げ て 建物 を 描き ます 。 
柱 部 分 は 石 、 天 窓 の 窓 枠 部 分 は 金属 を 想定 し 
て いま す 。 建物 の 周り の 背景 は 、 後 か ら 線画 
な し で 描い て いき ます 。 


司 星 。 近 景 の バラ を 描く と き の ポ イン ト 


えな が ら 描 き 進め ます 。 外側 に 花びら を 順に 描き 足し て 、 
バラ の 花 部 分 が 描け た ら 、 が く と 茎 を 描き ます 。 葉っぱ は 
茎 か ら 四 方 に 広がる よう に 描き 足し ます 。 変化 を つけ る た 
め 、 つ ぼ み 状 の バラ も 描き 足し て 、 バ ラ の 花 の 完成 で す 。 


バラ の 花 に は 向き が ある の で 、 バ ラ の 咲い て いる 方 向 を 
意識 し な が ら お 柳 型 の アタ リ を と り 、 お 柳 の 中 央 を 少し 盛 
り 上 げ て バラ の 中 心 を 決め ます 。 バ ラ の 中 心 が 決ま っ た ら 、 
中 心 の 盛り 上 が っ た 部 分 に 花びら を 巻き つけ て いき ます 。 


「 濃 い 鉛筆 」 (1.0~ 1.5mm) で ラフ を 修正 
し な が ら 描 き 込ん で いく 


「 濃 い 鉛 筆 」 と 「 消 し ゴム (硬め )」 を ショ ー ト カッ ト で 切り 替 


ん ジ / 


(で 


お 柳 型 の アタ リ を と り 、 パ ラ の 中 心 に 花びら を 巻き つけ 外側 に が く と 茎 を 描く 


中 心 を 決め る 順に 描き 足す 


人 物 と の バラ ンス を 見 な が ら 建物 を 描く 


茎 か ら 四 方 に 広がる よう に 葉 
を 描く 
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ラフ か ら 下 塗り まで 


司 族 。 レ ィ ヤー を 分 け て 線画 を 描く 


線画 を 描く と きだ け は 、 ペ ン 先 が 滑り すぎ 
な いよ うに タブ レッ ト の 上 に 紙 を 乗せ て 、 紙 
の 上 か ら 描 画 し ます 。 

ラフ と 「 下 書き 」 レ イヤ ー を 青色 に し 、「 不 
透明 度 」 を それ ぞ れ 2096 と 409% に し て 「G ペ 
ン 」 (0.5mm) で 気 に な る 部 分 を 直し な が ら 線 
画 を 描き ます 。「 髪 」「 瞳 」「 ス カー ト 」 「 選 」「 ガ 
ラス 玉 」 は 、 後 か ら 線 画 の 色 を 変え た たい の で 、 
レイ ヤー を 分 け て 描き ます 。 ガ ラス 玉 は 綺 慌 
な 球体 に する た め 、「 図 形 」 ツー ル の 本 円 」 を 
使っ て 描き ます 。「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト 
の 「 図 形 操作 」 で 「 中 央 か ら 開始 」 を オン に し 
て 、 ガ ラス 玉 の 中 心から Shift キ ー を 押し な 
が ら ド ラッ グ し て 真 円 を 描き ます 。 


性 動き の ある 髪 を 描く 


図形 ツー ル や パー ス 定 規 で 線画 を 描く 


とこ で は 、「 図 形 」 ツ ー ル や 「 パ ー ス 定規 」 を 使っ た 正確 な 線 の 引き 方 と 、 フ リー ハン ド で 滑 
ら か な 線 を 描く 方 法 を 紹介 し ます 。 


「 キ レイ な 線 」 を 描く に は 訓練 ある の み で す 。 


CE 

通常 >|c ws 

> sian | 

| 還 | 100w 0 上 
前 景色 


100% 通常 


きき ロロ D そ の ロ に 人 


滑ら か に カー ブ す る 長め の 曲線 は 、1 スト ロー ク で スッ と で す 。 
描け れ ば よい の で す が 、 難 し い の で 2 一 3 スト ロー ク で 曲 前 髪 と 後ろ 髪 を 描い た ら 、 別 レイ ヤー に サイ ド の 髪 を 描 
線 を 繋げ な が ら 、 気 に 入る まで 「 取 り 消し (Ctrl + Z)」 を し き 足 し ます 。 サ イド の 上 髪 は 、 後 ろ 髪 より も 風 の 影 響 を 受け 
て 繰り 返し て 描き ます 。 慣れ な いう ち は 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 や すい の で 、 動 き を つけ て 描き ます 。 後 ろ 髪 と サイ ド の 髪 
パレ ッ ト で 「 手 ブレ 補正 」 の 数 値 を 少し 上 げ る と 描き や すい の 重なり あっ た 線 を 消し て 、 1 枚 の レイ ヤー に 結合 し ます 。 


a 4 


線 を 描き や すい 方 向 に キャ ン バ ス を 動か す 
(この 場合 は 反転 ) 


EE 


サイ ド の 髪 は 別 の レイ ヤー に 描い て か ら 、 髪 
の レイ ヤー と 結合 する 


了 較 > 3 点 透 視 の パー ス 定 規 レ イヤ ー を 配置 する 


「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 定 規 ・ コ マ 枠 」 一 
「 パ ー ス 定規 の 作成 」 を 選択 し 、「3 点 透視 」(「 レ 
イヤ ー を 新規 作成 」 を オン ) を 選択 し て パー ス 
定規 を 作成 し ます 。 

パー スズ 定規 の ハン ドル を ドラ ッ グ し て 、 ア 
イレ ベル を 少し 斜め に 設定 し ます 。 下 描き の 
天窓 の 位置 と 柱 の 傾き か ら 、 高 さ 方 向 の 消失 
点 を 決め ます 。 左 右 の 消失 点 は 、 天 窓 が 四角 
形 の 上 面 に 張り つい て いる と イメ ー ジ し て 、 
天窓 を 囲む お よう に パー ス 線 を 移動 し て 決定 し 
ます 。 パー ス 定 規 の 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 バ 
レッ ト で 「 グ リッ ド 」 を オン に する と 3 次 元 空 
間 が わか りや すく な り ま す 。 


この 上 に 高 さ 方 向 の 


消失 点 が ある 
ジン 


レグ RSN 


この 箱 の 中 に 円 柱 形 の 
ドニ が が ある イメ ニニ ジ 


アイ レベ ル 


痛 。「 較 形 」 ツ ー ル の 「 棒 円 」 で 天窓 を 描く 


く こ と が で きま す 。 同 様 に 内 側 の 円 を 描い て 、 ふ た つの 円 
を 「 図 形 」 ツー ル の 「 曲 線 」 で つなげ ます 。 こ の と き は 、 パ ー 
ス 定 規 に スナ ッ プ させ た く な い の で 、 パ ー ス 定規 レイ ヤー 
を 非 表 示 に し て お きま す 。 


「 図 形 」 ツ ー ル は 、 パ ー ス 定規 に スナ ッ プ させ て 描く こと 
が で きる の で 、 この 機能 を 利用 し て 天窓 を 描き ます 。「 図 形 」 
ツー ル の 「 椿 円 」 を 選択 し 、 天 井 の 位置 に 合う よう に ドラ ッ 
グ す る と 、 パ ー ス 定規 の 平面 に 張り つい た 状態 で 天窓 を 描 


ドラ ッ グ する 
> 


新規 レイ ヤー 上 で 、 ス ナッ プ 位 置 を 調整 し や すい よう に 、 本 円 の 「 サ ブ 
ツー ル 詳 細 」 パ レット で 「 中 央 か ら 開 始 」 を オフ に し て 描く 


ふた つの 円 を 繋げ る 曲線 を 描く と き は 、 パ ー ス 定規 に スナ ッ プ させ た 
く な い の で 、 バ パー ス 定 規 を 非 表示 に する 


SOS 
パー ス 定 規 に スナ ッ プ し て 描画 する 


パー ス 定 規 に スナ ッ プ する に は 、 パ ー ス 定規 の 「 ツ ー ル イヤ ー を 非 表示 に する か 、「 特 殊 定 規 に スナ ッ プ 」 を オフ 


プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 「 ス ナッ プ 」 が オン に な っ て いる 
こと 、 ま た 、「 図 形 」 ツ ー ル の 「 サ ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト 
の 「 補 正 」 で 「 ス ナッ プ 可 能 」 が オン に な っ て いる こと が 
必要 で す 。 

パー スズ 定規 に スナ ッ プ し た く な い 場 合 は 、 パ ー ス 定規 レ 


に し ます 。 ま た 、 パ ー ス 定規 の パー ス 線 の ひし 形 の ハン ド 
ル を クリ ッ ク す る と 、 ア クティ ブ (紫色 ) と 非 ア クティ ブ ( 緑 
色 ) が 切り 替わり 、 緑 色 の パー ス 線 に は スナ ッ プ し な く な 
り ま す 。 パ ー ス 線 が 込み 入っ た と き に 便利 な 機能 で す 。 
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Sr 
「 図 形 」 ツ ー ル の 「 定 規 作成 」 一 「 対 称 定 規 』 
を 選択 し 、 "ツー ルプ ロ パ ティ 」 パ レッ ト で 「 線 
の 本 数 」 を 「2」 に し て 「 線 対称 」 を オン に し ま 
す 。 垂直 な 定規 線 を 引い た ら 、「 ペ ン 」 ツ ー ル 
の 「 マ ー カ ー」ー「 マ ジッ ク ペ ン 」 で ハー ト の 
片側 だ け を 描き ます 。 対 称 定規 を 使う と 左右 
対称 の 同じ 模様 が 描画 で きま す 。 対 称 定規 を 
削除 し て 、 ハ ー ト 型 の レイ ヤー を 複製 し ます 。 
「 編 集 」 メニ ュー の 「 変 形 」 一 「 メ ッシュ 変形 」 
を 選択 し 、 窓 枠 に 入る よう に 形 を 合わ せま す 。 
すべ て の 窓 枠 に ハー ト 型 を は め 込 ん だ ら 、 窓 
枠 に 少し 厚み を 持た せる た め 、 窓 枠 の レイ 
ヤー を 複製 し 、 少 し 上 に ずら し て レイ ヤー を 
結合 し ます 。 


民有 > パー ス 定 規 を 使っ て ドー ム を 描く 


背景 の 建物 は 遠く に ある の で 、 今 


回 


対称 定規 」 を 利用 し て 左右 対称 の 飾り 枠 を 描く 


ED 


ハー ト の 片側 だ け を 描く と 、 定 規 線 を 『「 横 格子 点数 」 を 4、「 縦 格子 点数 」 を 3 
は さん で 左右 対称 の ハー ト が 描け る に し て メッ シュ 変形 する 


は 線画 は 描か ず 、 塗 


り だ け で 表現 し ます 。 新規 レイ ヤー に 「 対 称 定規 」 を 使っ て 


片側 だ け 「 曲 線 」 を 引い て アー チ を 描画 し た ら 、 
ニュ ー の 変形 」 一 「 自 由 変 形 」 で 位置 を 合わ せま す 。 立 体感 


「 編 集 」 メ 


を つか お む た め 、 パ ー ス 定規 を 表示 し て いま す が 、「 自 由 変形 」 


に NM 


「 自 由 変 形 」 で アー チ を パー ス に 合わ せ て 配置 する 


y 


Ss め 


=% 


梁 は 「 図 形 」 ツ ー ル の 『 檜 円 」 で パー スズ 定規 に スナ ッ プ し て 描 


画す る 


る 


は パー ス に スナ ッ プ し な い の で 、 パ ー ス に 合わ せ て 位置 を 
自分 で 調整 し ます 。 柱 と 梁 は パー ス 定 規 に スナ ッ プ させ て 
描画 し ます 。 線画 の 中 身 を 塗り つぶ し て 建物 の シル エッ ト 
が 完成 で す 。 


窓 桁 と ドー ム は レイ ヤー を 分 け て 描画 する 


ラフ か ら 下 塗り まで 


必須 > 「 塗 り っ ぶ ぷ ぶし 」 ツ ー ル で 下塗り を する 


まず 、 線 画 の レイ ヤー を すべ て 選択 し て 「 透 明 ピ クセ ル を 
ロッ ク 」 し 、1 枚 ずつ 濃い 茶色 で 塗り つぶ し ます 。 

次 に 、 人 物 を 下塗り し ます 。 肌 色 な ど 薄 い 色 は 塗り 残し 
が わか り づ らい の で 、 濃 い 色 で 塗っ て か ら 「 透 明 ビ ピク セル を 
ロッ ク 」 し て 薄い 肌色 に 塗り 直し ます 。 肌 と 髪 の 色 は 、 ラ フ 
の 画像 を 「 サ ブ ビ ュー」 に 読み 込ん で 、 色 を 拾い ます 。 

塗り つが ぶす と き は 、「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル の 「『 編 集 レ イヤ ー 
の み 参 照 」 (複数 参照 」 の 「 す べ て の レイ ヤー」 を オン ) で お 


/ 
か 


i 


お で こ 部 分 は 「 選 択 範 囲 ) ツー ル の 「 投 げ な わ ね 選 
択 」 で 範囲 を 選択 し て 塗り つぶ す 


司 。 光源 の 位置 を 決め て 全体 の 影 の ガイ ド を 作成 する 


近 景 の パラ と 背景 の ドー ム を 塗っ た ら 、 い 
ちば ん 下 に レイ ヤー を 追加 し て 「 グ ラ デ ー 
ショ ン 」 ツール の 「 昼 空 」 で 空 を 塗り ます 。 

次 に 、 レ イヤ ー ご と に 作業 する 際 に 影 の 位 
置 が ちぐはぐ に な ら な いよ うに 、 し っ か り 影 
の 位置 を 吟味 し ます 。 光源 を 右 寄 り 手 前 側 の 
真 上 に し て 、 人 物 の 顔 に 光 が あ た る よう に し 
まし た 。 い ちば ん 上 に 「 乗 算 」 レ イヤ ー を 追加 
し て 、 グ レー で 影 を 大 雑 把 に 塗り ます 。 こ の 
レイ ヤー は 影 の ガイ ド と な る の で 、 細 部 は こ 
だ わら ず 、 全 体 の 立体 感 が わか る よう に 塗っ 
て お きま す 。 


近 景 の バラ と ドー ム を 塗り 、 遠 景 の バラ 
の 葉っぱ を 仮 湊 り する 


「 獲 りつ ぶし 」 ツー ル の 「 囲 っ て 塗る 」 で 塗り 残し 
部 分 を 塗り つぶ す 


下塗り を し て 影 の 位置 を 決め る 


ラフ 作成 時 に 追加 し た レイ ヤー を すべ て 削除 し 、 線 画 の レイ ヤー だ け に し て 下塗り を 始め 
ます 。「 塗 りつ ぶし 」 ツ ー ル を 使っ た 下塗り の 方 法 を し っ か り マ スタ ー し まし ょ う 。 


お ま か に 塗り つぶ し ます 。 髪の毛 な ど 線 が 入り 組ん で いる 
と ころ は 、「 囲 っ て 塗る 」 で 塗り つぶ し ます 。「 囲 っ て 塗る 」 
の 「 ツ ー ル プロ パテ ィ 」 パ レッ ト で 「 対 象 色 」 を 「 薄 い 半 透明 
を 透明 扱い 』 ュ に し て お く と 、 ア ンチ エイ リア ス の か か っ た 線 
画 の キワ も キレ イ に 塗り つぶ せま す 。 最 後に 残っ た 箇所 は 、 
「G ペ ン 」 や 「 マ ー カ ー」 で 塗り つぶ し ます 。 

同様 に し て 、 服 や ガラ ス 玉 も 塗っ て いき ます 。 


サ プ ビ ュー| 


サブ ビュ ー の ラフ か ら 色 を 拾う 
(自動 で スポ イト に 切り 替え : オン ) 


速 目 で 全体 の 立体 感 が わか る よう に 、「 濃 
い 水 彩 」 で 影 を 塗る 
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情 星 > 「 不 透明 水彩 」 筆 で 1 影 を 塗る 


下地 に 直接 影 を 塗っ て いき ます 。 同 じ レ イ 
ヤー に 色 を 重ね て 塗る と き は レイ ヤー を 「 透 
明 ビ ピクセル を ロッ ク 」 し て 、 透 明 部 分 に 塗り 
が は み 出 さ な い よう に し ます 。 

「 肌 」 レ イヤ ー に 全体 の 影 を 塗っ た ら 、 お で 
こ な ど の 光 が あ た る と ころ に も 、 肌 の 丸み を 
出す た め に 影 を 塗り ます 。 

次 に 、「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 で 筆 ム ラ 
が な いよ うに ぽか し ます 。 こ の と き 、 光 と 影 
の 境目 を すべ て ぼかし て し まう と 、 全 体 が ぼ 
や けた 印象 に な っ て し まう の で 、 丸 みや 柔 ら 
か さ を 出 し た い 場 所 に 限定 し ます 。 


肌 の 丸み を 影 で 表現 する 


と と か ら 、 塗 り の 作業 に 入り ます 。 ま ず 、 影 の ガイ ド で 影 の 位置 を 把握 し ます 。 全体 の 影 
は 直接 下地 に 濃淡 を つけ て 塗り 重ね 、 落 ち 影 な ど は 新しい レイ ヤー に 塗っ て いき ます 。 


~~ 


お で こ や 二 の 腕 な ど 、 丸 み を 出し た いと ころ の 影 の 境目 を 「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 


で ほか す 


靖 星 。「 濃 い 水 彩 」 筆 で 2 影 を 塗る 


顔 を 引き 立て る よう に 、 首 元 か ら 胸 元 に か け て 2 影 を 浅 
り ま す 。 脇 や お 腹部 分 に も 立体 感 を 意識 し て 影 を 塗っ た ら 、 
二の腕 や 胸 な ど 丸 み の 強 いと ころ を ぼかし ます 。 こ こ で も 
ぽか し 過ぎ は 禁物 で す 。 

次 に 、 左 肩 や 二の腕 、 胸 の ふち な ど 、 影 の 強い と ころ の 


か す 


「 濃 い 鉛筆 」 で 反射 光 を 描き 、 胸 部 分 は ぼかす 


外側 に 明る い 肌 色 で 、 反 射 光 を 描き 足し ます 。 反射 光 を 描 
く と 、 よ り 立 体感 が で ます 。 さ ら に 胸元 は 全体 的 に 影 に な 
る の で 、 へ こん で いる 部 分 に さら に 濃い 影 を 塗り ます 。 今 
回 は 肩 か ら 前 面 に 垂れ て いる 髪 を 半 透 明 に する の で 、 髪 で 
隠れ る 部 分 も し っ か り 影 を 塗り ます 。 


胸 の 谷間 や 脇 に さら に 濃い 影 を 塗り 、 ぼ か す 


了 須 > 上 半身 と 同様 に 足 の 影 を 塗る 


足 の 1 影 、2 影 を 塗り 、 太 も も 部 分 の 影 を 
ぽか し て 丸み を 出し ます 。 左 右 両方 の 足 の 影 
に な っ て いる 側 に 反射 光 を 描き 足し て 、 左 右 
の 足 の 境目 を わか りや すく し ます 。3 影 を 少 
し 足し ます 。 最 後に 、 全 体 の 影 を 強め る た め 


に 、 右 足 の 1 影 の 部 分 を 2 影 の 色 で 塗り つぶ 足 に 1 影 、2 影 、3 影 。 反射 光 を 塗る 右足 に 2 影 の 色 を 追加 し て 全体 的 に 時 
し て 、 影 を 濃く し まし た 。 に する 


際 因 > レ ィ ヤー を 追加 し て 落ち 影 を 塗る 


レイ ヤー を 分 け て 塗り 重ね る と き は 、 下 地 の レ イヤ ー の の 「 色 調 補正 」 一 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 、 明 度 と 彩 度 を 上 げ 
上 に 追加 し た レイ ヤー を 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し て 明る い 色 に し ます 。 さ ら に 、「 消 し ゴム 」 ツ ー ル の 「 軟 ら か 
て 、 下 の レイ ヤー の 塗り か ら は み 出 さ な い よう に し ます 。 め 」 で 、 前 髪 の 先 や 首 元 の 影 を ふわ っ と 消し て 、 落 ち 影 を 肌 

「 合 成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 、 前 髪 、 頭 部 ( 首 元 に 影 が 。 と な じ ま せ ます 。 
落ち る )、 衣 装 の 落ち 影 を 適当 な 肌色 で 塗り 、「 編 集 」 メ ニュ ー 


( 


前 髪 、 頭 部 、 ス カー ト の 落ち 影 を 適当 な 色 で 塗る 落ち 影 の 色 を 調整 し 、 影 が 強 す ぎる と ころ を 消し て 肌 に 
な じ ま せ る 


肌 の 影 色 を カラ ー サ ー ク ル で 選ぶ 
肌 の 影 色 は 、 下 地 の 色 を も と に 段階 的 に 赤 味 を 加え た 色 下地 の 色 1 影 の 色 2 影 の 色 
に し て いま す 。「 カ ラー サー クル 」 で 色相 を 少し ずつ 赤色 on 二 還 回 Ge 


方 向 に ずら し 、 色 空間 で 少し ずつ 右側 に ずら し て 色 を 選び 
ます 。 肌 の 色 が 濁 ら な いよ うに 、 色 空間 の 下方 向 に は ずら = > 
さ ず 、 意 識 的 に 明度 を 下げ な いよ うに し ます 。 ロ ロ 


赤 味 を 加え る と 血色 の よい 肌 に な り 、 健 康 的 で 明る い 印 ss mstmiumss の eo msmanmwl の es wae の 
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LESSON 


肌 
の 
丸 
み 
を 
影 
表 
現 
る 
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民有 > みず みず し い 肌 に 仕上 げ る ーー 一 = 


「 乗 算 」 レイ ヤー を 追加 し て 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル の 「 和 柔 ら た 白 で 塗り ます 。 白目 の 上 側 に まぶた の 落ち 影 を 塗り 、 白 
か 」 (ブラ シ 濃 度 : 25) で ほほ に 赤 味 を 入れ ます 。 赤 味 を 入 目 の ふ ちと 影 を ぼかし て な じ ま せ ます 。 
れる と 女の子 の か わい らし さや 肌 の みず みず し さ を 表 現 で 次 は メイ ク で す 。 キ ャ ラク ター の 年 齢 や ファ ッ シ ョ ン に 
きま す 。 次 に 、 口 の 中 を 塗り 、 影 を 入れ て 奥行 き 感 を 出し 合わ せま し ょ う 。「 濃 い 鉛 筆 」 で 赤 茶 色 の アイ ライ ン と 、 明 
ます 。 続い て 、 白 目 を 塗り ます 。 今 回 は 顔 に 光 が あ た っ て る い オ レン ジ 系 の ルー ジュ を 塗り 、 ぼ か し ます 。「 濃 い 水 彩 」 
いる の で 、 白 に 近い 肌色 を 塗り まし た が 、 影 に な っ て いる で 、 ほ っ ペ ぺ 、 唇 、 鼻 先 に ハイ ライ ト を 入れ 、 唇 の ハイ ライ 
場合 は 、 白 目 が 悪 目立ち し な いよ うに 肌色 に 近い 影 の 入っ ト を ぼかし て ふっ くら つや や か に 仕上 げ ま す 。 


| 


] 7 J 
「 エ アブ ラ シ 」 で ほほ の 他 、 肩 、 指 先 、 膝 に 口 と 白目 、 ま ぶた の 落ち 影 を 塗る アイ ライ ン と ルー ジュ を 入れ 、 若 い 女の子 
も 赤 味 を 入れ る らし い ナ チュ ラル メイ ク に する 


性) 肌 の 塗り 全体 を 見 直し て 調整 する 


肌 の 塗り が ひと 通り で きた と ころ で 、 全 体 
を 見 直し て 気 に な る と ころ を 修正 し ます 。 肩 
と 膝 に も ハイ ライ ト を 入れ ます 。 肌 が より 一 
層 み ずみ ず し く な り ま し た 。 

塗り の 作業 で は 、 拡 大 表示 し て 細部 まで 塗 
り 込 むこ と が 多い の で 、 区 切り 区 切り で 全体 
の バラ ンス を 見 直す こと が 大 切 で す 。 


LESSON 2 


人 物 を 塗る 


印象 的 な 目元 に 仕上 げ る 


ノ 暗 を 描い て キャ ラク ター に 命 を 吹き 込み ます 。 単調 な 青い 瞳 に な ら な いよ うに 、 ハ イラ イ 
ト や 反射 光 に 別 の 色 を 使っ て 印象 的 な 目元 に し ます 


情 ) 透明 感 の ある 暗 を 表現 する 


下地 の 瞳 の レイ ヤー に 、 瞳 孔 と まぶた の 落ち 影 、 瞳 の ふ と 、 虹 彩 が 発光 し て いる よう に 見 えま す 。2 種 類 の ハイ ラ 
ち を 青 系 の 色 で 塗り ます 。 単調 な 青い 障 に な ら な いよ うに 、 イト を 「『 加 算 (発光 )」 モ ー ド に し て 、 追 加 し ます 。 ハ イラ イ 


「 不 透明 水彩 」 で 少し グラ デー ショ ン が か か る よう に 、 グ リー ト が 入る と キャ ラク ター に 命 が 吹 き 込ま れ 、 生 き 生き と し 
ン を 追加 し て 変化 を 持た せま す 。 新規 レイ ヤー に 「 濃 い 鉛筆 」 た 表情 に な り ま す 。 
で 瞳 の 下 に 虹彩 を 描き 足し 、「 合 成 モ ー ド 」 を 『 加 算 (発光 )」 最後 に 、 瞳 の 線画 レイ ヤー を 「 透 明 ビ クセ ル を ロッ ク 」 し 


に し て 不透明 度 を 調整 し ます 。「 加 算 (発光)」 モ ー ド に する て 、「 エ アブ プラ シ 」 で 線画 の 色 を 調整 し ます 。 


瞳孔 と まぶた の 落ち 影 、 瞳 の ふち を 濃い 表 瞳孔 の ふち を 紺色 で 塗り 、 同 じ 色 で 瞳 の 左 瞳孔 の 中 に 明る い 青 を 塗り 、 瞳 の 右上 に 明 
で 塗り 、 瞳 の ふち だ け ぼ か す 上 に 濃い 影 を 吹き つけ る る い グ リー ン を 描き 込む 


新規 レイ ヤー(「 加 算 ( 発 光 )」( 不 透明度 : 新規 レイ ヤー(「 加 算 (発光 )』) に 「 濃 い 水彩 新規 レイ ヤー で 睡 の 下 に ピン ク 色 の ハイ ラ 
3096)) に U 字 型 の 虹彩 を 描く や 「G ペ ン 」 で ハイ ライ ト を 描く イト を 描き 足す 


ピン ク 色 の レイ ヤー を 「 加 算 (発光)」( 不 透 まぶた 部 分 の 線画 を 濃く し 、 目 頭 、 目 尻 、 最終 調整 で ピン ク の ハイ ライ ト の レイ ヤー 
明度 : 3596) に し て 、 下 部 分 を 「 消 し ゴム 」 下 ま ぶた の 線画 は 明る い 茶 色 に し て 肌 に な の 不透明 度 を 509% に し て 睡 の 印象 を 強く 
で 消す じ ま せ る する 
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民有 > 影 の ガイ ド を 参考 に 髪 の 1 影 を 塗る 


下地 に 『 不 透明 水彩 」 で 光 と 影 を 黄色 と 紫 で 描き 足し ます 。 
レイ ヤー を 追加 し て 、「 下 の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング 」 し 、「 合 
成 モ ー ド 」 を 「 乗 算 」 に し て 1 影 を 塗り ます 。 下 地 の 色 を 反 
映し て 影 を 塗る 場合 は 、「 乗 算 」 レ イヤ ー が 最適 で す が 、 繊 
細 な 色 の 表現 が 難し い の で 、 私 は 「 通 常 」 レ イヤ ー と 使い 分 
け て いま す 。 髪 の 場合 は 、 均 一 の 色 味 の 影 で 塗り 分 け で き 
る の で 、「 乗 算 」 レ イヤ ー を よく 使い ます 。 

次 に 、 自 作 の 「 不 透明 水彩 の ば し 」 で 影 を 柔らか くし ます 。 
「 不 透明 水彩 の ば し 」 は 、「 不 透明 水彩 」 を コピ ー し て 「 絵 の 
具 量 」「 絵 の 具 濃 度 」「 色 延び 」 を 「0」 に し た 、 色 の つか な い 
人 筆 で す 。 これ を 使う と 、 影 の シャ ー プ さ は その まま に 、 と が っ 
た 部 分 だ け を 伸ばす よう に ぽ ぼかす こと が で きま す 。 

最後 に 、 光 が あたっ て いる と ころ の 影 を 消し て 、 色 を 薄 
くし て お きま す 。 


つや や か な 髪 を 表現 する 


髪 は 細か く レ イヤ ー を 分 け て 塗っ て いき ます 。 毛 東 を 意識 し て 光 と 影 を 塗り 分 け 、 全 体 的 
な 立体 感 を し つかり 出す よう に し まし ょ う 。 


司 星 。 毛 東 を 意識 し て 髪 の 2 影 を 塗る 


さら に 、「 乗 算 」 レイヤー を 追加 し 、 毛 束 を 意識 し て 2 影 1 影 、2 影 は 単調 に まっ すぐ 影 を 入れ た の で 、 影 に 変化 を 
を 塗り ます 。 影 の 色 を 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 薄い 紫色 に な つけ ます 。 レ イヤ ー を 「『 通 常 」 モ ー ド の まま 追加 し 、 ス ポイ 
る よう に 調整 し 、「 消 し ゴム 」 で 消し て な じ ま せ ます 。 ト で 髪 の 色 を 拾い な が ら 影 を 修正 し ます 。 


全体 の 影 に な っ て いる 部 分 に 、 毛 束 の 流れ に そっ て 影 を 入れ る スポ イト で 髪 の 色 を 拾い な が ら 、「 濃 い 鉛 筆 」 で 影 に 変化 を つけ る 
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司 反射 光 と ハイ ライ ト を 描く 


「 通 常 」 モ ー ド の レイ ヤー を 追加 し 、「 濃 い 
鉛筆 」 で 反射 光 を 描き ます 。 反 射 光 と は 、 周 
り に ある 物 に あたっ た 光 が 跳 ね 返っ て 映る 光 
で す の で 、 周 り に ある 物 の 色 が 映り 込み ます 。 
今回 の イラ スト は 、 空 の 青 や 植物 の 緑 な ど 寒 
色 系 の 背景 な の で 、 柴 が か っ た 白 に し まし た 。 

人 ハイ ライ ト も 毛 東 の 流れ を 意識 し な が ら 、 
「 濃 い 水 彩 」 や 「 不 透明 水彩 」 で 描き ます 。 

「 天 使 の 輪 」 も 頭 の 丸み を 意識 し な が ら 、 描 
き 足 し ます 。 


ググ || 


光 の あたっ て いる 場所 や 色 を 考え て 、 反 射 光 や ハイ ライ ト を 描く 


間 。 圧 の 色 味 を 調整 する 


レイ ヤー を 追加 し て 「 合 成 モ ー ド 」 を 「 オ ー バ ー レ イ 」 に し も う 一 枚 レ イヤ ー を 追加 し て 、「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツール 
ます 。 ス ポイ ト で 髪 色 を 拾っ て 「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル の 「 和 柔 で 毛 先 部 分 に 水色 か ら 透 明 に な る グラ デー ショ ン を 置き 、 
ら か 」 で 色 が 濃 す ぎる と ころ や 、 も っ と 明る くし た いと ころ 「 合 成 モ ー ド 」 を 「 ス クリ ー ン 」 に し て 、 不 透明 度 を 調整 し ま 
に 色 を の せ て 鮮やか な 色 味 に し ます 。 す 。 毛 先 部 分 が 青白 い 色 味 に な っ て 、 少 し 距離 感 が 出 ま し た 。 


「 オ ー バ ー レ イ 」 レイ ヤー を 追加 し て 、 明 る く 毛 先 を 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 」 ツ ー ル の 「 描 画 色 か 「 合 成 モ ー ド 」 を 「 ス クリ ー ン 」 に し て 、 不 透明 
し た いと ころ に 色 を の せる ら 透 明 色 」 で 塗る 度 (5696) を 調整 する 
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線画 の 色 を 髪 に な じ ま せ る ーー 


通常 」 モ ー ド の レイ ヤー を 追加 し て 、 顔 周り に 「 エ アブ 
ラ シ 」 で 肌色 を ふわ っ と 吹き つけ ます 。 顔 周り が 明る く な る 
と や さ し い 印象 に な り ま す 。 次 に 、 胡 の 線画 の レイ ヤー の 
上 に レイ ヤー を 追加 し て 、 ス ポイ ト で 髪 色 を 拾っ て 、 遊 び 
毛 を 描き 足し ます 。 髪 の 線画 の レイ ヤー を 「 透 明 ピ クセ ル を 
ロッ ク 」 し て 、 線 画 を 濃い ピン ク 色 で 塗り つぶ し ます 。 光 が 


顔 回 り を 明る くし 、 遊 び 毛 を 自然 な カー プ に な る よう 線画 を 濃い ピン ク 色 に し 、 さ ら に 光 が あ た っ て いる と 『 き = 軌 賠 攻 


あたっ て いる と ころ は 「 エ アブ ラ シ 」 で 線画 の 色 を 薄く し ま 
す 。 最 後に 、 髪 の レイ ヤー を ひと つの フォ ル ダ ー に まとめ 
て お きま す 。 

顔 周 り の 塗り が 出来 上 が る と 、 が ぜん テン ショ ン が 上 が 
り ま す ! これ か ら ま だ 作業 が 続く の で 、 こ こ で モチ ベー ショ 
ン を 上 げ て お く こ と が 自分 に と っ て の ポイ ント で す 。 


回 ま で 
回 
i 
回 ** 


* | ES 


FR) 


に 1 スト ロー ク で 描く ころ の 線画 を 薄く する 


SSS 
キャ ラク ター 着色 時 の 筆 の 使い 分 け 


キャ ラク ター を 塗る 際 に 使用 する 筆 の 、 お お ま か な 使 い 分 け を 紹介 し ます 。 


| 島 筆  | 使 5 タ イミ シグ 
1 「 筆 」 ツ ー ル の 「 温 い 水彩 」 |・2 影 以降 の 温 い 影 を 塗る と き 

・ 編 か いと こる を 修正 し た い 「0 和 」 ツ ー ル の 「 湊 い 筒 」 ・ 反 光 、 人 ハイ ライ ト な どの 塗り 

・ く っ きり し た 線 を 引き た い 「 ペ ン 」 ツ ー ル の 「G ペ ン 」 ・ 線 画 


・ 筆 ムラ を キレ イ に な くし た い 
・ 色 の 境目 を な じ ま せ た い 


「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 ・ 肌 や 瞳 を 塗る と き 


・ 筆 ムラ を 残し な が ら 色 を な じ ま せ た い 


「 筆 」 ツ ー ル の 「 不 透明 水彩 
「 不 透明 水彩 の ば し 」(※) 


・ 水 彩 梁 りや 、 厚 塗り で 質感 を 出し て 塗る と き 


・ ふ ん わり と 色 を 塗り た い 「 エ アプ ブラ シ 」 ツ ー ル の 「 和 柔 ら |・ 影 や 光 に 色 味 を 追加 する と き 
・ 広 い 範 囲 に 薄く 色 を 塗り た い か 」 (ブラ シ 濃 度 : 25) ・ 線 画 の 一 部 の 色 を 変更 する と き 


「 消 し ゴム 」 ツ ー ル の 「 軟 ら か 


・ 色 を 薄く し て 周囲 の 色 に な じ ま せ た い 


め 」 


・ 濃 い 影 を な じ ま せ る と き 


※「 不 透明 水彩 」 を コピ ー し て 「 絵 の 具 量 」「 絵 の 具 濃度 」「 色 延び 」 を 「0」 に し た 自作 の 筆 


LESSON 


性) 立体 感 を 意識 し て 白 ド レス の 影 を 塗る 


白 ド レス の レイ ヤー の 下地 に 薄い 青 を 塗り 、 ス カー ト の 
裏面 に 濃い 影 を 入れ ます 。 次 に 、「 合 成 モ ー ド 」 が 「 通 常 」 の 
レイ ヤー を 追加 し 、 影 の ガイ ド を 参考 に 1 影 を 塗り ます 。 
グロ ー ブ は 腕 に 密着 し て いる の で 、 腕 の 丸み に そっ て 影 を 
描い た あと 、 寄 せ ジ ワ や 、 ひ っ ぱり ジワ の 影 を 描き ます 。 
これ ら の 影 を シャ ー プ に 描く こと で 、 布 の 密着 し て いる 様 
子 や 薄 さ が 表現 で きま す 。 次 に 、 ス カー ト の 影 を 描い た ら 、 


素材 感 を 意識 し て 服 を 塗る 


素材 に よっ て 服 を 塗り 分 け ま す 。 下地 に 色 を 重ね て 塗る と き は 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 し 、 
追加 し た レイ ヤー に 塗る と き は 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し て 塗り 進め ます 。 


端 に 行く に 従っ て 影 が 薄く な る よう に 、「 不 透明 水彩 の ば 
し 」 で 影 の エッ ジ を 残し な が ら な じ ま せ ます 。 上 半身 は 布 が 
肌 に 密着 し て いる の で 、 シ ワ を 入れ て 布 の 質感 を 出し ます 。 
次 に 、2 影 を 影 が より 濃く な っ て いる と ころ と 、 光 と 影 の 境 
目 に 塗り ます 。 こ うす る こと で 、 全 体 の 影 が 強調 され 、 影 
と 光 の メリ ハリ が つき ます 。 最 後に 、 光 が あたっ て いる と 
ころ の 影 を 「 消 し ゴム 」 で 薄く し て な じ ま せ ます 。 


全体 の 影 を 塗り 、 光 が あたる 部 分 は 体 や スカ ー ト の 丸み を 意識 し て 
影 を 塗る 


性 反 射 光 を 描い て 白 ド レス の 光沢 感 を 出す 


影 の 外側 を 空 の 色 が 反射 し た 薄い 水色 で 
塗り ます 。 さ ら に 、 白 ドレ ス は 光沢 の ある 生 
地 を イメ ー ジ し て いる の で 、 ス カー ト の ギャ 
ザー 部 分 に 、 ス カー ト 自 身 の 反射 光 を 描き ま 
す 。 ス カー ト の 裏面 も 光沢 感 を 意識 し て 、 明 
る くし ます 。 


2 種類 の 2 影 を 塗り 、 全 体 の 影 を 強調 する 
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: 
了 較 > 白 ド レス の 影 の 色 味 や 濃淡 を 調整 する 


「 乗 算 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 白 ドレ ス に 髪 
の 落ち 影 を 描き 、「 消 し ゴム 」 で な じ ま せ ます 。 
影 の 色 が 単調 に な っ て し まっ た の で 、「 オ ー 
バー レイ 」 レイ ヤー を 追加 し 、「 エ アブ ラ シ 」 
で 光 が あ た る 部 分 に ビン ク を 、 影 に な る 部 分 
に 青 や 紫 を 吹き つけ ます 。 

全体 表示 し た と き に 、 右 手 側 の 万 部 分 の 影 
が 弱かっ た の で 、「 焼 き 込 み カ ラー」 レ イヤ ー 
を 追加 し て 、 影 を 濃く し ます 。 


隊 > プー ツ を 白 ド レス と 同様 に 描く 


ブー ツ は 白 ド レス と 同時 進行 で 、 白 ドレ ス 
と 同じ レイ ヤー に 影 や 反射 光 を 塗っ て いき ま 
す 。 こ こ で も 、 光 と 影 の 境目 に 影 を 強調 する 
よう に 描く こと が ポイ ント で す 。 

ブー ツ は 、 足 に 密着 し て いま す が 、 布 が 厚 
手 な の で 、 細か い シ ワ は 入れ ず に 仕上 げ ま す 。 


必 還 ドレ ス の 赤い 布 を 塗る 


赤い 布 は 面積 が 小さ い の で 、 下 地 の レ イヤ ー に 塗り 重ね 落ち 影 を 描き 足し ます 。 二 の 腕 の 影 側 に 反射 光 を 描き 、 光 
て いき ます 。 1 影 を 塗り 、 光 と 影 の 境目 に 2 影 を 塗り 、「 不 が あたっ て 丸み が 強く な っ て いる と ころ に 、 ハ イラ イト を 
透明 水彩 の ば し 」 で な じ ま せ ます 。 髪の毛 が か か る と ころ に 、 入れ ます 。 


「 不 秀 明 水彩 」 で 1 影 を 、「 濃 い 水 彩 」 で 2 影 を 塗る 落ち 影 、 反 射 光 を 描き 足し 、「 エ アブ プラ シ 」 で ハイ ライ ト を 入れ る 


司 星 ) 案 の ス カー ト の 薄く 柔らか な 感じ を 表現 する 


紫 の スカ ー ト の 下地 に 淡く 色 を 塗り 、 ス カー ト の 裏地 に 
濃い 影 を 塗っ て お きま す 。「 通 常 」 レ イヤ ー を 追加 し て 1 影 
を 塗り 、「 不 透明 水彩 の ば し 」 で 影 の 形 を 整え た り 、 部 分 的 
に ぽか し た り し ます 。 次 に 、2 影 を 塗っ て 、 白 い ス カー ト と 
の 距離 が 近い と ころ は くっ きり し た 影 に 、 離 れ て いる と こ 


ろ は ぼん や り し た 影 に な る よう に ぽか し ます 。 さ ら に 、 反 
射 光 を 描き 、 ス カー ト の 裾 に も ライ ン を 描き ます 。 

最後 に 、「 オ ー バ ー レ イ 」 レイ ヤー を 追加 し て 、 ピ ンク 色 
を 強く し ます 。 紫 の スカ ー ト の 裏地 の 影 は 「 自 動 選 択 」 ツ ー 
ル で 選択 し て 、 ム ラ が な いよ うに 塗り 直し ます 。 


スカ ー ト の へ こん で いる 部 分 と 白い スカ ー 
ト の 落ち 影 部 分 に 1 影 を 塗る 


情 風 ) 赤い スカ ー ト の 折り 重なり を 表現 する 


下地 に 淡く 色 を の せ て か ら 、「 ペ ン 」 ツ ー ル の 「 マ ー カ ー」 
ー「 サ イン ペン 」 で 外 へ 広がる よう に 線 を 描き ます 。「 サ イン 
ペン 」 は 「 合 成 モ ー ド 」 が 「 乗 算 」 に な っ て いる の で 、 線 と 線 
が 重なっ た と ころ が 濃く な り ま す 。 こ れ を 利用 し て 、 薄 い 
布 が 幾重 に も 折り 重なっ て いる 様子 を 表現 し ます 。「 色 相 ・ 
彩 度 ・ 明 度 」 で 色 を 薄く し た ら 、「 乗 算 」 レイヤー を 追加 し て 


「 サ イン ペン 」 を 使う と 重なっ た と ころ が 濃 


く な る あっ た 模様 を 作る 


2 影 を 塗り 、 影 を 作る 対象 物 と の 距離 を 意 
識 し な が ら ほ ぼかす 


「 サ イン ベン 」 で 濃い 線 と 薄い 線 が 重なり 


反射 光 を 描く 。 裾 に ライ ン を 描く と 布 の 厚 
みや 重なり を 表現 で きる 


布 が 重なっ て いる と ころ に 影 を 塗り ます 。 薄く て 透け 感 の 
ある 布地 な の で 、 や わら か い 影 に な る よう に 描き ます 。 

次 に 、「 加 算 ( 発 光 )」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 ス カー ト に 光 
が あたっ て 乱反射 し て いる よう に 光 を 描き 足し ます 。 さ ら 
に 、「 乗 算 」 レ イヤ ー に 紫 の スカ ー ト の 落ち 影 を 足し て 、 影 
に メリ ハリ を つけ た ら 、 落 ち 影 を な じ ま せ ます 。 


「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 色 を 薄く する 


スカ ー ト の 外 方 向 に 筆 を 動か し 、 ス ッ と 離 


「 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー に 乱反射 し て いる 光 
し て や わら か い 影 を 描く を 描く 


「 乗 算 」 レ イヤ ー に 紫 の スカ ー ト の 落ち 影 を 
足し て メリ ハリ を つけ る 
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: 


> 赤い スカ ー ト の 透け 感 を 演出 する 


赤い スカ ー ト の 線画 の レイ ヤー を 選択 し 、 線 画 の 色 を 明 
る い ピ ンク に 変更 し た ら 、 濃 い 赤 を 「 エ アブ ラ シ 」 で スプ 
レー し て 、 色 を な じ ま せ ます 。 ス カー ト の 透け 感 を 出す た 
め 、 レ イヤ ー を 追加 し て 肌色 を 塗り 、「 合 成 モ ー ド 」 を 「 覆 い 


焼き カラ ー」 に し て 不透明 度 を 調節 し ます 。「 合 成 モ ー ド 」 を 
変更 する と いろ いろ な 効果 を 出せ る の で 、 迷 っ た と き は モー 
ド を 変更 し て 、 そ の 都度 、 イ メー ジ に 合う も の を 選ぶ と よ 
いで し ょ う 。 


線画 の 色 を 変更 し て スカ ー ト の 折り 重なり 
を 強調 する 


司 星 。 白 ド レス と スカ ー ト に 模様 を 描き 込む 


レイ ヤー を 追加 し て 、 模 様 を 下 描 き し 、「G ペ ン 」 と 「 消 し 
ゴム (硬め )」 を 切り 替え な が ら 、 模 様 を 整え ます 。 模 様 を 
描い た レイ ヤー を コピ ー し て 、「 拡 大 ・ 縮 小 ・ 回 転 」 (Ctrl キー 
+T) で 「 左 右 反転 」 さ せ て 位置 を 合わ せ た ら 、「 編 集 」』 メ ニュ ー 
の 「 変 形 」-「 メ ッシュ 変形 」 ( 横 格子 点数 : 3、 縦 格子 点数 : 
3) で 、 体 の 丸み に 合わ せま す 。 コ ピー し た レイ ヤー は コピ ー 
元 の 模様 の レイ ヤー と 結合 し て お きま す 。 


ッ ン ンー 


スカ ー ト の ふく ら み に 沿う よう に 、 網 目 状 の 唐草 模様 を 描く 


新規 レイ ヤー に 「 不 透明 水彩 」 で 太もも 部 分 
に 肌色 を 重ね て 塗る 


「 覆 い 焼 き カ ラー」 モ ー ド に し て 透け 感 を 表 
現す る 


スカ ー ト の 模様 は 、 フ リー ハン ド で 描き ます 。 ス カー ト 
は 折り 重なっ て いる の で 、 模 様 が 繋が っ て いる こと を 意識 
し な が ら 描 きま す 。 上 厳密 に デザ イン し な く て も 装飾 が わか 
る よう に 描く と 、 そ れ っ ぽ く 見 える の で 、 フ リー ハン ド の 
模様 に も チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 最 後に 、 衣 装 の 影 
に 合わ せ て 、 模 様 に 影 を 塗り ます 。 模 様 の レイ ヤー を 「 乗 算 」 
モー ド に し て 、 衣 装 に な じ ま せ ます 。 


模様 に 影 を 塗り 、「 乗 算 」 モード (不透明 度 : 7596) に する 


性) 白い スカ ー ト の 裾 に レー ス を 描く 


こち ら も スカ ー ト の 形 が 複雑 な の で 、 フ リー ハン ド で 描 


きま す 。 レ ー ス は 右 図 の よう に 「 濃 い 鉛筆 」 で ブラ シ サ イズ 完成 


① @ る ③ の ④ 
を 変更 し て 4 ステ ッ プ で 描き ます 。 ス カー ト の 向き に 合わ ハ A A 才 
せ て 、 同 じ 大 き さ に な る よう に 並べ た ら 、 は み 出 し た と こ 4 
「 濃 い 鉛筆 」 (1.0 mm) 「 濃 い 鉛 筆 」(0.5 mm) 


ろ を 消し て 整え ます 。 光 が あっ た っ て いる と ころ を 中 心 に 
色 を 薄く し て な じ ま せ た ら 、 レ ー ス は 完成 で す 。 


スカ ー ト の 向き に 合わ せ て 、 同 じ 大 き さ に な る よう に 並べ て レー ス を 光 が あ た っ て いる と ころ に 「 エ アブ ラ シ 」 で 薄紫 を 吹き つけ て 薄く 
4 ステ ッ プ で 描く する 


司 星 。 全体 を 見 直し て 色 を 調整 する 


肌 の 影 が 薄かっ た の で 、 肌 の 落ち 影 の レイ 
ヤー を 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 少し 濃く し ます 。 
また 、 肌 の 下地 の 色 を 「 レ ベル 補正 」 で 、 影 色 
が 濃く な る よう に 調整 し ます 。 

落ち 影 の レイ ヤー の よう に 単調 な 色 味 は 
「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 を 使い ます が 、 肌 の レイ 
ヤー の よう に 濃淡 を つけ て 塗り 込ん で いる 場 
合 は 「 レ ベル 補正 」 を 使っ た 方 が 狙っ た 色 に 変 
更 し や すい で す 。 

続け て 、 髪 の 1 影 の レイ ヤー も 「 色 相 - 彩 度 ・ 
明度 」 で 濃く し ます 。 さ ら に 、 人 物 の 右手 側 
の 影 も 「 不 透明 水彩 」 で 塗り 足し ます 。 


WE @ 
に x 
に ォ ャ ン セル 
ルム の 
EC 
の 
ォ ーーー 


肌 の 下地 を 補正 する 。 明るい 部 分 は その ま 
まで 、 影 の 部 分 だ け を 濃く し て メリ ハリ を つ 
ける 
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LESSON 


つ 


必 ) 金 細工 の 影 と ハイ ライ ト を 塗る 
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金 細工 と バラ 部 分 は 同じ 質感 の た め 、 同 じ 色 で 塗り つぶ 
し 、 後 で 色 を 変更 し ます 。 ま ず 、 全 体 の 影 に な る と ころ に 
1 影 を 塗り ます 。 レ イヤ ー を 追加 し て 2 影 を 塗り 、 一 旦 「 透 
明 ビ ピク セル を ロッ ク 」 し て 、 1 影 に 合わ せ て 影 の 濃淡 を つけ 
ます 。 

次 に 、 パ ー ツ ご と に 強め の ハイ ライ ト を 描き 込み ます 。 
ハイ ライ ト の エッ ジ は あま り ぼ か さ な い 方 が 、 影 と の コン 


濃淡 を つけ て 1 影 を 塗り 、 金 属 の 端 を 囲む 
よう に 2 影 を 塗る 


ゃ 


民有 > バラ 部 分 の 色 を 変更 し 、 反 射 光 を 追加 する 


金 細工 の レイ ヤー を フォ ル ダ ー に まとめ ます 。 パ バラ 部 分 
を 選択 範囲 に し た ら 、「 金 細工 」 フォ ル ダ ー の いち ば ん 上 の 
レイ ヤー を 選択 し 、「 レ イヤ ー」 メ ニュ ー の 「 新 規 色調 補正 レ 
イヤ ー」ー「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 (色相 : -35) で ピン ク 色 に し 
ます 。 バ ラ の 葉 部 分 も 同じ 要領 で 緑色 (色相 :60) に し ます 。 

次 に 、「 通 常 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 影 が 強い 部 分 の 端 に 
反射 光 を 描き 足し ます 。 

ブー ツ の 金 細工 も ドレ ス 部 分 と 同時 進行 で 、 金 細工 の レ 
イヤ ー に 塗っ て 仕上 げ ま す 。 


「 濃 い 水 彩 」 で ハイ ライ ト を 塗り 、「 不 透明 
水彩 の ば し 」 で 少し な じ ま せ る 


金 細工 の 質感 を 表現 する 


金属 の 質感 を 出す に は 、 ハ イラ イト の 入れ 方 が ボイン ト に な り ま す 。 影 と 光 の コン トラ ス 
ト を 強調 し て 金属 っ ぼ さ を 出し ます 。 こ と こと で は 、 


ドレ ス の 金 細工 を 中 心 に 説明 し ます 。 


トラ スト が 強く な っ て 金属 らし く な り ま す 。 続け て 、 光 と 
影 の 境目 と ハイ ライ ト の キワ に 濃い 影 を 塗っ て 、 ハ イラ イ 
ト を 強調 し ます 。 さ ら に 、『 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー( 不 透明 度 : 
74%) に 「 エ アブ ラ シ 」 で オレ ンジ を 吹き つけ て 、 金 属 っ ぽ 
い 輝 き を 出し ます 。 影 が 強 す ぎる と ころ を 薄く し た ら 、「 乗 
算 」 レ イヤ ー を 追加 し て 全体 の 影 に な る と ころ を 暗く し ま 


まこ ーー の 
光 と 影 の 境目 と ハイ ライ ト の キワ に 「 濃 い 
水彩 」 で さら に 濃い 影 を 塗る 


LESSON 3 


小物 を 塗る 


透明 感 の ある 細 を 演出 する 


小物 な どの アイ テム は 、 質感 の 表現 が 重要 に な り ま す 。 写真 な どの 資料 を よく 観察 し て か 
ら 塗 り の 作業 に 入り まし ょ う 。 こ と と で は 、 マ スク を 使っ て 半 透 明 の 細 を 表現 し ます 


情 姓 ) 影 を 塗り 重ね て 羽 の 1 枚 1 枚 を 表現 する 


天使 の 杉 の イメ ー ジ に 近い 鳥 の 要 の 写真 を 
参考 に し まし た 。 質感 を 出す た め 、 1 枚 の レ 
イヤ ー に 塗っ て いき ます 。「 翼 」 レ イヤ ー に 、 
1 影 と 2 影 を 塗り 、 羽 を 浮き 出す よう に 羽 の 
1 枚 1 枚 に 明る い 色 を 塗り ます 。「 オ ー バ ー レ 
イ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、「 エ アブ ラ シ 」 で 赤 
柴 色 を スプ レー し て 影 に 赤 味 を 加え ます 。 こ 
の レイ ヤー は 「 翼 」 レ イヤ ー と 結合 し て お きま 
す 。 翼 部 分 を 拡大 表示 し て 、「 不 透明 水彩 」 で 
影 を 整え た り 、 筆 ハラ を 滑ら か に し ます 。 妥 3 こ 
の 根部 分 は 、! 條 水彩 ) で を 生え で から 知る と と る に 2 有る 人 
「 不 透明 水彩 」、 で な じ ま せ ます 。 最 後に 要 全 体 
を 見 て 羽 の 感じ が わか る よう に 調整 し ます 。 


民有 誠 > し て ヤー マス ク を 使っ て 翼 を 半 透 明 に する 


まず 、 加 の 線画 を 白く し ます 。 可 の 透明 度 を わか りや す られ て 透明 に な り ま す 。 実際 の 塗り が 消え て いる わけ で は 
くす る た め 、 背 景 の ドー ム は 非 表 示 に し ます 。 な い の で 、 マ スク を 削除 し た り 、「 マ スク を 有効 化 」 を オフ 

「 要 」 レ イヤ ー を 右 ク リッ ク し 、「 レ イヤ ー マ ス ク 」-「 選 択 に する と 、 元 の 状態 に 戻せ ます 。 背景 の ドー ム と 合わ せ た 
範囲 を マス ク 」 を 選択 し て 、 レ イヤ ー マ ス ク を 追加 し ます 。 と き に 透明 すぎ た の で 、「 エ アブ ラ シ 」 で マス ク を 修正 し ま 
レイ ヤー マス ク を 選択 し 、 机 の 先 の 方 を 「 消 し ゴム 」 で ふん し た 。「 エ アプ ブラ シ 」 で 描画 し た と ころ は 白く な り 、 透 明度 
わり 消し ます 。「 消 し ゴム 」 で 消し た と ころ に マス ク が か け が 低く な り ま す 。 


EH EHP 


「 翼 」 レイ ヤー に 白い レイ ヤー マス ク を 作成 レイ ヤー マス ク で 透明 に する 部 分 を 「 消 し 『 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル の 「 柔 ら か 」 (ブラ シ 


する ゴム 」 ツ ー ル の 「 款 ら か め 」 で 消す ( 黒 に す 濃度 : 25) で 黒 の 濃度 を 調整 し 透明 度 を 低 
る ) くす る ( 白 に する ) 
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LESSON 3 
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小物 を 塗る 


情 峰 ) バラ の つい た カチ ュー シャ を 描く 


カチ ュー シャ の レイ ヤー に 1 影 と 2 影 を 塗り 、「 色 混ぜ 」 
ツー ル の 「 ぼ か し 」 で ぼかし て 、 ハ イラ イト を 入れ ます 。 筆 
を 動か し や すい 方 向 に キャ ン バ パス を 回 転 し て 「 デ コレ ー シ ョ 
ン 」 ツ ー ル の 「 服 飾 .-「 レ ー ス リボ ン 」 で 模様 を 描い た ら 、 模 
様 に も 影 と ハイ ライ ト を 塗り 、 な じ ま せ ます 。 

次 に バラ を 塗り ます 。 全 体 の 影 を 塗っ た ら 、 花 ぴら の 根 


カチ ュー シャ の 線 を な ぞ る よ 
うに ひと 第 で 描く 


全体 の 影 を 塗り 、 花 びら の 根 
元 に 影 を 塗る 


性 。 首 元 の ブローチ と ガラ ス 玉 の 中 の / 


カチ ュー シャ の バ パラ と 同じ 要領 で 、 首 元 と ガラ ス 玉 の バ 
ラ を 塗り ます 。 ガ ラス 玉 の バラ は 特別 な も の に し た い の で 、 
「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で ビン ク 色 か ら 赤 色 に 変更 し 、 ハ イラ 
イト を 塗り 直し ます 。 次 に 、 バ ラ の 葉 の 全体 の 影 と 葉脈 の 
ライ ン に 、 細 め の 「 濃 い 水 彩 」 や 「 濃 い 鉛 筆 」 で 1 影 を 塗り 、 


カチ ュー シャ と 小物 の バラ を 塗る 


バラ を 塗る と き は 、 バ ラ を 1 つの 索 と し て と ら え て か ら 、 次 に 花びら を 意識 し て 1 枚 の レ 
イヤ ー に 厚 塗り 風 に 色 を 重ね て いき ます 。 影 の 強弱 に も 注意 し て 塗っ て いき まし ょ う 。 


元 に 沿い 影 を 塗り ます 。 特 に 、 花 の 中 央 と 全体 の 影 側 の 花 
びら の 根元 の 影 を 強く し ます 。 花びら の ふち に ハイ ライ ト 
を 入れ 、 さ ら に 濃い 影 を 追加 し ます 。 光 が あたる 部 分 に 明 
る い 色 を 塗り 足し 、 花 の 色 を 「 ト ー ン カー ブ プ 」 で 全体 的 に 明 
る くし ます 。 バラ の 準 り は 、「Lgsson4-1 近 景 の バラ と ツル 
バラ を 描く 」 で 詳し く 紹 介し ます 。 


花びら の ふち に ハイ ライ ト を た の 導 の 包 人 
入れ る 


\ ラ を 塗る 


全体 の 影 部 分 に さら に 濃い 色 で 葉脈 を 描き 足し ます 。 

全体 の バラ ンス を 見 た と き に 、 バ ラ の 影 と 光 の コン トラ 
スト が 弱かっ た の で 「 明 る さ ・ コ ント ラス ト 」 で 調整 し ます 。 
最後 に 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 ピ ンク の バラ 
に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


ガラ ス 玉 の バラ を 赤く し て 、 葉 っ ぱ の 影 と 葉脈 を 塗る 


バラ の 明る さや コン トラ スト を 調整 する 


LESSON 3 


小物 を 塗る 


居 須 > カラ ス 玉 に 映る 景色 を 描く 


まず 、「 ガ ラス 」 レイ ヤー の 上 に 、 ガ ラス 玉 の 「 バ ラ 」 レイ 
ヤー を 置い て 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し ます 。 こ う 
する こと で 、「 バ ラ 」 レイヤー の 上 に 重ね る レイ ヤー か ら も 、 
は み 出 さ ず に ガラ ス の 塗り が で きま す 。 

今回 は 、 背 景 の 景色 を 映す こと で バラ の 世界 が 凝縮 され 


幻想 的 な ガラ ス 玉 を 表現 する 


不思議 な 力 を 宿 し た ガラ ス 玉 を 表現 し ます 。 実 物 を 観察 し 、 
ファ ンタ ジー イラ スト で あっ て も 現実 味 を 帯び た 説得 力 の ある イラ スト に な り ま す 。 


リア リティ を 追及 し て 描く と 


た よう な ガラ ス 玉 を 表現 し ます 。 ま ず 、「 ガ ラス 」 レイ ヤー 
に 直接 、 ガ ラス を 通し て 見 える 景色 を 180 度 回 転 し て 描き 
ます 。 上 に 手 が 、 下 に 空 が 映っ て いま す 。 ビー 玉 で 観察 し 
た よう に 景色 を 丸く て ゆ が ま せ た ら 、 ス ポイ ト で 色 を 拾い な 
が ら 、 濃 い 色 を 塗り 足し て 景色 を 整え ます 。 


「 濃 い 水 彩 」 で 背景 の ドー ム と 女の子 の 手 を 


180 鹿 回転 し て 描く ませ る 


「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 指 先 」 で 景色 を 丸く ゆ が 


「 濃 い 水 彩 」 で 景色 を 整え て 「 色 混ぜ 」 ツ ー ル 
の 「 指 先 」 で 色 を 伸ばす 


実物 を 参考 に イラ スト を 描く 「 ガ ラス 玉 編 」 


質感 の 表現 が 難し い ア イ テ ム や 、 初 め て 描く も の は 、 イ 
メー ジ に 近い 物 を 参考 に し ます 。 新 し いも の を 描く た びに 
実物 や 写真 を 観察 すれ ば 、 あ や ふ や だ っ た イメ ー ジ が 明確 
に な り 、 絵 を 描く と き に 迷い が 少な く な り ま す 。 こ う や っ 
て どん どん 自分 の イメ ー ジ の 引き 出し を 増やし て いき ま 
し ょ う 。 

今回 は 、 ガ ラス 玉 の イメ ー ジ に 近い ピー 玉 を 観察 し ます 。 
よく 観察 する と 、 ビ ー 玉 を 通し て 見 える 景色 は 180 度 回 転 
し 、 魚 眼 レ ンズ の よう に ゆがん で いま す 。 ま た 、 表 面 に は 
光 の 反射 も 見 えま す 。 

こう し て 観察 か ら 得 た 情報 を 元 に 、 イ メー ジ を 膨らませ 
て イラ スト に し ます 。 た だ し 、 イ ラス ト な の で 現実 の まま 
描く 必要 は あり ませ ん 。 自分 の イメ ー ジ の まま に デフ ォ ル 
メ し て 自由 に 表現 し まし ょ う 。 


光 が ガ ラス の 表面 で 
反射 し て いる 


景色 が 180 度 回 転 し て いる 


ビー 玉 を 通し て 見 える 景色 や 、 光 と 影 の 様子 を よく 観察 する 
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LESSON 3 


幻 
想 


DEEnKuisM2iPANIKXS た だ 


「 バ ラ 」 レ イヤ ー の 上 に 「 焼 き 込み (リニア )」 
レイ ヤー を 追加 し 、「 エ アブ ラ シ 」 ツ ー ル の 「 柔 
ら か 」 で 、 ガ ラス を 囲む お よう に 丸く 青色 を 吹 
きつ け ま す 。「 乗 算 」 レイ ヤー を 追加 し て 、 濃 
い 影 を 描き 、 下 の 方 は 丸み が わか る よう に ぽ ぼ 
か し ます 。 次 に 、「 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー を 追 
加 し て 、 ガ ラス の ふち に ハイ ライ ト を 入れ ま 
す 。「 エ アブ ラ シ 」 で 太陽 か ら の 光 も 描き 足し 
まし ょ う 。 

不思議 な 空間 を 演出 する た め 、 新 し い レ イ 
ヤー に 色 味 を 追加 し て 円 を 描く よう に 「" 不 透 
明 水 彩 の ば し 」 で な じ ま せ た ら 、「 合 成 モ ー ド 」 
を 「 焼 き 込み (リニア )」 に し ます 。 

さら に 、 レ イヤ ー を 追加 し て 、 ド ー ム を 通 
し て 入っ て くる 光 を 描き 、 "合成 モー ド 」 を 「 ス 
クリ ー ン 」 (不透明 度 : 8096) に し て 、 ガ ラス 
の 中 央 部 分 を 「 消 し ゴム 」 ツ ー ル の 「 軟 ら か め 」 
で 消し て な じ ま せ ます 。 

ガラ ス 玉 の 線画 を 白 で 塗り つぶ し 、「 合 成 
モー ド 」 を 「 乗 算 」 に 変更 し ます 。 こ の 合成 の 
効果 を 「 人 物 線画 」 フ ォ ル ダー の 下 の 塗り 
の レイ ヤー に も 適用 する た め 、「 人 物 線画 
フォ ル ダ ー の 「 合 成 モ ー ド 」 を 「 通 過 」 に し て 
お きま す 。 


隔 合成 モー ド を 利用 し て ガラ ス 玉 の 質感 を 表現 する 
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「 エ アブ ラ シ 」 で 丸く 青色 を 吹き つけ て 、 
ガラ ス の 丸い 感じ を 出す 


「 乗 算 」 レ イヤ ー に ガラ ス を 囲む よう に 
濃い 影 を 描く 


| 


加算 (発光 )」 レ イヤ ー に ハイ ライ ト と レイ ヤー を 追加 し 、「 濃 い 水 彩 」 で 色 味 
太陽 か ら の 光 を 描く を 追加 する 


色 を の ば し て 、「 焼 き 込み (リニア )」 モ ー 
ド に する 


背景 の ドー ム を 通し て 入っ て くる 光 を 


ガラ ス の 線画 を 白く し て 「 乗 算 」 モ ー ド 
に する 


「 ス クリ ー ン 」 モ ー ド に し て 、 ガ ラス の 
中 央 を 薄く する 


属 星 。 ガラ ス 玉 に 光 の 演出 を する 


「 バ ラ 」 レ イヤ ー の 下 に 「 加 算 ( 発 光 )」 レ イ 
ヤー を 追加 し て 、 バ ラ の 周り に 「 エ アプ ブラ シュ 
で 白色 を スプ レー し て バラ を 発光 させ ます 。 
発光 感 が 弱かっ た の で 、「 バ ラ 発光 」 レ イヤ ー 
の 下 に 「 オ ー バ パー レイ 」 レイ ヤー を 追加 し 、 濃 
い 青 で 塗り つぶ し て 下地 を 暗く し ます 。 こ の 
レイ ヤー は 、「 ガ ラス 」 レイヤー と 結合 し て お 


きま す 。 DD 2 5 ど が, 


炎 に 、 パ ラ の 表面 を 発光 させ る た め 、 ガ ラ = 先 光 させ 、 下 季 を 暗く し て きら バラ の 表面 を 発光 させ た ら 、 発 光 に 合 
ス 玉 の レイ ヤー の いち ば ん 上 に 「『 加 算 (発光 )」 に 発光 感 を 強く する アイ わせ て 線画 を 薄く する 


レイ ヤー を 追加 し て 、「 エ アブ ラ シ 」 で 光 を 追 


加 し ます 。 ド ー ム の 影 の ハー トマ ー ク が 逆さ | 4 | ラン 4 4 
に な っ て いた の で 修正 し まし た 。 2 ( 
< ン ン ー 
か ま の が 


キラ キラ の 光 を 演出 する た め に 、 レ イヤ ー 
を 追加 し て 「 デ コレ ーション 」 ツ ー ル の 効果 ・ 
演出 」-「 キ ラキ ラ い 十字 」 と 「 エ アブ ラシー 
「 ス プレ ー」 で 光 を 追加 し 、「 合 成 モ ー ド 」 を 『 加 
算 (発光 )」 に し ます 。 光 の 上 に バラ の 線画 が 


重なっ て し まっ た の で 、 ガ ラス の 線画 の レイ A A -4 
ヤー の 上 に 、 光 の 演出 の レイ ヤー を 移動 し ま 生生 の キラ キラ の 光 を ヒン ク 色 で 追 。)。 「 加 邊 (発光 』 モ ー ド に し て 光 を 発光 さ 
し た 。 加 す る せる 


性 。 全体 表示 し て 色 を 調整 する 


ガラ ス 玉 の 下地 と バラ の 色 を 「 レ ベル 補正 」 で 濃く 鮮やか 
に し ます 。 ガ ラス 玉 自 身 も 光っ て いる よう に する た め 、「 翼 」 
レイ ヤー の 上 に 「 ス クリ ー ン 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 青 白い 
光 を 描き 足し ます 。 さ ら に 、「 加 算 ( 発 光 )」 レ イヤ ー で も っ 
と 強い 光 を 追加 し ます 。「 加 算 (発光 )」 レ イヤ ー は 発光 感 が 
強い の で 、 控 え め に スプ レー し て 、「 ス クリ ー ン 」 レ イヤ ー 
の 青白 い 光 を 残す よう に し ます 。 


エー ョ ソン 
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細部 の 完成 度 を 高め る 


線画 を な じ ま せ て 、 影 の 強 さ を 調整 し ます 。 今 回 は 塗り の 状態 を 見 せる た め レ イヤ ー を 分 
けた まま に し て いま す が 、 作 業 し や すい よう に レイ ヤー を 結合 し て も か まい ませ ん 。 


4 


隔 線画 を な じ ま せ て 柔らか い 印 象 に する 
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二の腕 の 金 細工 の バラ が 細か すぎ た の で 花びら の 枚数 を 
少な くし まし た 。 

次 に 、 人 物 の 線画 の レイ ヤー を 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 
し て 、 光 が あたっ て いる 部 分 に 「 エ アブ ラ シ 」 で 明る い 茶 色 
を スプ レー し て 線画 を 薄く し ます 。 線画 が な じ む と イラ ス 
ト が 柔らか い 印 象 に な り 、 不 自然 さ が な く な り ま す 。 


性 > 望 か ら 垂 れ 下 が っ て いる 髪 を 半 透 明 に する 


「 髪 」 フ ォ ル ダー を 「 レ イヤ ー を 複製 」 で フォ ル ダ ー ご と コ 
ピー し 、「 選 択 中 の レイ ヤー を 結合 」 で 1 枚 の レイ ヤー に し 
て 、 一 呈 非 表示 に し て お きま す 。 肩 か ら の 髪 を 選択 範囲 で 
囲み 、「 髪 」 フ ォ ル ダー を 右 ク リッ ク し 、「 レ イヤ ー マ ス ク 」 
ー「 選 択 館 団 を マス ク 」 で レイ ヤー マス ク を 作成 し 、 肩 か ら 
の 髪 を 非 表 示 に し ます 。 半 透明 に する 髪 が 、 服 や 金 細工 の 


線画 の 前 面 に な る よう に 、 コ ピー し た 髪 の レ イヤ ー を 、 髪 
の 線画 の レイ ヤー の 下 まで 移動 し 、 半 透明 に する 部 分 以外 
は 消し て し まい ます 。 可 の と き と 同 じ よ うに 、 コ ピー し た 
髪 の レ イヤ ー に 「 レ イヤ ー マ ス ク 」 を 作成 し 、 マ スク を か け 
て 半 透 明 に し ます 。 さ ら に 、 後 る 髪の毛 先 部 分 も 「 髪 」 フ ォ 
ル ダ ー の レイ ヤー マス ク を 使っ て 半 透 明 に し ます 。 


「 髪 」 フ ォ ル ダー に レイ ヤー マス ク を 作成 し 
て 選択 し た 髪 を 非 表 示 に する 


コピ ビ ピー し た 藤 の レイ ヤー を 線画 の 下 に 移動 
し 、 前 髪 、 肩 か ら の 凝 だ け 残 す 


肩 か ら の 右 と 後ろ 髪 に マス ク を か け て 半 透 
明 に する 


隔 。 前 髪 を 眉毛 の 上 に か ぶせ て 半 透 明 に する 


肩 か ら 垂 れ 下 が っ て いる 髪 を 半 透 明 に し た と き に 、 コピ ー で 、 コ ピー し た 髪 の レ イヤ ー の 「 レ イヤ ー マ ス ク 」 に マス ク 
し た 髪 の レ イヤ ー に 残し た 前 髪 と は ね 髪 も 半 透 明 に し ます 。 を か け て 、 前 髪 と は ね 髪 を 半 透 明 に し ます 。 髪の毛 で 隠れ 
コピ ー し た 髪 の レ イヤ ー を 髪 の 線画 の 下 に 移動 し た こと で 、 て いた 眉毛 と 局 の 線画 が 、 い い 具 合 に 薄く 見 える よう に な 
前 髪 を 眉毛 と 弓 の 線画 に か ぶせ る こと が で きま し た 。 そ こ り ま し た 。 


眉毛 や 細 の 線画 が 前 髪 の 手前 に な っ て いる コピ ー し た 上 髪 の レ イヤ ー を 移動 し た こと で 、 前 髪 と は ね 髪 部 分 に マス ク を か け て 半 透 明 
前 髪 と は ね 髪 が 手前 に な る に する 


性 。 人 物 に 影 と 環境 光 を 追加 する 


全体 の 影 が 薄く て 立体 感 が ぼけ る 感じ が し た の で 、 影 を 次 に 、「 翼 」 レイ ヤー を 選択 し 、 可 の 影 も 全体 に 合わ せ て 
追加 する こと に し まし た 。「 人 物色 」 フォル ダー の 上 に 「 乗 「 レ ベル 補正 」 で 濃く し ます 。 最 後に 、「 人 物色 」 フ ォ ル ダー 
算 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 し 、 の 上 に も う ひ と つ レ イヤ ー を 追加 し て 、 ガ ラス 玉 か ら 発 し 
「 濃 い 水 彩 」 で 紫色 の 影 を 足し ます 。 肌 の 色 が 濁 ら な いよ う て いる 青色 の 環境 光 を 描き 足し 、 合 成 モ ー ド を 「 オ ー バ ー レ 
に 、 肌 に か か っ た 影 の 色 だ け 「 エ アブ ラ シ 」 で 茶色 に し ます 。 イ 」 に し ます 。 


ガラ ス 玉 の 環境 光 を 描く 


に DE ザコ 


| 1W ォ オー バー ルイ 
に 3 


回 " 
ト a 宙 
本 


国 に | 
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LESSON 4 


] 


民有 > バラ の 花びら の 質感 を 表現 する 
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背景 を 描い て 仕上 げ る 


バラ を よく 観察 し 、1 枚 の レイ ヤー に 「 不 透明 水彩 」 や 「 濃 
い 水 彩 」 で 色 を 重ね て いき ます 。 バ ラ は 、 花 びら が 幾重 に も 
重なっ て いる の で 、 花 びら 1 枚 1 枚 を 描か な けれ ば …… と 
いう 意識 に 囚われ る と 思い ます が 、 ま ず は ひと つの 塊 と し 
て と ら え て 全体 の 影 を 塗り ます 。 

2 影 か ら 花 びら を 意識 し て 、 花 びら の つけ 根部 分 に 濃い 
影 を 塗っ て いき ます 。 花 の 中 央 付近 と 、 全 体 の 影 に な っ て 
いる と ころ の 影 が 濃く な る よう に 、 濃 淡 を 意識 し て 塗り ま 
す 。 次 に 、 光 に 面 し て いる と ころ を 想像 し な が ら 、 花 びら 
の ふち や 面 1 枚 1 枚 に 、 明 る い 色 を 塗り ます 。 


» 一 いこ コ ゃ $ いこ コ を 描く 

近 景 の バラ と ツル バラ 

実際 に バラ を 観察 し て 光 と 影 の 特徴 を 探り ます 。 近 景 の バラ は 人 物 よ り も 手前 に ある の で 、 
さら に 細か く 描 込み 、 意 図 的 に 鮮やか な 濃い 色 で 塗っ て 人 物 と の 距離 感 を 出し ます 


バラ の 中 央 と 光源 の 反対 側 
に 全体 の 影 を 塗る 


濃淡 を 意識 し て 花びら の 根 
元 に 濃い 影 を 塗る 


花びら を 縁取 る よう に 明る 
い 青 を 塗る 


花びら の 光 に 面 し て いる と こ 
る ろ に 明る い 青 を 塗る 


写真 を 参考 に イラ スト を 描く 「 バ ラ 編 」 


バラ の 写真 を 撮り 、 光 と 影 の 状態 を わか りや すく する た 
め 、「 編 集 」 メニ ュー の 「 色 調 補正 」 一 「 グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ 
プ 」 で 、 写 真 を セピア 調 の グラ デー ショ ン に 置き 換え ます 。 
花 の 中 央 付近 と 、 光 源 の 反対 側 の 花びら の 間 の 影 が 最も 濃 
く な っ て いる の が わか り ま す 。 ま た 、 花 びら の ふち や 、 光 
に 面 し て いる 部 分 が 明る く な っ て いま す . 

この よう に 、 光 と 影 の 特徴 を と ら え て お く と 、 迷 いな く 
着色 で きる だ け で な く 、 よ り 自 然 な 感じ に 表現 で きま す 。 


花びら が 重なっ て いる と ころ 
に 濃い 影 を 入れ る 


さら に 明る い 青 で 光 を 入れ 
て 濃淡 を つけ る 


写真 を CLIP STUDIO PAINT に 読み 込ん で セピア 調 に 置き 換え 、 影 
と 光 の 状態 を わか りや すく する 


> バラ の 葉 を 塗り 、 光 と 影 を 調整 する 


バラ の 葉 は 、 薄 く て 凹凸 が あま りな い の で 、 デ ィ テ ー ル 
より も 全体 的 な 影 を し っ か り 塗 っ て 表現 し ます 。 外側 の 葉 っ 
ば 以外 を 全体 的 に 時 くし た ら 、 光 と 影 の 明暗 が は っ きり わ 
か る よう に 色 を 塗り 、 な じ ま せ ます 。 近 景 の 線画 の レイ ヤー 
を 「 乗 算 」 (不透明 度 : 40%) に し て 線画 を な じ ま せ た ら 、 影 
に 濃淡 を つけ て 立体 感 を 出し ます 。 葉 の 影 を 塗っ た ら 、 レ 
イヤ ー を 追加 し て 葉脈 を 描き ます 。 


最後 に 、 バ ラ 全 体 の 色 を 調整 し ます 。 バ ラ の 花 に 「 オ ー バ ー 
レイ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 光 が あたっ て いる と ころ に 「 エ 
アブ ラ シ 」 で 明る い 青 を スプ レー し て 、 花 の 色 を 鮮やか に し 
ます 。 ま た 、「 乗 算 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 影 の 部 分 に 濃い 
青 を スプ レー し て 影 を 強く し ます 。 

この 段階 で は 、 バ ラ が か な り 目 立っ て いま す が 、 最 後に 
調整 する こと に し ます 。 


線画 を 暗く し て 、 光 の 部 分 に 
明る い 色 を 描く 


光 と 影 の 明暗 を 明る い 緑 と 
暗い 縁 で 塗り 分 ける 


性 。 近 景 の ツル バラ を 描く 


「 近 景 」、 フ ォ ル ダー に レイ ヤー を 作成 し 、 ド ー ム の 梁 の 裏 
側 を 描き ます 。 梁 の 下 に レイ ヤー を 追加 し 、 ツ ル バ ラ の 茎 
と 葉 を 描き 足し ます 。 さ ら に 、 レ イヤ ー を 追加 し て 、 花 の 
位置 に ピン ク の 丸 を 配置 し ます 。 花 の 中 心 に 濃い ピン ク を 
塗り 、「G ペ ン 」 で 花びら の ライ ン を 描い た ら 、 下 地 の 色 を 


4 


ドー ム の 梁 の 裏側 を 描き 、「 濃 い 鉛筆 」 や 細め の 「 濃 い 水彩 」 


で ツル バラ を 描く 


と 4 


バラ の 花 に 光 と 影 を 追加 し 
て メリ ハリ を つけ る 


光 が あ た っ て いる と ころ に は 
葉脈 を 描く 


拾い な が ら 花 の 形 と 色 を 整え ます 。 

続け て 、 ツ ル バ ラ の 葉 に 加算 (発光 )」 レ イヤ ー を 追加 し 
て 、 色 に 変化 を つけ ます 。 ド ー ム の 梁 に も 「 ス クリ ー ン 」 レ 
イヤ ー を 追加 し て 、 青 白い 色 味 を 加え ます 。 こ の 「 ス クリ ー 
ン 」 レ イヤ ー は 、 ド ー ム の レイ ヤー と 結合 し て お きま す 。 


と | 


ドー ム の 梁 に 筆跡 を 残す よう に 『 不 透明 水彩 」 で 青色 を 塗り 、 
立体 感 を 出す 
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背景 を 描い て 仕上 げ る 


隔 影 を つけ て ドー ム の 立体 感 を 出す 


感 を 意識 し て 影 を 塗り ます 。「 乗 算 」 レ イヤ ー を 追加 し 、 光 
の 差し 込む 方 向 を 考え て 影 を 塗り ます 。「 乗 算 」 レ イヤ ー を 


植物 の 下塗り を 非 表 示 に し て 、 ド ー ム の シル エッ ト に 影 
を 塗っ て いき ます 。 ま ず 、 ド ー ム の 両端 を 暗く 、 中 央 を 明 
る く 塗 っ て 、 緩 や か な カー ブ を 表現 し た ら 、 ド ー ム の 立体 


i ウー 4 


ドー ム の シル エッ ト に 、 影 を 準 りな が ら 建 
物 の 立体 感 を 出し て いく 


情 放 。 ドー ム に 装飾 模様 を 追加 する 


まず 、 ド ー ム に 装飾 模様 を ラフ な 感じ で 描き ます 。 ド ー 


ム は 遠く に ある の で 、 な ん と な く 模 様 が 入っ て いる の が わ 
か る 程度 に 描い た ら 、 ス ポイ ト で 下地 の 色 を 拾い な が ら 形 
を 整え ます 。 背景 を 描く と き は 、 筆 ムラ を 残し た 方 が 質感 
を 表現 し や すい の で す が 、 今 回 の ドー ム は 滑ら か な 石造 の 
建物 を イメ ー ジ し て いる の で 、 筆 ムラ が 目立た な いよ うに 


アー チ 部 分 の 厚み が ある と ころ や 、 段 差 が 
ある と ころ に 影 を 塗る 


遠景 の ドー ム と 天窓 を 描く 


シル エッ ト で 下 描き し た 遠景 の ドー ム に 、 影 を 塗り な が ら 立 体感 を 出し て いき ます 。 立体 
感 を 出す 影 の 塗り の ポイ ント や 、 ガ ラス 窓 の 表現 方 法 を 紹介 し ます 。 


ドー ム の レイ ヤー と 結合 し 、 濃 い 影 を 塗り 足し ます 。 


。 4 

: / | 

「 乗 算 」 レ イヤ ー に 光 の 差し 込む 方 向 を 考え 
て 影 を 塗る 


し ます 。 代 わり に 、「 オ ー バ ー レ イ 」 レイ ヤー を 追加 し て 、『 乾 
燥 に じみ 水彩 」 (CLIP サイ ト か ら ダ ウン ロー ド ) で 、 質 感 を 
出し な が ら 影 に 青 味 を 加え ます 。 さ ら に 、 近 景 と 遠景 の 距 
離 感 を 出す た め に 、「 ス クリ ー ン 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 近 
景 の ドー ム と 遠景 の ドー ム と の 境目 に 「 エ アブ ラ シ 」 で 白 っ 
ぽい 青 味 を 加え て コン トラ スト を 強く し ます 。 


了 須 > 天窓 の 窓 枠 と ガラ ス を 塗る 


天窓 の 窓 枠 を 染 り ます 。 窓 枠 が ゆる や か に カー ブ し て い 
る よう に 全体 の 影 を 塗っ た ら 、 窓 枠 の 厚み を つけ る よう に 
影 を 塗り ます 。「 乗 算 」 レ イヤ ー を 追加 し て さら に 濃い 影 を 
塗り 、 窓 枠 の レイ ヤー と 結合 し ます 。 窓 枠 は 白く 源 装 され 
た 金属 の イメ ー ジ な の で 、 強 い 反 射 は させ ず に 、「 加 算 ( 発 
光 )」 レ イヤ ー を 追加 し て 、「 エ アブ ラ シ 」 で ふわ っ と 光ら せ 
ます 。 


/⑨ 2 


宮 控 に そっ て 「 不 透明 水彩 」 で 白 を 塗り 、 さ ら に 、 白 い ラ イン を 入れ 
て ガラ ス の 厚み と 丸み を 表現 


性 。 近 景 の ドー ム と 遠景 の ドー ム の 距離 感 を 出す 


ドー ム の 手前 の 梁 を 「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 濃く し て 、 遠 
景 の ドー ム と の 位置 の 違い を は っ きり させ ます 。 近 景 の ツ 
ル バ ラ も 手前 の 梁 に 合わ せ て 色 を 濃く し まし た が 、 バ ラ の 
ピン ク 色 が 人 物 と 同じ トー ン に な っ て し まい 、 こ の まま で 
は 人 物 と 同じ 位置 に ある よう に 見 えて し まう の で 、「 焼 き 込 
み ( リ ニア )」 レイ ヤー を 追加 し て 青 っ ぽい 影 を 入れ まし た 。 


天井 に ガラ ス の 窓 を は め 込み ます 。 窓 枠 の レイ ヤー の 下 
に レイ ヤー を 追加 し 、 ガ ラス の 厚み が わか る よう に 白色 を 
塗り 、「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 ぼ か し 」 で ぼかし ます 。 次 に 、 窓 
枠 付近 に 白い ライ ン を 入れ て 、 ガ ラス の 丸み を 出し ます 。 
や りす ぎる と レン ズ の よう に 見 えて し まう の で 、 エ ッ ジ を 
残し つつ な じ ま せ ます 。 さ ら に 、 ガ ラス の 薄 さ を 表現 する 
た め に 、 不 透明 度 を 下げ て 調整 し ます 。 


白い ライ ン を 「 不 透明 水彩 ほか し 」 で ぼかし て 、 不 透明 度 (74%) を 下 
げ て 調整 


A 


近 景 と 遠景 の コン トラ スト を 強く し て 、 位 置 の 違い を は っ きり させ る 
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背景 を 描い て 仕上 げ る 


自作 の 筆 で 遠 


民有 > 嘘 離 感 を 意識 し て 遠景 の バラ の 茂み を 描く 


「 遠 景 」、 フ ォ ル ダー に レイ ヤー を 作成 し 、 バ ラ の 茂み を 「 筆 」 
ツー ル の 「 墨 」-「 濃 い 港 み 」 で 「 水 彩 境界 」 を オフ に し て 描き 
ます 。 ド ー ム の 柱 に 隠れ る と ころ は 、 茂 み を 消し て 不 自然 
に な ら な いよ うに し ます 。 次 に 、 三 角形 の 素材 を 登録 し て 
作成 し た 「 三 角 筆 」 (コラ ム 参 照 ) で 茂み に 葉っぱ を 描き 足し 
ます 。 ス ポイ ト で 色 を 拾っ て 、 暗 い 緑 と 明る い 緑 と が お 互 


嘉 景 の 植物 を 描く 


遠景 の 植物 は 、 デ ィ テ ー ル を 描か ず に 植物 の よう に みせ る こと が ボ ポイ ント で す 。 ま た 、 背 
景 を 塗る と き は 、 色 で 距離 感 と 空気 感 を 出す こと を 意識 し まし ょ う 。 


い に 浸 食す る よう に 、 点 描 し て 自然 な 感じ に し ます 。 レ イ 
ヤー を 作成 し 、 遠 景 の パラ の 花 を 自作 の 「 も っ と 濃い 水彩 」 
で 描き ます 。 こ れ は 「『 濃 い 水 彩 」 を コピ ー し 、「 絵 の 具 量 」 と 


絵の具 濃度 」 を 「100」 に し た 人 筆 で す 。「 カ ラー サー クル 」 で 
色相 を 少し ずつ 動か し て 色 を 拾い 、 
よう に 色 を 置き ます 。 


グラ デー ショ ン に な る 


ドー ム の 下 の 地 面 と 、 梁 の 上 に バラ の 茂み を 描く 。「 濃 い 港 み 」 の デ 
コ ポ ボコ の 筆 の 形 が 、 ち ょ うど 草 の 茂み に 見 える 


際 有 > ドー ム の 柱 を つた う ツ ル 


遠景 の バラ の 茂み と 同じ レイ ヤー に ツル 
バラ の 茎 と 葉 を 描き 、 バ ラ の 花 の レイ ヤー 
に ツル バラ の 花 を 「 も っ と 濃い 水彩 」 で 描き 
ます 。「 オ ー バ パー レイ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 
バラ の 茂み に 乾燥 に じみ 水彩 」 (CLIP か ら 
ダウ ン ロ ー ド ) で 青 味 を 加え ます 。 

育 景 を 青白 くす る と 、 人 物 と 背景 の 間 に 
空気 の 層 が で き 、 遠 く の も の が より 遠く に 
ある よう に 見 えま す 。 ま た 、 背 景 を 淡く 控 
え め な 色 で 描く こと で 、 人 物 を 引き 立た せ 
る こと が で きま す 。 


バラ を 描く 


バラ の 花 を 、 軽 い タ ッ チ で も し っ か り 色 が つく よう に 設定 し た 「 も っ 
と 濃い 水彩 」 で 描く 


情 星 > 中 景 の バラ を コピ ー し て 描く 


髪の毛 を 非 表 示 に し て 、 中 景 に 濃い 緑 の 茂み を 描き ます 。 整 し な が ら 増 や し 、「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 色 を 変更 し ます 。 
茂み の デコ ボコ を 意識 し な が ら 、 光 が あたる と ころ に 明る バラ の 花 を 増やし た ら 、 影 と 光 を 調整 し ます 。「 乗 算 」 レイ 
い 緑 を 塗り 、 濃 い 緑 と 明る い 緑 の 境目 に 「 三 角 筆 」 で 葉 を ま ヤー を 追加 し て 、「 エ アブ ラ シ 」 で 影 を つけ 、 レ イヤ ー を 結 
ば ら に 塗り ます 。 次 に バラ の 花 を 描き ます 。 ピ ンク の 下地 合 し て か ら 「 オ ー バ ー レ イ 」 レイヤー を 追加 し て 、 光 が あ た 
を 「 濃 い 水 彩 」 で 塗り 、 花 びら の 形 を 描き ます 。 描 いた 花 を る と ころ を 明る くし ます 。 バラ の 茎 と 葉っぱ を 描き 足し 、 
コピ ー し て 、 花 の 位置 や 大 き さ を 「 拡 大 ・ 縮 小 ・ 回 転 」 で 調 茂み と 茎 の つなぎ 目 を 「 三 角 筆 」 で な じ ま せ ます 。 


「 濃 い 浴 み (水彩 境界 オフ )」 と 「 三 角 筆 」 で 、 バラ の 花 で ある こと が わか る 程度 に 花びら を バラ を コピ ー し て 大 き さ や 色 を 変更 し 、 影 と 
中 景 の 草 の 茂 み を 描く 描き 、 バ ラ の 形 を 整え る 光 を 追加 する 


性 。 地面 に クロ ー バ ー の 葉 を 描く 


次 は 、 地 面 を 塗り ます 。 地 面 の 明る いと ころ と 影 に な る 最後 に 、 中 景 の バラ の 茂み に 「 オ ー バ ー レ イ 」 レイヤー で 
と ころ を 「 濃 い 水彩 」 で 塗り 、 ク ロー バー の 丸い 葉っぱ を 描 青 味 を 追加 し ます 。 人 物 に 近い 位置 に ある の で 、 淡 い 色 に 
きま す 。 足 に 葉 が か か る よう に 、「 近 景 」 フ ォ ル ダー に も レ な ら な いよ うに 注意 し て 、 影 は し っ か り 濃 くし ます 。 
イヤ ー を 作成 し て 、 ク ロー バー を 描き 足し ます 。 
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有 先端 形状 が 三角 形 の 「 三 角 筆 」 を 作る 

遠景 の 葉っぱ を 描く た め に 、 先 端 形状 が 三角 形 の 「 三 角 
筆 」 を 作り まし た 。 

事前 に 、 三 角形 の 画像 を 「 編 集 」 メ ニュ ー の 「 画 像 を 素 
材 と し て 登録 」 で ブラ シ 先 端 形 状 と し て 登録 し て お きま す 。 
自分 で 作成 し た 素材 を 先端 形状 と し て 使う 場合 は 、 事 前 の 
登録 が 必要 で す 。 

「 サ ブツ ー ル 」 パ レッ ト の パレ ッ ト メ ニュ ー か ら 「 カ ス 
タム サブ ツー ル の 作成 」 を 選択 し 、 ブ ラ シ 名 を 入力 し て 「 サ 
ブツ ー ル 詳細 」 パ レッ ト で プロ パテ ィ を 設定 し ます 。 

特に ポイ ント に な る の は 、 次 の 設定 で す 。 

・ ブ ラ シ サ イズ : 4.0 (影響 元 設定 : 筆 圧 の 最小 値 30) 

・ イ ンク の 不透明 度 : 80 

・ ブ ラ シ 先 端 形状 : 右 

・ ブ ラ シ 先 端 の 向き : 0.0 (影響 元 設定 : 線 の 方 向 ) 

・ ブ ラ シ 濃 度 : 80 (影響 元 設定 : 筆 圧 の 最小 値 50)。 


用 葉っぱ の 素材 で 「 葉 っ ぱ 散 布 」 デ コレ ーション 筆 

を 作る 

近 景 の 葉っぱ を 描く た め に 、「 葉 っ ぱ 和 散布 」 デ コレ ー シ ョ 
ン 筆 を 作り まし た 。 葉 っ ぱ の シル エッ ト 素 材 を 登録 し 、 プ 
ロ パ ティ を 設定 し ます 。「 和 散布 効果 」 一 「 粒 子 の 向き 」 を 
「 影 響 元 設定 」 で 「 線 の 方 向 」 に 設定 し て いる の で 、 ペ ン 
を 動か す 方 向 で 散布 する 葉っぱ の 上 下 を コン トロ ー ル で き 
ます 。 

特に ポイ ント に な る の は 、 次 の 設定 で す 

・ ブ ラ シ サ イズ : 16 

・ イ ンク の 不透明 度 : 100 

・ ブ ラジ 先端 形状 : 右 図 

・ ブ ラ シ 濃 度 : 100 

・ 散 布 効果 : オン 

・ 散 布 効果 の 粒子 の 向き : 200 (影響 元 設定 : 線 の 方 向 ) 

・ ス トロ ー ク の 間隔 : 固定 50 

(影響 元 設定 : 筆 圧 の 最小 値 60) 


Rog-pa Li I-A RDI OEEDN 
a tn 


ran | 
2 RE URERY RENECIN a 


"8 
「 三 角 筆 」 で ちょ ん ちょ ん と 点描 し な が ら 遠 暴 の 葉っぱ を 描画 する 。 
三角 形 の ブラ シ 形 状 が 、 ち ょ うど 葉っぱ の よう に 見 える 


葉っぱ の シル エッ ト 素 材 
ャ 
ん た 
と | 
ra 
RNR RENNER 
に 
oN に に の 
WF om A 刺 
«arm 
= attOms M 
し ST 


ペン を 動か す 方 向 で 葉っぱ の 
向き が 決ま る 


LESSON 4 背景 を 描い て 仕上 げ る 


了 肝 > 空 に 雲 と 太陽 の 光 を 描く 


雲 を 描く 前 に 、 近 景 の ドー ム の 上 端 が 印刷 で 切れ て し ま と が っ た と ころ の エッ ジ を 残し な が ら 「 不 透明 水彩 の ば し 」 
いそ うな の で 、 ツ ル バ パラ も 一 緒 に 少し 下 に 移動 し ます 。 で 薄く し ます 。 全体 の バラ ンス を 見 な が ら 、 雲 を 描き 足し 
それ か ら 、 雲 を 描き ます 。 空 の レイ ヤー の 上 に レイ ヤー た り 、 消 し た り し て 整え ます 。 次 に 、 右 上 に 太陽 の 光 を 「 エ 
を 追加 し て 、 雲 の だ いた い の 形 を 「 乾 燥 に じみ 水彩 」 (CLIP アブ ラ シ 」 で 入れ ます 。 空 の 青色 が 足り な く な っ た の で 、 雲 
か ら ダ ウン ロー ド ) で 塗り 、 影 を つけ て 厚み を 持た せま す 。 の 位置 を 調整 し ます 。 可 と 重なっ た 中 央 の 雲 も 下 に 移動 し 


風 の 流 れ を 意識 し て 雲 を 描く 


バラ の 咲く 季節 か ら 5 月 の 空 を イメ ー ジ し まし た 。 ドラ マチ ッ ク に な る よう 、 太 陽 の 光 を 
強め に 描き 、 人 物 と の 間 に 空 気 の 層 を は さん で ドー ム と の 距離 感 を つけ ます 。 


雲 の 端 を 「 色 混ぜ 」 ツ ー ル の 「 指 先 」 で 部 分 的 に の ば し 、 先 の て 詞 の シル エッ ト が わか る よう に し ます 。 


良 ジ / CD (が し 


風 の 流れ を 意識 し て 雲 の 端 を の ば す と 、 風 に 流さ れ て いる 感じ が 出る 


司 ) 空気 の 層 を 作り 遠近 感 を 出す 


遠景 の バラ の 茂み の 上 に 「 ス クリ ー ン 」 レ イ 
ヤー を 追加 し て 、 空 気 の 層 を 作り ます 。 人 物 
と の 間 に 空 気 の 層 を は さむ こと で 、 ド ー ム が 
より 遠く に ある よう に 見 えま す 。 今回 は 、 背 
景 が 青い の で 、 空 気 の 族 も 不透明 度 を 30% 
に し て 、 少 し 色 が 薄く な る 程度 に し ます 。 さ 
ら に 「 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー を 追加 し て 、 
ドー ム の 影 を 濃く し ます 。 

最後 に 全体 の バラ ンス を 見 て 、 人 物 の 影 を 
「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 で 濃く し まし た 。 


最も ドー ム が 遠く な る と ころ に 「 エ アブ 
ラ シ 」 で 青色 を 吹き つけ る 


ドー ム の 影 に な る と ころ に 「 エ アプ ラ シ ュ 
で 濃い 青 を 吹き つけ る 
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LESSON 4 
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背景 を 描い て 仕上 げ る 


了 肝 > ピン ト 効 果 を 利用 し て 近 景 の パラ を 調整 する 


自作 の デコ レー ショ ン 筆 「 葉 っ ぱ 散 布 」 (P156 コラ ム 参 
照 ) で 近 景 の パラ に 葉 を 追加 し ます 。「 近 景 の バラ 」 フ ォ ル 
ダー の 下 に レイ ヤー を 追加 し て 、 向 き を コン トロ ー ル し な 
が ら 短 い 線 を 引く よう に 、 緑 と 黄 緑 の 葉っぱ を 散布 し ます 。 
緑 の レ イヤ ー を 「 乗 算 」 モ ー ド (不透明 度 90%) に 、 黄 緑 の 
レイ ヤー を 「 ス クリ ー ン 」 モード (不透明 度 6096) に 変え て 、 


魅力 的 な イラ スト に 仕上 げ る 


最後 に ビ ピン ト 効 果 を 加え た り 、 光 の 演出 を 加え た り し ます 。 色 の 調整 は 、 色調 補正 レイ ヤー 
で 調整 値 を いろ いろ 変更 し 、 自 分 に と っ て ベス ト な 色 を 探っ て いき まし ょ う 。 


イラ スト に 溶け 込ま せま す 。 
次 に 、 カ メラ の ピン ト 効 果 を 利用 し て 視線 が 近 景 の バラ 


より も 女の子 に 集中 する よう に バラ を ぼかし ます 。「 バ ラ 」 
フォ ル ダ ー の レイ ヤー を すべ て 結合 し て 1 枚 の レイ ヤー に 
し た ら 、 バ ラ と 散布 し た 葉っぱ を 「 フ ィ ル ター」 メ ニュ ー の 
「 ぼ か し 」-「 ガ ウス ぽか し 」 で ぼかし ます 。 


「 葉 っ ぱ 散 布 」 で 葉っぱ 側が 上 に 、 枝 側が 下 に な る よう 向き を コン ト 
ロー ル し な が ら 短 い 線 を 引く よう に 描画 


必須 > 花びら の 流れ で 視線 を 誘導 する 


レイ ヤー の いち ば ん 上 に 「『 光 の 演出 」 フ ォ ル ダー を 作成 し 、 
合成 モー ド を 「 通 過 」 に し ます 。 レ イヤ ー を 作成 し て 、「 濃 い 
水彩 」 で ガラ ス 玉 か ら 舞 い 散る 花びら を 描き 、 ガ ラス 玉 を 特 
別 な 存在 に し ます 。 花 びら の レイ ヤー の 下 に 「 加 算 (発光 )」 
レイ ヤー を 追加 し て 、 花 びら を 発光 させ ます 。 空 に 舞っ て 
いる 花びら は 、 背 景 が 明る く て あま り 発 光 感 が 出 な い の で 、 
「 通 常 」 レ イヤ ー を 追加 し て ピン ク 色 を 吹き つけ ます 。 


空 の 花びら に 「 エ アブ ラ シ 」 で ピン ク 色 を 吹き つけ 
て 発光 感 を 追加 する 


バラ の 「 ぼ か す 範 囲 」 は 「23.0」、 散 布 し た 葉っぱ は 「16.2」 に し て 、 
ぼかし 具合 に 変化 を つけ る 


際 肝 > ガラ ス 玉 に 光 の 演出 を 加え る 


「 光 の 演出 」 コ レイ ヤー に レイ ヤー を 追加 し 
て 、「 図 形 」 ツー ル の 「 檜 円 」 で 黄色 の 真 円 を 描 
き 、 レ イヤ ー を コピ ー し て 下 の 輪 の レイ ヤー 
を 『「 加 算 ( 発 光 )」 モ ー ド に し ます 。 下 の 輪 の レ 
イヤ ー を 「 フ ィ ル ター」 メニュー の 「 ぼ ぽか し 」- 
「 ガ ウス ぽか し 」 (ぼかす 範囲 : 26) で ぼかし 
た ら 、 上 の 輪 の レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 、 
光 に 透明 感 を 出し ます 。 次 に 、 光 の 輪 の 「 加 
算 (発光 )」 レ イヤ ー に 光 の 粒子 を 「 エ アプ ラ 
シ 」 ツ ー ル の 「 ス プレ ー」 で 散布 し ます 。 


性 最終 的 な 色調 整 を 行う 
花びら の 道筋 に も 光 の 粒子 を 散布 し 、 さ ら に 、「 デ コレ ー 入力 欄 の 左 の つま み を 少し 右側 に スラ イド させ て 、 全 体 的 
ショ ン 」 ツ ー ル の 「 効 果 ・ 演 出 」-「 ほ わ 」 で 、 光 の 粒 も 散布 に 色 を 濃く し ます 。 色 を 濃く し た ら 、 今 度 は 彩 度 が 高く な 
し ます 。 りす ぎ て し まっ た の で 、「 新 規 色調 補正 レイ ヤー」-「 色 相 ・ 
いよ いよ 、 最 後 の 色調 整 で す 。 レ イヤ ー の いち ば ん 上 に 、 彩 度 ・ 明 度 」 で 彩 度 を 少し 下げ て 、 落 ち 着い た 色 味 に し まし 
「 オ ー バ ー レ イ 」 レイ ヤー を 追加 し て 、「 エ アプ ブラシ 」 で 色 味 た 。 こ の 辺 は 、 好 みや 感覚 に 左右 され る の で 、 最 後 の 色 調 
に 変化 を つけ ます 。「 オ ー バ パー レイ 」 レイ ヤー に 色 味 を 加え 整 で 自分 に と っ て の ベス ト な 色 を 探っ て いき まし ょ う 。 
る と 、 明 る いと ころ の 色 が 薄く な っ て し まう の で 、「 レ イ 最後 に 、 舞 い 散 る 花びら を すっ きり させ て 、 近 景 の バラ 
ヤー」 メ ニュ ー の 「『 新 規 色調 補正 レイ ヤー」-「 レ ベル 補正 」 で 、 の 色 を 薄く し た ら 「 ロ ー ズ ガー ディ アン 」 の 完成 で す ! 


『 オ ー バ ー レ イ 」 レ イヤ ー で 光 が あ た っ て いる と ころ 
は 鮮やか な 明る い 色 を 、 影 に な る と ころ は 鮮やか な 
濃い 色 を 追加 

(「 通 常 』 レ イヤ ー で 表示 し た と き の 画 面 ) 


色調 補正 レイ ヤー で イラ スト 全体 の 色 を 調整 し 、 
最終 チェ ッ ク で 気 に な る と ころ を 直す 
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